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近畿自動車道関•伊勢線にかかる現地の埋蔵文化財発掘調査は第 8 次区間

（久居～勢和）が昭和63年度に終了し、その年度後半から第 9次区間（勢和

～伊勢）が開始され現在に至っております。第9次区間は多気町・玉城町・

伊勢市に所在する30遺跡の調査を対象とし、昭和63年度から調査を行ってま

いりました。

第9次区間については平成 5年に予定されている伊勢神宮式年遷宮、及び

翌年の祝祭博開催を臨んだ県行政の大幹に関連した道路建設でもあり、当事

業にかかる埋蔵文化財の保護とその円滑な調整については鋭意努力いたして

いる処であります。

第9次区間の路線となる前述の市町が所在する地域は、古来から伊勢神宮

との関連が深いことが分かっております。この地域に考古学的なメスを入れ

ることは、当該地域の歴史を考えていくうえで、重要な資料を提供すること

となりましょう。またこの調査によって得た資料を基に、当該地域の歴史を

考えていくことも発掘調査を行った我々の大きな責務のひとつであり、ここ

に公刊する楠ノ木遺跡についても同様であります。開発と文化財の保存との

接点を学術的な方面に求めることも重要なことといえましょう。

調査に際しては日本道路公団、三重県土地開発公杜、多気町・玉城町・伊

勢市の各関係機関、県士木部近畿道対策室、及び地元各位の多大なるご理解

とご協力を得ることができました。文末となりましたが、ここに心からの御

礼を申し上げます。

1991年10月

三重県埋蔵文化財センター

所長中林昭



例 言

l. 本書は、平成 3年度に三重県教育委員会が日本道路公団名古屋建設局から委託を受けて実施した、近畿自

動車道関• 伊勢線第9次区間（勢和～伊勢）建設予定地内に所在する埋蔵文化財発掘調査（整理・報告翡作

成業務）にかかる報告害（第 l~5 分冊） のうち、楠ノ木遺跡（第 3分冊） の報告書である。

2. 

3. 

当遺跡は度会郡玉城町勝田字楠ノ木・下山・ヤケ山・ニノ谷• 三ノ谷を中心として所在し、発掘調査は平

成元年 5月から同年11月にかけて実施した。調杏にかかる費用は日本道路公団の全額負担による。

調査は次の体制で行った。

調査主体

調査担当

（平成元年度）

主幹兼調脊第2課長

主事

主事

主事

主事

主事

主事

（室内整理員）

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

山澤義貴• 主介

田村陽一•主事

小坂宜広・主事

江尻

谷久保美知代

白石みよ子

健• 主事

釆野妙子

反町登子

新田 洋

河北秀実

山崎恒哉

伊藤裕偉

角谷泰弘（伊勢市教育委員会から旅遣）

稲本賢治（多気町教育委員会から派遣）

前川嘉宏（玉城町教育委員会から派遣）

山分孝子

竹内由美

吉村道子

田中智子

（平成 3年度）

調脊第 2課長

主事

主事
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主事
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河瀬信幸• 主事

（室内整理員）
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釆野妙子 反町榮子 田中ゆかり

反町有子

4. 

現地調査については第 1次調査を田村陽ーが、第2次調査を伊藤裕偉が担当した。

本書作成にあたっては菅原正明（和歌山県文化財センター）、西山要一（奈良大学）、千葉豊（京都大学

埋蔵文化財研究センター）、中野晴久（常滑市歴史民俗資料館）、奥義次（三重県立松阪高等学校）、広瀬

和久• 原正之（三重県農業技術センター） の各氏をはじめ多くの方々の助言を頂いた。

．
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本書の執筆者は目次に示した。航空写真以外の写真撮影および本書の組集は伊藤裕偉が担当した。

当遺跡については、すでに『きんき道調査ニュース」 No.24(1989) 、および『近畿自動車道（勢和～伊勢）

埋蔵文化財発掘調査概報」 VI 
(1990) を公表しているが、当報告をもって正式報告とする。

．
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9. 

本書で報告した記録および出土遺物は三重県埋蔵文化財センターにて保管している。

当遺跡群の位置は国土座標第IV系に属している。挿図の方位は全て座標北で示している。真北は座標北

のN0°21'W、磁北は座標北のN6°41'Wである。

当報告書での用語は以下のように統一した。

どこう………………用語としては「土堀」あるいは「土拡」があるが、 「土坑」 とした。なお、墓と考

えられるものについては「墓城」 を用いた。

つ

わ

尺

き………………用語としては「杯」があるが、 「f不」とした。

ん………………用語としては「境」あるいは「碗」があるが、

・・・・・・・・・・・・・・・・・・一尺は30.3cmとして考えた。

「椀」 とした。

10. 遺構表現については、切り合い関係を重視した表現を用いている。

深さを示す表現は、原則的には用いていない。

したがって重複する遺構間の相対的な

11. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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I . 前

1. 近畿自動車道第9次区間の調査経過

近畿自動車道関•伊勢線（伊勢自動車道）の第 9

次区間（勢和～伊勢）の建設計画については昭和47

年に基本計画、 57年に整備計画が、そして昭和60年

2月に建設大臣から日本道路公団に施行命令が出さ

れている。また、翌月の 3月には実施計画認可と路

線発表がなされている。

この第 9区間は第 8次区間（久居～勢和）の延長

路線として、勢和、多気インターチェンジから仮称

伊勢インターチェンジまでの延長21.5kmの建設計画

であり、行政区画としては、勢和村、多気町、玉城

町、伊勢市をほぽ東西に横断する形をとっている。

そして、この路線は、三重県の中・南伊勢と近畿、

及び中部経済圏を結ぶ幹線道路として、一般国道23・

42号の交通緩和とともに、伊勢湾岸と内陸部の産業、

あるいは伊勢志摩• 紀州への観光ルートとしての大

きな使命をもつものといわれている。

そのうち、第 8次区間（久居～勢和）については、

平成 2年12月に供用開始されている。

さて、この第9次区間（勢和～伊勢）建設にかか

る埋蔵文化財の保護、調査協議については昭和50年

段階に建設省名阪国道工事事務所、県道路建設課と

県教育委員会文化課との協議と現地立会い調査とい

う形で開始された。また、事業地内にかかる埋蔵文

化財の分布調査については昭和53・55・56年度の 3

次にわたって県教育委員会が県文化財調査員等の協

力を得て実施し、昭和56年3月14日付、教文第429

号で道路建設課あてに「近畿自動車道伊勢線関係遺

跡分布調査結果報告について」として文書通知をし

-1-

日

ている。 その後については、第8次区間（久居～

勢和）の埋蔵文化財発掘調査の体制と諸準備に追わ

れた形となり、昭和59年度末には第 8次区間の現地

発掘調査を実施するに至った。そして、この 8次区

間の現地発掘調査には59年度を皮きり開始され、昭

和63年度前半までの足かけ 5年余の期間が費やされ

た。

さて、第9次区間の遺跡取り扱いについては、昭

和61年度になって具体的に浮上し、試掘計画等につ

いて、日本道路公団松阪工事事務所と調整・協議す

るに至った。また、 62年度初めには再度、第9次区

間（勢和～伊勢）建設予定地についての遺跡確認と

分布調査を実施した。この段階で公団あてに提示し

た遺跡は計26件、面積にして114,200吋である。

なお、この第9次区間については、その後の新発

見等の協議を経て、玉城町で 1件（泉貢窯跡）、多

気町で l件（佐奈水銀鉱山跡）、伊勢市内で 2件

（大谷古墳、古市・中之地蔵町遺跡）の遺跡が追加

されている。

以上のような経過を経て、第9次区間の現地にお

ける埋蔵文化財発掘調査は昭和63年度の後半期から

開始することとなった (tab.l参照）。

また、最後となりますが、調査の円滑推進にあたっ

ては、日本道路公団松阪工事事務所、県土木部近畿

道対策室、伊勢市近畿道対策室他、伊勢市・多気町・

玉城町の各教育委員会に、現地にあっては各地元自

治会長をはじめ、多くの方々のご理解とご援助を得

ました。加えて、発掘業務については三重県土地開

発公社のご協力をいただきました。文末ながらここ

に記して厚くお礼申し上げます。 （新田洋）
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2. 楠ノ木遺跡の調査経過と調査方法

調査の経過

楠ノ木遺跡が確認されたのは1979年のことであっ

た。当時は近畿自動車道建設予定地内の分布調査を

行っており、それに際して確認されたものである。

事業地内確認面積は39,000面であった。

近畿自動車道の建設が進展し歪城町内に至った19

89年5月に、主事田村陽ーを担当として第 1次調査

（試掘）を行った。調査面積は2,032吋である。その

結果、遺構が確認されたところを中心とした 3か所

の地区 (A・B・C地区）に調査区を集約すること

となった。本調査（第2次調査）は主事伊藤裕偉を

担当とし、 1990年6月29日から同年11月17日にかけ

て行った。なお、調査途中の 1時期に主事江尻健の

補助があった。最終調査面積は、 A地区が4,700吋、

B地区が1,420面、 C地区が770rrfであり、全体で6,

890吋である。

当遺跡は、第 1次調査（試掘）によって遺物包含

層が薄く、そこに包含されている遺物も極めて希薄

であることが確認されていた。そのため第2次調査

では、表土直下から約20cmの堆積が認められる灰

褐色系砂質土を、遺構検出面である淡黄灰色系砂質

土の直上までバックフォーにて掘削した。遺構の検

出・掘削は全て人力である。なお調査区壁面の土層

観察を行うため、調査終了直前にバックフフォーに

て危険が伴わない程度の掘削を行った。

調査にあたっては、三重県土地開発公社、工事受

託の（株）桜井組（第 1次調査）、（株）森組（第

2次調査）、度会町上久具・棚橋地区の方々、およ

び地元勝田地区の方々に多大なご援助とご協力を得

ました。記して感謝の意を表します。

調査の方法

調査区内の小地区について

調査区は近畿自動車道本線部分 (B・C地区）と

玉城インターチェンジ部分 (A地区）とに分かれて

おり、さらにA地区と B地区との間には植林地が残

る。このために 3地区を通して小地区設定すること

は困難であった。したがって、 B・C地区とA地区

とに分けて小地区設定を行った。
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B・C地区は自動車道工事センター杭STA573+

80とSTA575+00とを結んだラインを軸線 (hライ

ン）とした。そしてSTA573+80を0とし、 4m単

位で 1,2,3,4,5……と区切っていった。 STA5 

75+00はh30となる。この hラインを基準として同

様に 4m単位で勢和方向に向かって左側にg,f, e, 

d, C……とし、右側に i,j, k, I, m……として

いった。

A地区はインター進入路のセンターラインである

Aランプを基準 (kライン）とし、 KA.lを7と

し、本線から離れるにしたがって 4m単位で8,9, 

10, 11, 12……とした。同様に 4m単位で、本線に向

かって左側に j'i'h'g'f……とし、右側に I'

m,n, o,p……とした。なお、左側は拡張のため

に一部aラインを越えるところが生じた。そのため、

それより左側はア，イ，ウ，エ，オ……と続けることと

した。

調査区内の遺構および遺物の取上げはこのメッシュ

が交差する 4mX4mをl小地区とし、 B・C地区

については勢和方向を向いて左上の交点が示すもの

としている。 A地区についても本線に向かって同様

のこととしている。また、大きめの遺構はこの小地

区内では収まらないものがある。この場合、完結し

ている遺構（土坑やピットなど）は、支障のない限

りはどちらかの小地区を用いて記述している。完結

しない遺構（溝など）の場合は、特に遺物取上げの

際に各小地区単位で行っている。

なお、改めて述べるまでもないが、この小地区割り

は座標軸とは無関係であるので注意されたい。

遺構の名称•実測について

遺構は検出時の状態によって土坑 (SK) 、井戸

(SE)、溝 (SD)、その他 (SX) を便宜的に分け、

最終的に確定した名称を記号の頭に付けている。土

坑、落ち込み、墓、建物などの遺構はA・B・C地

区毎で通し番号とし、ピットは各小地区毎で番号を

付けた。したがって、各地区に SKlはひとつしか

ないが、 SEl,SXlなど末尾の数字が同一なも

のは存在するということになり、 Pitlは各小地区

にはひとつしかないが、同一地区の別な小地区には

存在する、ということになる。



また、土坑などで出土状況を実測した遺物は土器

はp(pottery)、鉄製品はi(iron)、石は s(stone) 

で採り上げを行っている （木製品はない）。

遺構の実測はA地区のみ航空測最で他は1/20の手

書きである。遺構の詳図として1/10を作成したも

のもあり、その大部分を今回掲載している。

整理方法について

近畿自動車道9次区間内にある遺跡の通し番号で

は、楠ノ木遺跡は 「13」である。遺構に関連した実

測図面は13-0001から」3-0106までが存在する。 これ

らの図面はA2版のファイルに収納し、図面番号 ・

内容・縮尺を記入した表を作成している。全ての図

面をマイクロ撮影し、別途保存している。

遺物は遺構の登録と同様全て通し番号とし、番号

の頭に「13」をつけている。実測図はl3-000 lから

13-0600まで存在するが、手違いによって同一の番

号を付加してしまったものもある。それについては

番号の後に 「a.b」を付けることによって補ってい

る。追構図と同様、これらの図面はAZ版のファイ

ルに収納し、番号・種類 • 名称 ・出土地などを記入

した表を作成している。全ての図面をマイクロ撮影

し、別途保存している。

遺構写真はスライド ・モノクロおよびデーター写

真としてカラーを撮影した。また、 6X 7のカラー

スライドを撮影した遺構もある。遺物写真は 6X 7 

のモノクロを用いた。遺構写真のスライドは地区 ・

造構 ・方向を記入した台帳を作成している。

調査日誌抄

（第 1次調査）

1989年5月16日 調査工事部門を（株）桜井組が落

札。重機 ・作業員の手配を行う。

5月18日 調査坑の設定。雑木の消掃。

5月19日 調査の開始。

5月23日 B地区付近の調査。

5月25日 A地区付近の調査。

5月26日 C地区付近の調査。

5月29日 A地区にて掘立柱建物検出。

5 月 31 日 ~ 6 月 2 日 写真・略測。

6月5日 A・B・C地区の設定。
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（第 2次調査）

6月26日 調査工事部門を （株）森組が落札。重機 ・

作業員の手配を行う。

6月下旬 調査区の確認。

6月29日 調査の開始。C地区より行う。

6月30日 C地区の概況が出る。溝、 土坑など。

7月4日 B地区の表土掘削。C地区の遺構検出。

C地区の遺物に室町時代のものを確認。

7月5日 C地区建物 l検出。 B地区の包含層掘削

中、大甕片が集中している箇所にあたる。

後で中世墓 (SK25) と判明。

7月6日 C地区建物 2検出。

7月7日 C地区SK7はオーパーハングしたもの

とわかる。

7月11日 C地区SKllの掘削。底面には焼土はな

く、遺物は皿類が多い。SK7から出土

した常滑産の甕はSK8から出土したも

のと接合した。

7月12日 B地区の遺構検出。南側は逍構密度が薄

い。C地区SK7の断ち割り。

7月13日 A地区の一部について表土を掘削。

7月14日 C地区の清掃 ・写真。

7月17日 B地区の遺構掘削。 SX3 から鉄刀 • 土

師器小皿が出土。中世墓と考えられる。

また、埋土からは爪型文のある縄文土器

が出土した。

7月18日 C地区逍構平面図作成。B地区の造構検

出 ・掘削。日照り続きで検出困難極める。

7月21日 B地区の遺構掘削。SD2に石鏃が滉入

していた。

pho. l 第1次調査風景 (A地区）



7月26日 台風にもかかわらず作業するが、全くは

かどらず。

7月28日 B地区の遺構検出全て終了。 C地区建物

のピット断ち割り。

7月29日 C地区壁面の断ち割り。

7 月 31 日 ~s 月 2 日 日照り続きのあと雨ばかりで

全く作業進展せず。

8月3日 B地区SK25の掘削。建物 2を検出。

8月5日 B地区SK43から渥美産と思われる完形

の壷出土。今まで完形品が少なかったの

で、作業員の人々色めき立つ。

8月9日 S K43・44の遺物取上げ。

8月10日 B地区の清掃・写真。

8月17日 盆休み後、調杏を再開する。 A地区の表

土掘削。

8月21日 A地区の遺構検出と掘削。 B地区の実測

のための段取り。

8月22日 B地区の遺構平面図作成。

8月28日 A地区の遺構掘削。 SK20から瓦器片出

土。

8月30日 A地区SDllから三筋壷出土。

8月31日 A地区建物 lの写真撮影。

9 月 5 日 ~s 日 長雨で中止。

9月11日 調査区を東側に拡張。鉄滓が大量に認め

fig. 2. 事業地および第 1 次• 第 2 次調査区位置図 (scale=½,ooo)
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られるところあり。 形品出土。作業員の反応多大。

9月14日 A地区SK36からは土嚢袋で4袋の鉄滓 9月29日 拡張部分の遺構検出・掘削。

が出土した。 10月2日-5日 現地説明会のための清掃をA・B

9月18日 S K36・37の掘削。底面にはピット多い。 地区について行う。

9月21日 A地区建物9が見つかる。 10月6日 リフト車にてA地区の写真撮影。玉野総

9月25日 A地区SK49から古銭4枚以上出土する 合コンサルタントによる航空測量のため

が、腐敗がひどい。 A地区の航空測量の の杭打ち。

ための現地説明会を行う。 10月7日 現地説明会。雨であったが、約30人の参

9月26日 S K37の続きを確認するため、再度東側 加があった。

へ拡張する。その南寄りで完形の陶器平 10月9日 伊藤所用のため、江尻健が代理をする（

茶椀が出土するも割ってしまった。作業 ~17日）。航空測量のための清掃。拡

員の非難多し。 張部分の遺構掘削。現地説明会の後片付

9月27日 A地区の調査終了部分の清掃を開始する。 け。

先日拡張したところから、陶器卸皿の完 10月13日 A地区の航空測量。
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fig. 3. 国士座標第N系と調査区の関係 (scale=½,ooo)
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10月16日 B地区壁際の断ち割り。

10月18日 現場日和であるが、斎宮歴史博物館がオー

プンのため、作業中止。

10月20日 A地区SE2、B地区 SK30・ SE 1 

の断ち割り。

10月24日 A地区SE2を一 3mまで下げる。岩盤

に当たる。下層から輛の羽口の良好なも

の出土する。

10月25日 A地区SE2が掘り上がる。北寄りで一

段下がり、可能な限り掘削するが、湧水

のために途中で断念する。

10月26日 A地区拡張部分の写真。

10月30日 拡張部分遺構平面図のための段取り。

11 月 1 日 ~7 日 拡張部分の遺構平面図作成。

11月9日 A地区壁際の断ち割り。ピット（根石）

を持つものの掘削。

11月10日 A地区SE1の断ち割り。底付近から完

形のねり鉢出土。 SK22も井戸と判明し

た。

11月11日 断ち割りした遺構の埋め戻し。本日にて

掘削作業は終了した。

11 月 12 日 ~17 日 土層図その他の作成。
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fig. 4. 本線部分小地区設定図 (scale=始00)
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II. 地理的・歴史的環境ー問題の所在一

楠ノ木遺跡周辺の環境

楠ノ木遺跡は、巨視的に見れば宮川の中流左岸に

そびえる大日山山塊から北へ派生する数条の尾根に

囲まれたところに位置している。大日山から流れ出

た水のうち、宮川とは反対方向の外城田川に向かっ

て流れる側にこの遺跡は所在している。遺跡から北

方を望むとちょうど正面に田丸城跡があり、さらに

北には土器製作遺構を多く検出している明和町有爾

中・簑村地区に続く丘陵が望める。

この遺跡の立地を微視的に見ると、地理的には谷

底平野に相当するところを中心に立地している。丘

陵が平坦地へと移ったところにA地区が、丘陵斜面

の先婚に相当するところにB・C地区が位置してい

る。現在はぶどう畑や植林地として利用されており、

人間の居住を示すようなものは全く見られない。遺

跡の北側には江戸時代に造成されたという大池と通

称する貯水池がある。

街道から見た楠ノ木遺跡

この遺跡の地域的な立地状況をみるために、旧大

日本帝国陸地測量部作成の地形図 (fig.6) を見て

みよう。当該地域は圃場整備以前には条里地割りが

良好に残存していたところである。今回の楠ノ木遺

跡調査区付近、特にA地区周辺は方画地割りが認め

られるところであり、条里がこの付近まで及んでい

た可能性を推定させる。当該地域の条里には道との

関係や集落立地のことなど多くの興味深い事実が隠

されているようであるが、主題から外れるしその検

討を行う力量はないのでここでは触れない。

さて、 fig.6の地図では、道の表示に 4種類認め

fig. 5. 遺跡位置図 (scale=¾o,ooo) (国土地理院 ½s,ooo 『国束山』『伊勢』から）
注．中世に限る。 トーソは集落推定地及ぴ城館跡。

口は延喜式内社（神宮摂・末社を含） 1. 御船神社 2. 棒原神宮 3. 朽羅神社4.津布良神社 5. 蚊野神社 6. 田乃家神社

7. 鴨神社 8. 坂手国生神社9.鴨下神社 10. 奈良波良神社 11. 狭田国生神社 12. 小社神社 13. 園内神社

単独数字は城館跡 1. 笠木館跡 2. 坊主山館跡 3. 山神城跡 4. 田丸城跡 5. 岩出城跡 6. 寺山城跡

※矢野地区には小ぱし遺跡、野篠地区には仲垣内・赤垣内遺跡、小社・山岡・曽根地区には中ノ切遺跡、岩出地区には蚊山遺跡、

津村地区には中新田・中ノ垣外遺跡、佐八地区には佐八藤波遺跡をそれぞれ含む。
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られる。 2本の実線・実線と破線・ 2本の破線・ 1

本の破線、である。これらは当時の街道が2本の実

線で表現されていることから、この順序で重要な道

路を示したものであると考えられる。注意すべきこ

とは山神集落から楠ノ木遺跡に至る山裾の道があり、

実線と破線で表現された 2級道路として存在してい

ることである。この道（以下、集落間道）は先述の

方画地割りに制限され、 「権八」 「大グルワ」 「ヤ

ケ山」と「のま垣外」 「小清水」のあいだを直線的

に走っている。現在この道は幅2mに満たない、丘

陵部分では切り通し状を呈するものである。細かく

見ると丘陵を縦断するようなかたちで存在している

ことが判る。現在ではほとんど機能していないよう

で、笹が生い茂っている状態にある。現在山神集落

から東へ行く場合には、集落から北上して田宮寺集

落から大池へと通じる道を利用している。

さて、この集落間道は楠ノ木遺跡の東で度会町棚
(1) 

橋へ通じる熊野脇街道（現県道度会・玉城線）と交

差している。この道以外にも楠ノ木遺跡付近には多

くの道が交錯している状況が看過される。要するに

楠ノ木遺跡は交通の要所に位置しているのである。

この集落間道がかつて街道に準ずるものとして機能

し、そして廃絶していった背景を考えるには、楠ノ

木遺跡の動向が無視できないであろう。

楠ノ木遺跡の規模

このような立地条件にある楠ノ木遺跡は、遺跡の

広がりについてもかなり広範囲であることが想定で

きる。まず、先述した大池南岸の「小清水」では陶

器椀 (fig.7-3)を、 「土山口」でも陶器椀 (fig.

7-4) を、 A地区に隣接する「ヤケ山」の丘陵部斜

面では土師器皿 (fig.6 -1~2) をそれぞれ採集

している。また、現県道度会・玉城線の東に位置す

る通称サニーロードの拡幅に伴って「下山」で遺構

かと思われるものを確認した (A地点 pie. 2) 。

さらに小字の名称には、調査区の北側や西側に「の

ま垣内」 ・「大グルワ」などの、人間の居住を想定
(2) 

させる地名が存在している (fig.8)。「のま垣外」と

はあるいは「沼垣外」の転訛したものかと思われる

が、もしもそうであれば大池の前身として沼状地が

存在していたのかも知れない。
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これらのことから、当遺跡は東端は「下山」の丘陵

部分、西端は「土山口」から「三ノ谷」付近、南端

は「車谷口」「三ノ谷」付近、北端は大池付近とい

う、調査区の位置する谷状地にかなり大規模に広がっ

ているものと考えることが出来よう。したがって現

在複数の小字にわたっているこの谷に一定の集落が

存在していたものと考えられることから、この谷の

集落跡の総称として「楠ノ木遺跡」の呼称を用いた

い。このような状況であるために開発に際しては細

心の注意が必要かと思われる。

なお地元の伝承では当遺跡近辺は「下山千軒」と

呼ばれている。この伝承がどこまで事実かは分から

ないが、何らかの意味合いがある可能性は充分にあ

り、注意を要する。これが中世における状況を描写

したものとすれば、当遺跡は質的にもかなり大規模

であった可能性がある。

楠ノ木遺跡周辺の遺跡

つぎに楠ノ木遺跡の中心である中世の当該地域の

状況を概観してみよう。当該地域の通史的な遺跡分
(3) 

布については東浩成氏によって詳述されているので、

そちらを参照されたい。

中世の文献史料中に地名あるいは村名として存在

の確認できるものと、現在遺跡として確認できるも

のを集落想定地とし、さらに延喜式内社（神宮摂末

社）と城館跡を示した (fig.5)。古代以降、当該地

域は伊勢神宮の所領である「神三郡」内に位置して
(4) 

おり、神宮関連の文献には「原J、「積良」、「山上

（山神）」、「矢野J、「野篠」、「狩田（刈田、苅田、

勝田とも）」、「田邊（上田辺・下田辺）」、「玉丸」、

「宮子（宮古）」などの地名のほか、「田宮寺」など

の名称も散見される。また中世では上記の地名のほ

か「田宮」という現田宮寺集落に相当するかと考え

られるものも認められる。これらの地名は現在の大

字に相当する旧村と見て大過ないものである。この

ことから、現在確認されている遺跡の他に、現在の

集落と重複するかたちで集落跡が存在する可能性が

充分に想定できるのである。この想定をもとに楠ノ

木遺跡周辺の中世遺跡想定地を、既に確認されてい

る遺跡に迷わされずに図示してみるとこのようにな

る (fig.5)。



fig. 6 . 19世紀末頃の勝田地区周辺地形図 (scale=½o,ooo)(大日本帝国陸地測量部作成地形図から）
赤太線は主要幹道（街道）赤細線はそれに印しるもの。
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中世の城館跡以外の遺跡立地に関しては大きく 2

者に分類できることが分かる。すなわち、丘陵部を

利用して集落を営むもの （原 • 野篠 • 田邊 • 狩田な

ど）と、丘陵に挟まれた谷部に集落を営むもの（積

良 • 山神 • 宮子など）である。楠ノ木遺跡は後者の

部類に属する。

これらのことを考え合わせると、楠ノ木遺跡は近

辺の村と比較しても遜色なく、そして規模も大きい

ことが判明する。それにもかかわらず、楠ノ木逍跡

は現在まで集落として存続することなく廃絶してい

るのである。このことは、当地の歴史的背景のなか

で、当遺跡がどのように位置付けられるのかという

ことの問題を示していると考えられるのである。

当該地域の村は古代以来、神宮との関わりのなか

で発展してきた可能性が極めて高いことが文献史料

から想定されるのであるが、神宮以外の勢力が15世

紀中葉以降、新たに進出してくる。戦国大名として

成長しつつある北畠氏である。北畠氏関連の遺跡は

fig. 5に示すように主に城館跡であるが、文献史料

からは当該地域に北畠氏関係の所領が存在していた

ことは明白である。ただし集落は以前のものをその

まま継承することが自然であり、この時期の当該地

域の画期は城館の築造が増加することに求められる

にしても新たな集落の発生を想定することは困難で

あろう。

さて北畠氏の中心となるのは田丸城跡(4)である。

これは南北朝時代から室町時代にかけて利用された

ものである。また北畠氏によって楠ノ木造跡に隣接

する山神地域が攻撃された事実も認められ、山神城

(3)はその時期の城館跡であろうとされている。当造

跡の西方には多気町 ・笠木館跡(1)や玉城町 ・坊主山

館跡(2)が所在し、東方には岩出城跡(5)が存在してい

る。これらは北畠氏関連の城館跡と想定されており、
(6) 

笠木館跡からは鍋第3段階以降の遺物が採集されて
(5) 

いることから、その可能性は高いと思われる。

¥こ/―口］

I ぷ：、一丁二)4
吾

fig. 7. 調査区周辺採集遺物 (scale=¾)
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このように中世の当該地域は中世前期においては

伊勢神宮と、中世後期においては神宮および北畠氏

と、多分に係わっていることは確実であり、楠ノ木

追跡の考察には両者を避けて通ることはできないの
(7) 

である。

（註）

(1) 三諏県教育委員会「歴史の道調査報告咎I 熊野街道」 (1981)

(2) 「垣内」については、全国的に見れぱ厳密には居住地を示す

ものと断定することはできない（水野章二「平安期の垣内一

開発と領有ー」 「史林J65巻3号 1982)。しかし三頂県内
では「垣内 ・垣外」などの地名が認められる付近に中世の集

落遺跡が存在する場合が多いことは事実である。

(3) 東浩成 ・倉田直純「勝田遺跡発掘調査報告J(三重県教育委貝
会 1988)

(4) 「氏経神事記J(「神宮年中行事大成J前篇大神宮叢弗 臨
川瞥店 1976)、 「氏経卿引付J(「日本塩業大系J2巻 古
代・中世史科篇）、 「光明寺古文書j(神宮文庫所蔵氏経直泄

本写真版）など。なお、文献史科の詳細は小林秀氏の御教示

を得た。

(5 ) 大橋紀元•安室正彦「笠木館址測拭調査報告」 < rふぴと」 34
三重大学歴史研究会 1978)

(6) 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」(「Miehis

toryJ vol.l 1990) 

(7) fig.5の作成にあたっては、以下の文献を参考とした。

r角川日本地名大辞典」糾三重県（角JII瞥店 1983) 
皇学館大学考古学研究会日改城町南部の遺跡」 (1982) 

三旗県教育委員会 • 三重県文化財連盟 「昭和48年度県営圃場整備

事業地域埋蔵文化財発掘調査報告j(1979) 

三重県教育委貝会「昭和56年度県営圃場整備事業地域埋蔵文化財

発掘閥査報告J(1982) 

三麗県教育委員会「昭和58年度店業基盤整備事業地域埋蔵文化財

発掘調査報告」(1984)

三須県教育委貝会 ・三粛県埋蔵文化財センター「近畿自動車道

（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査概報」V[・VI1(19901991) 

三直県教育委員会「三韮県埋蔵文化財年報」 5・II・14・16・17

(1975 1981 1984 1986 1987) 

岩中淳之「佐八藤波逍跡発掘調査報告」 （伊勢市教育委員会 l匁≫

pho. 2 A地点遠景 （南から）



fig.8. 調査区周辺の現小字割り図 (¾,ooo)

-13-



m. 調査の成果一層位と遺構一

ここでは調査区の層位的状況と検出した遺構につ

いて報告を行う。遺構の時期についてはIV章での

分類にしたがっているので、参照して頂きたい。

1. A地区の層位と遺構

層位 (fig.IO)

A地区は東および南側に派生する低丘陵の裾部分

に相当し、標高約39mの平坦地である。層位は表土

直下の灰褐色系砂質土および赤褐色系砂質土が遺物

包含層となり、その下の黄灰色系土層が中世の遺構

基盤層に相当する。黄灰色系土層は部分的に砂質土

層と粘質土層に分けられ、粘質土層の方が上部に堆

積する。このうち砂質土層の部分には縄文土器片が

混入している。この層が縄文時代の遺物包含層に相

当するものと考えられるがその含有度は極めて薄い

ものの、調査区土層図 (fig.IO) にみるように、こ

の層を切り込んでいる、中世よりは確実に古いとい

える遺構状のものがある。しかし、これらからはまっ

た＜遺物が出土しなかった。

黄灰色系土層の下には順に黒色系土・暗褐色系土が

堆積し、地山である明黄～明黄赤色系粘土に達する。

中世の遺構検出面から地山までの深さは、調査区南

東隅では約0.6mと浅いが井戸SE2付近で約 3m

となり、調査区の北側ほどレベルが下がっているも

のと考えられる。このことからも当遺跡は山側から

流出してきた土砂が堆積した土壌の上に遺跡が形成

されたものとすることができる。

遺構

A地区の遺構は中世のものを中心としている。確

認できた遺構は、掘立柱建物13棟の他、ビット群、

土坑多数、井戸 5基、溝20数条である。時期的に大

きくみると、おおよそ平安時代末から室町時代前半

のもので、一部江戸時代以降のものを含む。

中世（平安時代末～室町時代）の遺構

掘立柱建物およびピット

建物はおもに調査区中央付近に集中して認められ

る。この部分に確認できた建物の大部分があり、東

側の空白地を挟んでさらに多くのピットが認められ
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る部分がある。便宜上、前者を「建物集中部分」、

後者を「ピット集中部分」とする。 A地区の建物跡

はこの 2か所にほぽ集約出来る。

ピット集中部分のピットには根石を持つものもあ

るため、建物が存在していたことは確実と考えられ

る。この部分は隣接する鉄滓を大量に出上した土坑

S K36との関係上、エ房に相当する建物を想定した

のであるが、明瞭な建物はほとんど確認することが

できなかった。ピットの並びが不整然であることや

工房跡であることを想定すれば、現在我々のイメー

ジしている建物とは違ったものが存在することも考

えなければならないであろう。このことからあまり

無理をして建物を復元することは差し控えた。

建物集中部分 (fig.11)では、特に建物 4・5・

6・10などは柱通りがほとんど揃っており、建物の

ひとつひとつを特定するのは極めて困難な状況にあ

る。そのために、これらの建物の確認は一案を示し

ているものと考えて頂きたい。これらの建物群は建

物8を除いて柱通りをほぽ真北に向けている。

建物 l (fig .12) は建物集中部分の南側に相当す

る。東西棟で、桁行5間（約lOm、約33尺）、梁間

4間（約6.7m、約22尺）の主屋部分の北東に東西

2間（約3.5m、約11.5尺）、南北2間（約3.5m、

約12尺）ないしは 3間の付属施設（以下、 「施設」

と呼称）が取りつくものと考えられる。施設は独立

した建物の可能性も否定しきれないが、建物 lと遺

構的に重複する状況は見出せない。それよりも南端

の桁行を建物 lの北端の桁行と重複していることと、

柱通りも比較的良く通っていることから、建物 lに

付随して造られたものと見倣すのが妥当であろう。

主屋部分には部分的ではあるが根石が認められるた

め、本来は全てに根石が存在していた可能性が高い。

主屋部分は、桁行の 5間がそれぞれ全て等間に設定

されているのに対し、梁間は南から 6・5.5・5.5・

5尺に設定されている。また、南西端の 2間X3間

の部分は中央部に柱が認められず、 「土間」的な機

能を想定し得る。さらに、南東隅の l間X2間の部

分は土坑 (SK27)が認められ、所謂「南東隅土坑」



p-.

— 

w, "I 初

-,_: _, --"し-"l " 

“”  
• - I_ ", 

-' _, 
,'0, 
一、

←一— ， 
• J • 知 I

" 
' 
I• 
』‘ぶ

' 

"I "' 161 11I , 
'"i~ 

ヘザ物 1

/ 

"' '_"Iーゴ
' 

'•'、、'―
・:、

＼ 

， 

ぶー
I 

イ
.
'
'
[
＇
 

.
、
一

'
-

4
 

,
b
 

r
i
,

＼
 

，べ

c

O

'

,

¥

 

A

、

！、

一ー

b
l
 

ベ・
' 

fie S. A地js 中［飢図 (scal,~1,oo) aへ fは 1柑断曲の位糾 土.・, 

ツ
~
が
-

』

f

9

'̀ 

国

9
:
、
9

-~
一

~
ヽ

ヽ
~

'~ 

,
l
 

t̀_ 
.
9
 

一
ヽ



N
 ゚

-
- 13 

20
 

蒜
゜

33
 

”
 
“
 
,..
 
ご
/
メ
-
-
_
I
"
-
-
-t
r 
,, 

Ir
 

゜
...... 

1.
 
赤
味
褐
色
土

5
m
 

::> 
2.
 
明
赤
褐
色
土

>- 逹
3.
 
褐
色
ま
じ
り
黄
灰
色
粘
質
(
S
X
l
l
)
 

図
4
.
 
暗
茶
灰
色
土

.l.
J..
. 
六

5.
 
小
礫
ま
じ
り
暗
茶
灰
色
土
(
S
D
2
7
)
 

=
 

~ 翌 回 区］ ヘ塁ro II 
..... 
臣

-:
i I
 
｀
 竺 逗 △
―-
--
-

7.
 
小
礫
ま
じ
り
明
赤
褐
色
土

15
. 
赤
灰
色
土

23
. 
淡
茶
灰
色
砂
質
シ
ル
ト

31
. 
記
入
ナ
シ
(3
2
に
類
似
）

8.
 
黒
色
ま
じ
り
暗
赤
褐
色
土

16
. 
黒
色
ま
じ
り
暗
灰
褐
色
土

24
. 
暗
灰
色
砂
質
土

32
. 
淡
黄
灰
色
砂
質
シ
ル
ト

9.
 
黄
灰
色
粘
質
士
（
中
世
遺
構
面
ペ
ー
ス
）

17
. 
明
赤
褐
色
ま
じ
り
暗
赤
褐
色
士

25
. 
淡
灰
砂
・
礫
層

33
. 
暗
褐
色
粘
質
土
(2
0
と
同
質
）

10
. 
黄
色
ま
じ
り
明
赤
褐
色
士

18
. 
赤
色
ま
じ
り
暗
灰
褐
色
士

26
. 
褐
色
砂
質
シ
ル
ト

34
. 
礫
多
く
含
む
黄
灰
色
粘
土
（
岩
盤
？
）

11
. 
賠
赤
灰
色
士

19
. 
黒
色
含
む
黄
灰
色
礫
層

27
. 
黄
灰
色
礫
層

35
. 
黄
灰
色
粘
土
(3
4
と
同
一
）
（
岩
盤
？
）

12
. 
暗
灰
褐
色
土

20
. 
黒
灰
色
粘
質
土

28
. 
淡
灰
～
黄
灰
色
砂
・
礫
層

36
. 
褐
色
砂
・
礫
層

13
. 
礫
多
い
黄
灰
色
土
（
鼻
梁
の
縄
文
土
器
含
む
）

21
. 
淡
黄
灰
～
赤
褐
色
礫
層

29
. 
淡
黄
灰
色
砂
質
シ
ル
ト

37
. 
礫
多
い
明
黄
色
土

14
. 
記
入
ナ
シ
(2
0
と
類
似
し
た
層
）

22
. 
黄
灰
色
礫
層

30
. 
黄
灰
色
砂
・
礫
(
-
8
0
m
m
)
層

38
. 
明
黄
色
粘
土
（
岩
盤
）



こ~~ ◎ 口 ·~ 

◎ 
＠
 

◎ ◎ 

‘̀X 
@ 

◎‘ 

入
◎
＠
汽

ガ
似
◎
 

◎ 

o 念

り

ぶ
＠＠シ

建物6
ご:〗念

@'~ 
v ,[JJ⑪ ? 

建物;fl
I~ 

□
 

◎ 

◎ 

゜
竺
じ

◎ 
◎ 

,‘
 ＠ 

◎
◎
 

:＠□
lu 

c
 

◎ 

~ 

◎ ◎ 

(i) 0◎ @Q  [!) 

◎ o ◎ 巳
◎ o 

c.  や

~ 
◎，少

°。

Oよ 建物18~ 

゜

0 もtー"゚_80 -~..-—り一0<>—• 悶"： @ 
o◎ 10m 

/'~ 

ぃ

-..,~ 
g 

0 & 
゜ ~o

g
 0 
C3-

応

゜ ゜゜
ゃヽ

。

匂.ロり
◎ 

◎
 

゜
fig.IL A地区建物跡集中部分平面図 (scale=½oo) ※ SEl 、 SK 3• 21・22の断面はfig. • に対応する。

-18-



に相当するものと考えられる。

収まるものではなく、一部が建物の東側に突出して

いる。

この土坑は柱間内に

なおこの建物内の土坑SK27出土の土器は、近接

している井戸SK21およびやや離れる井戸SK3か

ら出土した土器と接合している (fig.57-12)。こ

れらは時期的に近接したものと考えられ、位置的に

も井戸SK21が建物 lに伴う井戸である可能性は極

めて高いであろう。 g15Pitlからは舗の羽Dの破片

(PL.54)が出土している。建物 lは後述する SK36 

などと時期的に並行し、鍛冶に従事した人々が居住

していた可能性も考えられる。建物 lの時期はピッ

ト内から出土した土器やSK27から出土した土器、

さらに輔の羽口の存在から、南北朝時代頃 (II期後

半～皿期）以降と考えられる。

建物 2 (fig.13) は建物集中部分の西に近接して

いる。東西棟で桁行5間（約10.4m、約34尺）、梁

間3間（約6.3m、約21尺）

る。

のところにもピット

を中心の建物としてい

この南には東西端の梁間の延長11尺（約3.3m)

(jl3pitl)があるので何らかの

施設が存在していた可能性がある。建物の南東隅は

試掘時の土層確認のために残っていない。各柱通り
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は良く揃っているが、そのまま復元すると全体の形

態はやや平行四辺形となる。これは建物設計時の間

違いと考えられるが、ここでは現状の状態で提示し

ている。建物 3と並列するものと見倣してよいであ

ろう。建物の中央から南と西の l間を除く広い部分

(4間X2間分）はその中央部分に柱列が存在しな

いものである。柱掘形は径0.3m内外の比較的大き

いものであるが、根石は全く認められなかった。

建物2の時期は出土土器から平安時代末 (I期）

と考えられる。なお、この建物内にある土坑SK28 

出土土器は当建物のピット

西棟で桁行8間（約12.7m、約55尺）梁間 5間（約

9m、約30尺）で、北端には 5間 (33尺） X l間

(3尺）の廂かと思われるものが付く。この部分に

ついては概報で「建物7」として取り扱っていたが、

当報告では建物 4に伴うものとして扱うこととした。

建物4は調査区内では最も大きいものである。部分

的に根石が認められる。建物の南西隅に相当する部

分には土坑SKl7 (W)があり、当建物に付属する

土坑の可能性も想定できるが、建物の敷地を越えて

存在していることやこの土坑に伴うと考えられる溝

のml4Pitl出土の土器と

同一個体と考えられ、建物

の廃棄時に同一土器をその

ピット内に投棄しているこ

とも考えられる。

建物3 (fig.13) は建物

集中部分の西にあり、建物

2の北に相当する。東西棟

で桁行3間（約5.7m、約1

8尺）、梁間 2間（約4.Zm、

約14尺）である。西端の梁

間の北4尺（約l.Zm)のと

ころにピットがあり、建物

2と同様、何らかの施設が

付随するのかも知れない。

東端の柱列は土坑等の存在

により明確には確認されな

かったが、これ以上東に伸

びることはないと考えられ

る。柱掘形は径O.Zm内外

のもので、根石は認められ

なかった。出土士器が全く

なく時期の特定は困難であ

るが、建物 2の北15尺の位

置にそれと平行して造られ

ているので、建物 2と同時

期と見倣してよいであろう。

建物 4 (fig.14) は建

物集中部分にあり、中でも

その西寄りに存在する。東

寸m y
 建物4

SK5 
-
b
 

w
 

b
 

t
9
|
 fig.14. A地区建物 4 平面• 断面図 (scale=片00)
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S Dl2が当建物のピットと重なっているこ

となど、建物に付随する施設とするには問

題点もある。また建物の南東に位置する土

坑SK5は、建物4やそれ自身の規模の点

からもこの建物に伴う土坑である可能性は

極めて高い。土坑SK7と重なるピット

(jl7Pit3) 

ており

はSK7埋没後に掘肖ljされ

(fig.16)、当建物がSK7よりは

新しいことがいえる。時期はピットと土坑

SK5出土土器から鎌倉時代後葉から南北

朝時代頃 (II 期後半~III 期前半）

建物 5

の比較的

s-b 

一b

長期にわたる建物と考えられる。建物10

のピットと重なっているピットから出土し

た土器は土坑SK5よりも古い傾向があり、

この土器を建物10の所属時期を示すものと

考えれば上記の時期比定が可能である。そ

うするとほぼ同じ時期となる建物 lの付属

施設とあまりにも近接するが、前述のよう

に建物 lの付属施設は拡張と考えられるの

で無理はないものと考える。

(fig .15) は建物集中部分にあり、

なかでもその南寄りに存在する。土坑SK

24を当建物に伴う土坑と想定すると南東隅

土坑である可能性が想定し得る。そうする

とこの土坑以東の柱列はひとつの可能性を

示すものとなる。この柱列が妥当であれば

東西棟、土坑SK24を南東隅土坑と考えれ

ば南北棟となる。東西棟とすれば桁行4間

ないしは 5間（約9.7m、約32尺）、梁間 4

間（約7.9m、約26尺）

1か所のピットを検出したのみである。根

桁行 5間（南端は 6間

る。土坑SK7

で、桁行の東端は

石は部分的に残存している。出土土器から

平安時代末 (I期）と考えられる。

建物 6(fig.15)は建物集中部分にあり、

そのなかでも北寄りに位置する。東西棟で

約lOm、約33尺）、

梁間 4間（約7.9m、約26尺） である。梁

間は付属施設と考えられる土坑SK7や土

坑SK6などのためか、不統一となってい

(fig.16) は2間Xl間分

の大きさで、壁面がほぽ垂直に掘られてい
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る特殊なものである。埋土の状況からは人為的に埋

め戻されているようである。時期は出土土器から鎌

倉時代後半 (II期後半）と考えられ、建物4に伴う

ピット (jl 7pit3)と土坑SK7との関係から、建物

6は建物4に先行するものと見倣し得る。

建物 7(fig.12)は東西2間（約3.6m、12尺）、南

北3ないしは 4間（約4.8m,16尺）の規模である。

西側桁行は溝SDl2に若干の歪みがある部分を柱穴

の痕跡と考えた。出士土器は小片であるが、時期は

鎌倉時代 (II期）の範疇と考えられる。

建物8 (fig.17) は建物集中部分の北側、溝SD

2の南で確認された。棟方向は不明であるが、東西

2間（約3.6m、約12尺）、南北2間（約3.6m、約

12尺）の規模である。根石は全く認められなかった。

この大きさからはA地区内での一般的な建物とは言

い難い。出土土器から鎌倉時代後半 (II期後半）以

降かと考えられる。

建物9(fig.18)は建物 lの南に位置する。東西 3

間（約5.5m、約18尺）南北3間（約6.4m、約21尺）

を確認したが、東西方向にもう少し伸びる可能性が

ある。例えばa14Pi lの北にあるピットはこの建物

のものである可能性が大きい。ただし、遺構検出時

にはこのピットと同じ南北方向の柱列は確認できな

かった。現状よりは東に広がるとすれば、土坑SK

38はこの建物に伴うものと考えられ、所属時期でも

問題はない。部分的ではあるが根石の残るピットも

認められる。時期は出土土器から鎌倉時代前半 (II

期前半）と考えられる。ピット内には土錘も含まれ

ており、輿味深い。

建物10(fig.19) は建物集中部分の北寄りに位置

している。東西棟で、桁行6間（約12.Sm、約42尺）

、梁間 3間（約5.5m、約18尺）である。東側の柱

列は見つからず、建物が東へさらに伸びる可能性も

ある。建物の構造は建物 2に類似し、建物の中央部

北寄りの 5間X2間分は柱列が認められない。根石

は認められなかった。ピット出土土器は建物4と重

なっているピットからのもののみで、前述のように

これらは建物10に伴う土器と考えるのが妥当である。

時期は鎌倉時代前半 (II期前半）と考えられ、建物

2との類似からそのなかでも早い時期と想定される。

建物11(fig. 9) は区画溝群の北方にある唯一の

建物である。土坑SK40周辺に数個のピットが存在

しており、調雀の段階では全体を確認することがで

きなかったが、検出したピットから東西方向 2間

（約4.3m,約14尺）南北方向3間（約6.4m,約21尺）

が確認できる。棟方向は不明であり、調査区外へ広

がることも考えられる。土坑SK40を南東隅土坑と

する建物であろうか。土坑SK40はやや不整形な長

方形を呈し、長軸約4.3m、短軸約2.4mを測る。断

面形は皿状を呈し、検出面からの深さは約0.2mで

ある。時期は土坑SK40出土土器から平安時代末

(I期）と考えられる。

建物12(fig.11)は調査区南西隅近くに位置し、建

物集中部分からはやや離れる位置にある。東西棟で

桁行3間（約5.5m,約18尺）、東の梁間 2間、西

の梁間 l間（約4.5m,約15尺）である。この規模

からは主要な建物と見倣すことはできない。西の梁

間を南に 8尺延長したところにピットがあり、建物

に付随するものかあるいは建物が南へさらに広がる

@j17pit3 -r 

1. 礫まじり暗褐色士

2. 暗褐色プロック・炭まじり黄褐色土

3. 小礫・焼土・炭まじり暗褐色土

□十四~
1.5m 

fig.16. A地区土坑SK7他平面・士層断面区 (scale=忌）
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◎ 
如

fig.17. A地区建物 8 付近平面• 断面医

(scale=加。）

ものかと考えられる。出土土器が全くないので正確

な所属時期は不明である。

建物13(fig.25)はピット集中部分で確認できたも

のである。南北棟で、桁行3間（約6.4m,約21尺）、

梁間 2間（約3.6m,約12尺）である。建物主軸は

他の建物と異なり、西へ若干振れている。時期は出

土土器から鎌倉時代後葉 (II期後半）と考えられる。

なお、先述のようにこの周辺ではまだかなりの建物

が存在するものと考えられ、ピット出士土器は圧倒

的に皿期のものが多い。

土坑および落ち込み

建物に付随するものとして記述した土坑以外の主

なものについて触れておく。

s 
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5m 

fig.18. A地区建物 9 付近平面• 断面図 (scale=1/i00) 
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土坑SK4は調査区中央部の建物集中部分の南東

寄りに位置する。やや歪んだ方形で、 1辺約2.4m

である。断面形は皿状を呈する。埋土は灰褐色系土

で、焼土は認められなかった。遺構の位置からはい

ずれかの建物に伴う土坑である可能性は高いであろ

う。時期は出土土器から鎌倉時代後半から南北朝時

代 (II期後半～皿期）と考えられる。

土坑SK 5 (fig.20) は調査区中央部の建物集中

部分の北寄りに位置する。東西にやや長い方形のプ

ランで、長辺約4.3m、短辺約3.6mである。断面形

は皿状を呈し、全体の形状は竪穴住居を思わせる。

埋土にば焼土が自然堆積状に認められたが、木炭は

少量であった。切り合い関係から SK6・7・9・

10よりは新しく、 SK4よりは古いことが言える。

遺構の位置からは建物4に伴う可能性は極めて高い

が、南東隅土坑とするには少々大きすぎるようにも

思う。時期は出土土器から鎌倉時代後半から南北朝

時代 (II期後半）と考えられる。

土坑SK9・10は土坑SK5の南で切り合い関係

にあるものである。 2基の土坑として検出をしたが、

本来は l基のものかも知れない。埋土には多量の焼

土を含んでいた。時期は出土土器から鎌倉時代前半

(II期）でも初期と考えられる。

土坑SKl3は調査区中央部やや南寄りの、建物9

の北に位置する。隅丸長方形を呈し、長辺約2.9m、

短辺約2.lmである。断面形は皿状を呈する。出土

土器から平安時代末 (I期）と考えられる。

土坑SK 17 (fig.21) は建物集中部分の南隅に位

置する。土坑の南西部分は第 l次調査時の土層確認

のために破壊されている。土坑は 2基が重なってい

ると考えてよいが、検出時には不定形土坑として検

出してしまったために前後関係は層位的には確認で

きなかった。しかし、出土遺物の時期をみると、東

側が新しく西側が古いことがわかる。便宜上、東側

をSKl7E, 西側を SKl7Wとする。共に断面形は

逆台形を呈し、ややSKl7Wの方が深いがほぽ両者

とも検出面から約0.35mの深さである。。 SKl7E 

五

ノ合X

.f~x 

s 
わx

向

t 
叶o

C 乏

i 
fig.19. A地区建物10平面• 断面図 (scale=加。）

如

---・  一 1-------・一

---

1.5m 

1. 暗褐色土

2. 焼土塊含む暗褐色土

3. 礫多く含む暗黄褐色土

4. 赤味暗褐色土

fig.20. A地区土坑SK5土層断面医 (scale=知）土層位置はfig.14 
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ご~1

1. 小礫含む褐色土

2. 礫含む暗褐色土

3. 黄褐色砂質土

4. 暗褐プロック含む焼土層

5. 黒褐色土

では埋土に焼土層が堆積し

ている。時期は出土土器か

ら鎌倉時代後半 (II期後半）

と考えられる。 SK17Wで

は土器類がまとまって出土

したが、焼土層は認められ

なかった。この 2基の土坑

には溝SDlZが付属するも

のと考えられるが、どちら

の土坑に伴うものかは不明

である。時期は出土土器か

ら鎌倉時代前半 (II期前半

～後半）と考えられる。

土坑SKZO (fig.22) は

建物 lの南約 6mの位置に

ある。長楕円形を呈し、長

軸約2.4m、短軸約0.9mの

規模である。底面は舟底状

で、北側ほど深くなる。最

も深いところで検出面から

約0.25mである。深い部分

に集中して土器類や礫群が

認められ、礫群の下から大

和か伊賀産と思われる瓦器

片が出土した。出土土器か

1.5m 

fig.21. A地区土坑SKl7 (W• E) 平面• 土層断面区 (scale=½。）

"
 
a
 B 

N
a
 

s -JP滋7m
b 

lm 

fig.22. A地区土坑 SK20平面• 断面図 (scale=½い
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ら平安時代末 (I期）と考えられる。

土坑SK24は建物集中部分の南寄りに

位置する。検出面からの深さは約0.15mと

非常に浅いものであるが、建物に伴う土

坑の可能性がある。隅丸長方形を呈し、

長軸約2.9m、短軸約1.9mを測る。出土土

器から平安時代末 (I期） と考えられる。

土坑SK35は建物3の北側に位置する。

平面形は台形状を呈し、長軸約1.8m、短

軸約1.5mで、検出面からの深さは約0.65

mである。鉄釘が 2本、土師器小皿が 3

枚出土しており、墓の可能性がある。時

期は出土土器から鎌倉時代前半 (II期前

半）と考えられる。

土坑SK36 (fig.23~25) はピット集中

部分の南に位置する。円形を呈し、直径

約3.3mである。検出面からの深さは約0.2

5mである。埋土上層の南側には大量の鉄

滓（約90kg) が認められ、輔の羽口片を

3個体分ほど含んでいた。土器はほとん

どないが、最下層の淡黄色粘質土内に陶

器甕片が認められた。時期はm期（室町

時代前半）と思われる。

土坑SK37 (fig.24~25) はピット集中部分の南

に近接して存在する土坑である。検出時には不定形

r
 O
 

N—~ a 

1. 焼土層

2. 淡褐色土

3. 鉄滓による層

4. 鉄滓多く含む灰褐色土

5. 鉄滓・焼士含む淡褐色土

6. 淡黄灰色土

lm 

fig.23. A地区土坑SK36平面• 断面図 (scale=¼。）
※トーンは鉄滓集中部分

な落ち込み (SX 7) としていたが、掘削を行って

いくにしたがって方形の形状を呈することが判明し

た。規模は上面で長軸約3.2m,短軸約2.6mである。

断面形は皿状を呈し、検出面からの深さは約0.6m

である。土坑底面には長さ約0.3mほどの礫が多数

認められた。埋土は中層から下層にかけで焼土・炭

を多く含む。出土遺物には用途不明の銅製品や鉄釘、

少量の鉄滓の他、土器類が多く認められた。時期は

室町時代前半 (ill期後半）と考えられる。

土坑SK48 (fig.24) は土坑SK37と切り合い関係

にあるものである。両者の前後関係は平面的には把

えられなかったが、土層の観察からはSK37が後出

することが判明した。形態は落ち込み状を呈し、全

体の形態は不明である。出土土器から鎌倉時代後葉

(II期後半）と考えられる。

土坑SK49は調査区東壁寄りの溝SD20の北に位

置する。平面は楕円形を呈し、長軸約1.2m、短軸

約0.8mである。断面形は皿状で、検出面からの深

さは約0.15mである。埋土内からは中国北宋期の銅

銭が5枚以上出土した。これらのことから墓である

可能性も想定できるが決定要素を欠く。出土土器か

ら鎌倉時代後半 (II期後半）と考えられる。

土坑SK55は土坑SK48の東に隣接するものであ

る。土層の観察によってある種の掘り込みを確認し

たためそれを SK55として扱った。この付近 (SX 

7およびSK37-S X 9に至る部分）は全体的に落

ち込み状で個々の遺構が錯綜しており、明確な判断

が行いにくい。 SK55もその 1つである。規模は不

明である。出土士器は鎌倉時代後半から室町時代前

半にかけてのものがあり、特定が困難である。

土坑SK61 (fig.29)は調査区拡張部の東端にある。

土坑東端は調査区外に出るがさほど広がるものでは

ないであろう。検出面からおよそ0.05mを確認でき

たに止まるが、土坑の上に長軸約0.3mの石と土師
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器小皿があり、埋土に焼土と少醤の木炭を含むこと

やこの付近の遺物出士状況から、墓の可能性が想定

できる。時期は出土上器が少量で断定しがたいが、

室町時代前半 (III期） と考えてよいであろう。
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土坑SK62は土坑SK37の南側に位置している。

平面は長方形を呈し、長軸約3.0m、短軸約1.6mで

ある。検出面からの深さは約0.15mである。埋土最

下層ば焼士層であった。少ない出土土器から推定す

れば、時期は鎌倉時代に収まるであろう。

土坑SK63(fig.26)は、調査区拡張部の北東部分、

溝SDIが途絶える付近に位置する。平面は方形を

呈し、長軸約3.m、短軸約2.7mである。検出面か

らの深さは約0.2mで、断面形は逆台形である。埋

土は 2層に分けられ、下層は淡黄色系の砂質土で、
廿
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基盤層（黄色粘質土） と近似したものである。この

ような土層のあり方はA地区土坑SK37・ 土坑sx

9、B地区土坑SK31などにも認められる。出土土
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器は極めて少量で時期の判定は困難である。

土坑SX 9 (fig.23 -24) は調査区拡張部の土坑

S K55の東側に位置する。平面は方形を呈し、 l辺
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約2.4mである。検出面からの深さは約0.35mであ

る。埋土の状況は土坑SK63に類似する。出土土器

から室町時代前半 (III期後半）
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落ち込みSXlは調査区中央付近、溝SD3の北

側に位置する。不定形で南北に長い形状を呈するが、

溝SDl9と接続しているので溝である可能性も大き

い。鉄鎌が出土している。出土士器からは鎌倉～室

町時代と考えられる。

落ち込みSX5は調査区中央付近の建物 lの南側

に位置する。方形を基本としたプランのようで土坑

とした方が良いかも知れない。西と北に突出する溝

状のものがある。これが本来の形態かどうかは土器

の出土量が少ないために判断できなかった。しかし、

2基から 4基の遺構が重なっていると考えるのが妥

当であろう。出土土器には平安時代末 (I期）

のが認められる。

と考えられる。

のも

この中には士師器の羽釜も認めら

fig.24. A地区士坑SK37他土層断面図 (scale=忍）

れるが、出土状態は記録していないため確実なこと

は言えない。

落ち込みSX7は調査区拡張部南寄りに位置する。

東端は井戸SEZ付近まで広がる。不定形の落ち込

みとして検出したが、東半部分では下部から数基の
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fig.25. A地区拡張部土坑群・ピット集中部分・建物13平面図 (scale=怜00)
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遺構を検出した。埋土中には比較的多くの鉄

滓（約 5kg) を含んでいた。遺物には I期

のものとm期のものがあるが、前者は土坑

S K65などに伴うものと考えられる。

井戸 (fig.27~28)

井戸は合計5基確認できた。大きくみると

建物集中部分に位置するもの (SEl・SK

3・21・22) と、調査区拡張部に位置するも

の (SE2) とに分けられる。全て素掘りの

ものである。

井戸SE 1 (fig.28)は建物集中部分の北

に近接して存在する。直径約0.8mである。

検出面からの深さは約3.3mである。埋土下

層から土器類がまとまって出土している。土

＋ 又文ニ―----,-----7-:--7+四 1m 器の時期は鎌倉時代前半 (II期前半）である。

,. ． s 

1. 暗褐色土

2. 小礫多い淡黄灰色土

。
2m 

fig.26. A地区土坑 SK63平面• 断面図 (scale=加）

------

15 

15 

ご〕 ご

10 
芝 16 

井戸SK 3 (fig.27)は建物集中部分の東

に近接して存在する。検出時には長軸約2.0

m、短軸約1.7mの楕円形を呈していたが、

黒色土

SK21 
N -1P.380m 
d 

1<i現涌水点

17 

17 

SE2 

※土層位置はfig.25 ------71--------i 

1. 炭まじり灰褐色土

2. 淡黄灰褐色土

3. 黄色土（崩落土）
4. 淡灰褐色土
5. 砂礫多い淡黄灰色土
6. 砂礫多い黄灰色土
7. 淡灰褐色土
8. 黄色礫（崩落土）
9. 礫まじり暗灰褐色土

゜

10. 淡灰～暗褐色礫まじり土（崩落土）

11. 黒色土（崩落土）
12. 黄色砂礫まじり土
13. 暗褐色土
14. 黒色土
15. 淡黄褐色土

16. 褐色砂
17. 明黄赤色粘土（岩盤）

2m 

fig.27. A地区井戸SE2• S K21断面図 (scale=加）
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断ち割りを行ったところ径約0.8mのものが崩れて

大きくなっていることが判明した。検出面から約3.

2mまで確認したが、それ以下は危険なために調査

を中止した。出土土器は鎌倉時代後半以降室町時代

(II期後半~III期後半）までのものが認められる。

なお、この井戸から出土した陶器甕 (fig.57-22)

は、土坑SK4、落ち込みSX3、土坑SK26から

出土したものと、別の陶器甕 (fig.57-12) は土坑

S K27、井戸SK21から出土したものと、それぞれ

接合している。

井戸SK21 (fig.27)は建物 lの東に近接してい

る。検出時には長軸約1.8mの不整卵形を呈してい

形を呈しており、ややオーバーハングして下方へ伸

びている。検出面から約3.0mまで確認したが、当

初のプランは不明であった。出土土器は少量で、鎌

倉時代前半 (II期前半）のものが認められる。

井戸SE2 (fig.27)は調査区拡張部の中央付近

に位置する。土坑SK37付近の土坑群と同様の落ち

込み遺構の中に含まれている。検出時には径約2.6

mの円形を呈しており、そこから約0.3m下で若干

オーバーハングしている。検出面から約2.9mで地

山（岩盤）に達し、その部分は南から西にかけてが

テラス状となっている。そして北寄りの径約1.3m

の部分が岩盤を突き破って掘削されている。埋土は、

たが、断ち割りの結果、

径約0.8mのものが崩

れたことが判明した。

検出面から約3.3mの

深さまで確認したが、

それ以下は不明である。 i 
しかし、検出面から約

2.8mで現在の湧水点

に達するため、さほど

深くないところで底に

達するものと考えられ

る。土器は鎌倉時代前

半から南北朝時代のも

の (II期前半～皿期前

半）がある。出土土器

に別の遺構と接合関係

にあるものが存在する

ことは建物 l. 井戸S

K3の項で触れたとお

りである。

井戸SK22 (fig.28) 

は建物集中部分の北に

隣接し、井戸SElの

東にある。遺構掘削時

には土坑と考えており、

断ち割りの際に井戸で

あることが判明した。

検出時には長軸約2.3

m、短軸約l.mの楕円
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崩落土（下層） ・崩落土と堆積土の互層（中層） ． 

堆積土（上層）に大きく分けられる。下層には長軸

0.3m以上の大礫が多数認められたが石組はない。

出土土器は南北朝時代から室町時代にかけてのもの

(III期）が認められ、室町時代のものが主体のよう

である。その他の遺物には輔の羽口や鉄滓などが認

められる。

溝 (fig.9) 

中世に掘削されたと考えられる溝は約22条認めら

れる。それらは正確上、区画溝と考えられるもの

(S D 1・2・3・15・16・19)、建物ないしはそ

れに付随するものと関連すると考えられるもの (S

D 6・11・12・23)、溝とするよりは落ち込みに近

いもの (SD4)などがある。これらのうち、主な

ものについて記述する。

区画溝SD 1・2・3・15・16・19は調査区中央

やや北寄りを東西方向に走る溝である。これらの溝

の埋土は赤褐色系土を基本としている。溝の断面形

は逆台形を呈する。 SD2は近世以降の溝SD8と

交差する付近から西側にかけて深くなっている。同

様のことがSD3についても認められ、これは東側

の拡張部に至る手前から東にかけて深くなっている。

これらは再度掘削されたことを示しているのかも知

れない。また、 SD2は西端でやや南に曲がってお

り、それに平行するかたちでSD1 6が認められる

とともに、途切れたところからおよそ 2mでSDl5 

が始まっている。これは、この部分がある種の通路

ないしは入口に相当すると考えられる。出土土器か

ら時期を考えると、 SDlは鎌倉時代前半～室町時

代前半 (II 期~m期後半）、 SD2 は平安時代末～
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fig.29. A地区土坑SK61付近乎面および遺物出土地点位置図 (scale=知、遺物は加）
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鎌倉時代前半 (I 期~II 期前半）、 SD3 は鎌倉時

代後半～室町時代 (II期後半～皿期後半）、 SDl5 

は鎌倉時代、 SDl6・19は不明である。

溝SD27は拡張部の東端に認められるものである。

東側の肩は調査区外にあるようである。前述の区画

溝と直行するかたちになるために、区画溝の可能性

を想定し得るが、 SD27の東は丘陵部と谷状地（湿っ

ぽいところ）があるので、ことさら区画を行う必要

がないとも考えられる。溝底には部分的に礫群が認

められた。時期は出土土器から鎌倉時代～室町時代

前半と考えられる。

溝SD11・23は調査区南側の、建物 9と重なって

確認されたものである。溝SD23は方形に巡るもの

で、長いところで約6m、短いところで約5.5mで

ある。南西隅からは、西辺に相当する溝と平行する

溝が南方向に 2条伸びている。北東隅は繋がってお

らず、その間を溝SDllが斜めに伸びて、南東隅で

交差している。溝SDllからはほぽ完形に復元でき

る常滑産の三筋壷がちらばって出土した。時期的に

は両者とも近接しており、ともに平安時代末 (I期）

と考えられる。

溝SDl2は建物の項で触れた。

落ち込み状を呈する溝SD4は調査区中央から南

にかけて認められるものである。検出時には溝と考

えたが、南側ほど浅く不明瞭となり、落ち込みと考

えた方が妥当であろう。出土土器は細片ではあるが

比較的多く、鎌倉時代前半以降 (II期～）のものが

認められる。

その他のもの (fig.29)

特に取り上げるものとして、拡張部南端の部分に

ついてのことがある。この部分には明確な遺構は認

められなかったが、陶器の平茶碗2点と卸皿 l点、

さらに土師器小皿の完形品が3点認められた (fig.

29)。この地点は南から派生する小尾根の先端部分

に相当し、立地条件からは墓域の可能性が想定でき

る。時期的には室町時代前半（皿期後半）と考えら
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fig.30. A地区近世以降の遺構および等高線図 (scale=怜00)
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れる。

近世以降の遺構 (fig.30)

近世以降のものには土坑3基と溝数条がある。土

坑SKlは調査区中央付近にあり、土師器鍋の良好

なものが認められた。溝は 3条単位でまとまるもの

と調査区中央部を南北に走るものとがある。溝SD

9・10・11は耕作に伴うものと思われる。溝SD7・

8は小字の境目あたりに認められるもので、そうい

う意味では区画溝に相当するものであろう。これら

は時期的には江戸時代から昭和初期までのものと考

えられる。

A地区のまとめ

A地区では平安時代から室町時代前半に至る時期

の遺構が認められた。これらは大別すると居住域と

生産域、さらに可能性として墓域とがある。

居住地は建物集中部分に想定でき、おおよそ 5棟

ほどの重なりが認められる。これらは棟方向がほぼ

揃っており、時期的にも接近したものであるために

同一集団（家族？）によって建て替えが行われた

「屋敷地」とみられる。 「屋敷地」として存在して

いたのは、 I期から1II期まで（平安時代末～室町時

代）で、それ以降は廃絶しているようである。この

「屋敷地」の北は区画溝が存在しており、建物11付

近は別の居住域と考えるのが妥当であろう。

区画溝南側の遺構群には「居住地」を示すものと

「エ房」を示すものとがあり、両者は同一の集団に

よるものと考えられる。このことは違った遺構から

出土した土器が接合していることや、建物 lに輔の

遺構番号 小地区 性 格 時 期

SKl f 18 土坑 江戸時代～

SK2 e 20 土坑 II期前半

SK3 j 19 井戸 II期前-III期

SK4 i 17 土坑 皿期

SK5 i 17 土坑 II期後半

SK6 j 18 土坑 II期後半

SK7 j 17 土坑 II期前半

SK8 j 16 小土坑 I1期前半

SK9 i 17 土坑 I 期

S KlO i 17 土坑 I 期

SKll i 15 土坑 II期後半

S Kl2 i 15 土坑 II 期

S Kl3 d 15 土坑 II期前半

S Kl4 j 15 小土坑 I1 期

S Kl5 i 18 小土坑 II 期

羽口片が認められることからも窺われるであろう。

「エ房」に関するものには、直接にそれを示す炉

などの遺構は見つからなかった。しかし、土坑SK

36に認められた大量の鉄滓と、井戸SE2や建物 l

（ピット）から出土した鉄滓や輛の羽口は、この遺

構が造られた時期に確実にこの生産が行われていた

ことを示すものである。出土した鉄滓からは鉄器の

鍛造に関わるものと考えるのが妥当かと思われる。

工房の存在時期は11I期（南北朝時代～室町時代）は

確実であり、それ以前にも存在していた可能性も想

定される。

溝は平安時代末～室町時代のものが認められる。

溝埋土に含まれる平安時代末の土器は山茶椀が多く、

土師器甕などはほとんど含まない。なお、溝SD2

から出士した平安時代末以前の甕の存在は、当地の

区画がその時期まで遡る可能性を含んでいる。しか

し、掘削時がその時期まで遡る可能性は調査による

結果からは確認することができなかった。

墓域はその可能性が想定できるのみであるが、後

述するB地区の状況からは可能性が大きいと思われ

る。士坑SK61の存在もそれを裏付けるものではな

いだろうか。

近世以降は遺構こそ存在するものの、土器の型式

が中世と連続しないことや遺構がまばらでまとまら

ないことから中世と連続性をもつものと考えること

はできない。したがってA地区の遺構群は中世後期

（室町時代前半）に至って廃絶したものとすること

ができよう。

そ の 他

＊ 

＊ 

SK 4. 21. 27.26. S X 3. SD 13と接合関係。鉄滓少量。 ＊ 

方形 ＊ 

方形建物4に伴う？ 焼土層あり鉄滓少量青磁6点 ＊ 

建物6に伴う？ 青磁2点 ＊ 

建物6に伴う？ 青磁6点 ＊ 

＊ 

焼土含む。 ＊ 

焼土含む。 ＊ 

皿類多い。
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遺構番号 小地区 性 格 時 期 そ の 他

S Kl6 j 18 落ち込み II期？ 鉄滓少量。

S Kl7 k 15 土坑 II期前半 2基が重なる。建物に伴う土坑 ＊ 

S Kl8 ml9 土坑 II期以降

S Kl9 120 土坑 II期前半

S K20 f 13 土坑 I 期 中世墓？瓦器含む。 ＊ 

S K21 g 17 井戸 II期後～皿期 SK3.27と接合関係。 ＊ 

S K22 k 19 井戸 II期前半

S K23 ml6 落ち込み I 期 鉄滓少量。

SK24 j 16 土坑 I 期 建物に伴う土坑？ ＊ 

S K25 j 17 落ち込み II 期

S K26 i 16 小土坑 II期後半 S K 3 . S X 3 . S D 13と接合関係。

S K27 g 15 土坑 II期後～皿期 SK3.SK21と接合関係。 ＊ 

S K28 114 小土坑 I 期

S K29 n 16 土坑 不明

SK30 n 16 落ち込み II 期

S K31 k 12 土坑 近世～近代

S K32 112 土坑 近世～近代

S K33 j 10 土坑 II 期 中世墓？

S K34 i 15 小土坑 II期後半

S K35 p 15 土坑 II期前半？ 中世墓？ 釘2点 ＊ 

S K36 d 22 土坑 皿期 鉄海多量に含む。続羽口少量釘l点。 ＊ 

S K37 d23 土坑 皿期後半 鉄滓含む。 SDlと接合関係。 ＊ 

S K38 b 15 土坑 II 期 鉄滓少量。青磁2点 ＊ 

S K39 b 15 落ち込み II期後半

S K40 p20 土坑 I 期

S K41 p21 土坑 I 期

S K42 m20 土坑？ I -II期前半

S K43 d21 土坑 皿期？ 鉄滓少量

S K44 e 21 土坑 m期？ SD 1・S K58と接合関係。

S K45 d22 落ち込み I -II期 鉄滓少量

S K46 a: 15 落ち込み II期前半

S K47 a 15 落ち込み II 期 青磁l点

S K48 e 23 土坑 II期後半 釘2点 ＊ 

S K49 k26 土坑 II期後半 北宋銭5枚以上。中世墓？ ＊ 

S K50 b 16 落ち込み II期後半

S K51 C 22 土坑 I11期前半 鉄滓少量。

S K52 欠番

S K53 g22 土坑 II期後半

S K54 b24 土坑 II期後～

S K55 d24 土坑 II期後～皿期 2時期重複？鉄滓少量。青磁6点白磁2点。 ＊ 

S K56 a24-b24 落ち込み II 期 S XlOと同一。 青磁l点。

S K57 e 25 落ち込み II期以降

S K58 e 25 土坑 II期以降 SD l・S K44と接合関係。

S K59 a 21 土坑 皿期後半

S K60 e 27-d27 落ち込み II期後半？

S K61 aZZ 中世墓？ 皿期？ 焼土炭層あり ＊ 

S K62 C 23 土坑 皿期前半 焼土層あり。鉄滓少量。 ＊ 

S K63 C 27 土坑 m期前半 ＊ 

S K64 d24 小土坑 II 期

S K65 C 22 土坑 I 期

S K66 d27 土坑 不明

S X 1 I 22 落ち込み II-皿期 鉄滓少量。

SX2 k22 溝 II期～ S Dl9に接続する。

SX3 I 22 落ち込み II 期 S K 3 . 26. S D 13と接合関係。

SX4 m22 落ち込み 近世以降

tab. 2 楠ノ木遺跡A地区遺構一覧表 ＊は文中にて記述している遺構
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遺構番号 小地区 性 格 時 期 そ の 他

SX5 f 15 不定形土坑 I -II期前 2-3基の重複？ ＊ 

SX6 欠番

SX7 C 21 落ち込み II-皿期 鉄滓少量。 ＊ 

SX8 k24 土坑 II1期前半 縄文土器混入。

SX9 d25 土坑 皿期後半 鉄滓少量。

S XlO b23 落ち込み I1 期 S K56と同一。鉄滓少量。

S Xll ア23 落ち込み 皿期前半

SE 1 k 18 井戸 II期前半 ＊ 

SE2 C 24 井戸 皿期後半 鉄滓多い。良好な輛羽口あり ＊ 

SDl h23- 区画溝 II期-Ill期後 i 22. f 25に鉄滓少量。 ＊ 

SD2 i 23- 区画溝 II 期 ＊ 

SD3 j 23- 区画溝 I1期後半～ i 23. k 23. h 24に鉄滓少量。 ＊ 

SD4 dl9- 溝 II 期 落ち込み状。 鉄滓少量。 ＊ 

SD5 e 18- 溝 II期？

SD6 dl6- 溝 I期？ 縄文土器混入。

SD7 hl8- 溝 近世～近代

SD8 121- 溝 近世～近代 耕作に伴うもの？

SD9 i 14- 溝 近世 耕作に伴うもの？

S DlO i 14- 溝 近世 耕作に伴うもの？

S D11 dl5- 溝 I 期 三筋壷出土。

S Dl2 I 14- 溝 II期前半 土坑SKl7に伴うもの？ ＊ 

S D13 pl5- 溝 II期以降 S K 3・4・26. S X 3と接合関係。

S D14 014- 溝 近・現代 II期の土器混入。

S Dl5 ql6- 区画溝 I -II期 ＊ 

S D16 ql6- 区画溝 不明 ＊ 

S D17 b 19-C 20 溝 近・現代？

S Dl8 f 25-g25 溝 I 期

S Dl9 j 24- 区画溝 m期以降 ＊ 

S DZO j 26- 溝 皿期？

S D21 ml2-o 15 落ち込み 不明

S D22 n 12-n 13 落ち込み II 期

S D23 d 15-e 14 溝 I 期 方形に巡る。

S D24 c29- 溝 III期後半 SD 1のつづきか？

S D25 a 21-b21 小溝 II期？

S D26 ア25-a 25 溝 不明 落ち込み状。

S D27 b29~ 溝 II期-III期前 区画溝か？ ＊ 

S D28 i 24- 区画溝 不明

tab. 3 楠ノ木遺跡A地区遺構一覧表 ＊は文中にて記述している遺構

遺構名 棟方向 主軸方向
規 模 根石の

時期 備 考
桁行 (m)X梁間 (m) 有無

建物 l 東西棟 N l O E 5間 (10.0m)X 4間 (6.3m) 有
II期後 付属施設 (2間X2-3間）が伴

半～皿期 う。土坑SK27が伴う。

建物2 東西棟 N 3°E 5間 (10.3m)X 3間 (6.3m) 無 I 期 土坑SK28は関連遺構か？

建物3 東西棟 N 6°E 3間 (5.7m)X 2間 (4.2m) 無 I期？

建物4 東西棟 N 2°E 8間 (12.7m)X 5間 (9.0m) 有 皿期？ 土坑SK5が伴う。廂あり

建物5 東西棟 N 5°E 4-5間 (9.7m)X 4間 (7.9m) 有 I 期 土坑SK24が伴う。

建物6 東西棟 N l O E 5-6間 (10.0m)X 4間 (7.9m) 有 II期後半 土坑SK6・7が伴う。

建物7 南北棟 N 2°E 4間 (4.Sm)X 2間 (3.6m) 無 II 期

建物8 不明 N 7°E 2間 (3.6m)X 2間 (3.6m) 無 II 期

建物9 南北棟 N 2°E 3間 (6.4m)X 3間 (5.5m) 有 II 期 土坑SK38は関連遺構か？

建物10 東西棟 N 3°E 6間 (12.Sm)X 3間 (5.5m) 無 II 期

建物11 不明 N 2°E 3間 (6.4m)X 2間 (4.3m)を確認 無 1 期 土坑SK40が伴う。

建物12 東西棟 N 5°E 3間 (5.5m)X 2間 (4.5m) 無 不明

建物13 南北棟 N 7°W 3間 (6.4m)X 2間 (3.6m) 有 II期後半 工房？根石は小礫の集まりである。

tab. 4 A地区掘立柱建物一覧表表
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2. B地区の層位と遺構

層位 (fig.32)

B地区は北方へ派生する尾根が終結する先端の北

側とその尾根の西斜面に相当する地点にあり、標高

約40~42mである。層位的にはA地区の状況と類似

する。表土は暗灰褐色系の砂質土で約0.2~0.3m 堆

積しており、その下の暗黄灰色系砂質士層が中世の

遺構基盤層に相当する。井戸SK30の断ち割りの際

に確認した層位では、表土下約0.6mと約1.2mの部

分に 2層の黒褐色系の粘土層がある。この層は調査

区南西方向に位置する尾根に近づくほど薄くなるこ

とから、調査区北方の平坦地側でレンズ状に堆積し

ていることが分かる。井戸SK30付近では、表土下

約2.6mで地山（マンガンを含んだ黄色粘土層）に

達する (fig.42)。

層位で注目されるのは調査区北壁の土層 (fig.32)

に認められる、黒褐色系粘質土が不連続なことであ

る。この土層では西側の層が上方へ撥ね上げられた

ような状況を呈している。これはあるいは地震の際

の断層とも考えられるが、地質学的な検討を行うだ

けの力最はないので断定することは避けたい。

遺構 (fig.31ほか）

検出した遺構は中世の以降が大部分で、 1基のみ

奈良時代のものがあった。また、それらの遺構に縄

文土器・弥生土器が少量混入しており、地山までの

層のどれかが、あるいは縄文・弥生時代の遺物包含

層に相当するのかも知れないが、それを特定するこ

とはできなかった。

中世の遺構には掘立柱建物・土城墓•土坑•井戸・

溝などがある。記述の便宜上地形的状況から溝SD

2・3以南を「南側斜面」、以北を「北側平坦部」

とする。

掘立柱建物、その他ピット

掘立柱建物は 5棟確認できたが、検出したピット

の数から、さらに数棟存在しているものと考えられ

る。これらは、北側平坦部に存在しており、南側斜

面には、確認できなかった。斜面上には、たとえ存

在していたとしても 1~2 棟で、平坦地に比べれば

少ないと考えられる。

建物 l(fig.33)は北側平坦部の北西に存在する 3

-37-

間X2間のもので、南北棟と考えられる。柱間は全

体に不統一であるが、桁行はおよそ16尺（約4.7m)、

梁間はおよそ10尺（約 3m)である。ピットは直径

0.3m内外のものである。時期はピットから出土し

た土器から、室町時代後半 (IV期）と考えられる。

なお、全調査区のなかで当該時期に比定できる確実

な建物はこれのみである。

建物2(fig.34)は北側平坦部のほぽ中央、溝SD

4の南側に存在する。北から 2列目までの柱間は明

瞭に確認できた。しかしそれ以南は釈然とせず、東

側に 2か所ビットを確認できたに止まる。出土土器

からは溝SD4より新しいが、溝SD4の埋土上に

ピットは認められなかった。このことから、中央の

調査ができなかった部分に広がりを持つことも考え

られるが、一応4間X2間の建物と考えておきたい。

東西棟と考えると柱間は桁行がおよそ22尺（約6.6

m)梁間がおよそ11尺（約3.3m) である。ビット

の中には部分的に石が認められ、根石をもつもので

あることが窺われる。時期的には鎌倉時代末～南北

朝時代（皿期前半）頃と考えられる。なお、この建

物と切り合い関係にある中世墓SK25とは、出土土

器を比較すると建物 2の方が後出するものであると

考えられる。

建物3(fig.35)は北側平坦部の南側、斜面寄りに

位置する 3間X2間のものである。東西棟と考える

と桁行15尺（約4.5m)、梁間14尺（約4.2m) とな

る。出土土器は極めて細片であるため、所属時期は

不明であるが、建物4と規模が類似し、切り合い関

係にあるため、それと前後する時期の築造が想定さ

れる。

建物4(fig.35)は北側平坦部の南側、建物 3と重

なって検出された。東西棟と考えると桁行17尺（約

5.lm)、梁間13尺（約3.9m)である。梁間の柱間

は食い違っているようであるが、本来そのようなも

のであったのかどうか分からない。南西隅に相当す

るピット (i36pitl)から土師器小皿4枚と陶器椀片

がまとまって出土した (fig.60-1-5)。時期は出土

土器から鎌倉時代末～南北朝時代頃(II期後半ある

いは皿期前半）と考えられる。

建物 5は北側平坦部の北寄りで確認した。 1間X

2間分を確認したが、建物の大部分は中央の未調査
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区域に及ぶものと考えられる。出土遺物がないので

所属時期は不明である。

なお建物としてまとまらないその他のピット出土

の土器からは、平安時代末 (I期）から室町時代後

半 (N期）にかけての建物の存在が想定される。

中世墓

p 
山四1—s 

J_ 
N 

l
 

fig.33. B地区建物 1 平面• 断面図 (scale=1/ioo) 

※断面では、建物に関係のない遺構を省略している。
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fig.34. B地区建物 2 付近乎面• 断面図 (scale=怜。）

明らかに中世墓と考えられるものと、その可能性

が考えられるものをその他の土坑とは区別して記述

しておく。明らかに中世墓と考えられるのはSX3、

S K 4・23・25・33・43・44であり、その可能性の

あるものはSK 2・3・26・35・45である。

中世墓SX 3 (fig.36)は調査区南婚の斜面上に存

在する。墓城は長さ約1.8m、幅約1.3mの南北に長

い不整楕円形を呈する。検出面からの深さは約0.3

mである。木棺直葬で、棺痕跡は縦1.21m、幅0.42

mのものである。小片ではあるが木棺の木質が一部

残っている部分もあった。木片にはほぞ穴が残って

いるものもある。少量ではあるが鉄釘が出土してい

ることから、釘の使用が想定される。棺内からは土

師器小皿(fig.61-18)が小刀の直上から出土したが、

不手際があり、実測図作成前に取り上げてしまった。

棺の東寄りにある小刀は、出土状況から棺外副葬品

の可能性も想定できるが、木棺底面に近いことから

棺内にあったものが木棺腐朽とともに外へ出たもの

と考えておきたい。墓城内の棺両木口側と棺の上部

には礫が認められ、特に両木口のものは棺を押さえ

るために密に詰められている。出土土器は土師器小

皿と若干の土師器細片のみであるため時期は特定し

がたいが、室町時代後半以降（皿期後半~w期）と

思われる。

中世墓SK 4 (fig.37) は南側斜面部中央に位置

している。墓壊は長軸が約1.6m、短軸が約0.9mで、

南北に長い隅丸長方形を呈している。検出面からの

深さは約0.2mである。墓城内南側には土師器小皿

が5点と鉄釘が1点出土し、北側には自然石が1個

あった。時期は出土土器から室町時代後半 (ill期後

半~N期）と考えられる。

中世墓SK23は調査区北平坦部の東寄りに存在す

る。付近には中世墓SK33・43・44がある。墓城は

長軸約1.7m、短軸約I.Omで南北に長い形状を呈す

る。検出面からの深さは約0.5mを測る。墓城内北

寄りから土師器小皿が3枚出士した。時期は出土土

器から鎌倉時代後半 (II期）と考えられる。

中世墓SK25 (fig.38)は調査区北平坦部のほぽ中

央に位置し、建物2の敷地と重なっている。長軸約

1.3m、短軸約0.9mの南北に長い楕円形を呈してお

り、検出面からの深さは約0.35mである。埋土上層
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には陶器椀と不明鉄製品のほ

か、常滑産の大甕が破片となっ

てかたまっていた。この大甕

はfig.38およびPL.24にみえ

るように、底部片が口縁部片

よりも上にあり、体部片の一

部は墓墟北側に立てられた状

態にある。そして接合したも

のは大甕を縦に半載した半分

のみであった。これらのこと

から SK25は大甕を用いた甕

棺墓ではなく、土器片を埋葬

時に集積させた墓であると考

える。埋土中層から下層には

完形の土師器小皿が4枚出土

した。出土遺物から鎌倉時代

後葉 (II期後半）と考えられ

る。

中世墓SK33 (fig.38)は調

査区北平坦面の西寄りに位置

する。付近には中世墓SK岱・

43・44がある。墓城は長軸が

約2.6m、短軸が約1.3mの、

南北に長い隅丸長方形を呈す

る。検出面からの

深さは約0.15mで

ある。木棺直葬と

考えられるが、木

棺痕跡は検出でき

なかった。墓壊内

西端で鉄製の小刀

が出土した。時期

を決定出来る要素

に乏く、切り合い

関係から SK43・ 

44より新しいとい

えるのみである。

中世墓 SK43 

(fig.38)はSK33 

の東隣に位置する。

長軸約1.9m、短

｀ .---

s ゃ ◎ ◎ キCり i 
>『つ

◎ ~ 珀□
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fig.35. B 地区建物 3• 4 他平面• 断面図 (scale=怜00)
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fig.36. B地区中世墓SX3 平面• 立面図 (scale=知）
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軸約1.5mの南北に長い不整楕円形を呈する。検出

面からの深さは約0.6mである。墓城内北寄りに渥

美産（？）の陶器壷、土師器鍋、皿 (2個）、小皿

(2個）を副葬品として置いている。鍋は底の一部が

墓城内から出土せず、底を打ち欠いて副葬している

可能性が大きい。またこの鍋は煤が厚く付着してい

た。自然石が墓城底からやや浮いた状態でほぽ同一

レベルに認められるが、規則性はない。時期は出土

.--- y
 N ー..-

賛4

土器から南北朝時代頃 (II期後半～皿期前半）と考

えられる。

中世墓SK44 (fig.38)はSK43の北側に位置する。

長軸約1.6m、短軸約1.2mの南北に長い楕円形を呈

する。検出面からの深さは約0.6mである。墓城内

北側で土師器小皿が3点出土した。出土土器から鎌

倉時代後半 (II期後半）と考えられる。

以上が出土遺物の状態や遺構の形態などから中世

墓と判断したものである。以下は個々

の項で述べるように、中世墓の可能

性が考えられるものである。

土坑SK2 (fig.37)は南側斜面や

や西寄りに位置する。規模は長軸約

1.6m、短軸約1.3mのずんぐりした

楕円形を呈している。検出面からの

SK4 

＼ 
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-笠ク
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-J 
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＿
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fig.37. B地区中世墓SK4 、土坑SK2 平面• 断面図 (scale=½。）

深さは約0.6mである。埋土上部に

は多くの土器片を含んでいたが、遺

構に伴うものかどうかは不明である。

底から約0.15mほど浮いた状態で河

原石と土師器皿が出土したので中世

墓の可能性を考えた。時期は埋土上

部にて認められた土器から南北朝時

代頃（皿期前半）と考えられる。

土坑SK3は南側斜面、 SK2と

SK4の間にある。長軸約1.2m、

短軸約0.8mの東西に長い楕円形を

呈している。検出面からの深さは約

0.25mである。埋土は赤褐色砂質土

で、鉄製の小刀と思われる破片が出

土したために中世墓の可能性を考え

た。時期は不明である。

土坑SK26は調査区北平坦面のほ

ぽ中央に位置している。中世墓SK

2 5の東隣で、それと並列して構築

されているので、中世墓と考えてよ

いであろう。長軸約0.7m、短軸約

0.8mの南北に長い楕円形を呈して

いる。土坑内には自然石が2個存在

していた。出土土器から鎌倉時代後

半頃 (II期後半）と考えられる。

土坑SK35・45は調査区北平坦部
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fig.39. B地区落ち込み SKl 土器・礫群出土状況平面図 (scale=½い

の中央東に位置する。付近には中世

墓SK33・43・44などがある。これらの埋土上部か

らば焼土が認められた。出土遺物は皆無に近いので

時期は不明である。

その他の土坑•落ち込み

中世墓以外の土坑である。このなかには、比較的

明瞭な掘り方のもの (SK5・SK l 6・SK 18・ 

S K31 S K39)などのほか、浅い落ち込み状を呈す

るもの (SKl・SK17・SX5) もある。これら

のうち、主なものについて記述していく。

土坑SK5は南側斜面の東端に位置する。遺構は

検出時には浅い落ち込み状を呈していたが、最終的

には長軸約2.7m、短軸約1.9mの不整長方形状を呈

するものとなった。遺物は落ち込み状の部分から土

坑状の部分にかけて土器類や砥石などがかなり多く

出土している。また、土坑内には多くの自然石が含

まれていた。土器はその型式からはほとんど単一時

期に投棄されたものと考えられる。時期は出土土器

から室町時代後半（皿期後半）と考えられる。なお、

土坑内には弥生土器が混入していた。

土坑SKl6は北平坦部の西寄りにあり、建物 lの

南に位置する。土坑SK7・SK11がこの土坑の南

西部分を切り込んでいるが、 3者の時期は極めて近

接しているようである。長軸約3.4m、短軸約2.7m

のやや胴張りの方形を呈する。断面形は摺鉢状であ

る。時期は、出土土器から室町時代後半 (N期）と

考えられる。

土坑SKl8は北平坦部の西寄りにあり、建物 lの

南側と重なっている。長軸約3.8m、短軸約2.2mの

隅丸長方形状を呈している。掘立柱建物に伴う土坑

かと思われたが、周囲にそれらしいピットは

w 

1. 砂・礫多い暗褐色土 o 
t 

2. 淡黄褐色粒含む暗褐色土

3. 淡黄褐色プロック含む暗褐色土

4. 明黄褐色土

認められなかった。出土士器は主に北寄りに

E 
. TP398m 

認められ、時期的には平安時代末 (I期）と

考えられる。

土坑SK31 (fig.40)は北側平坦部北寄りに
2m 

※土層の位置はfig.31 

位置する。この土坑は長軸約4.0m、短軸約

2.7mの繭形を呈している。掘形は垂直に近

く、土坑の壁に沿って薄く淡黄灰色の粘質土

fig.40. B地区土坑SK31土層断面図 (scale=加）
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が貼り付くように認められた。出土遺物には、釘な

どの鉄製品類が比較的多く認められた。時期は、室

町時代前半（皿期後半）と考えられる。

土坑SK32 (fig.41)は北側平坦部の西寄りに位

置している。南側は溝SD4に切られている。形状

は南北に長く、溝状を呈しているが、溝SD4の南

にはそれに対応するものがないため、土坑と考えた。

埋土は赤褐色系土であり、焼土も含んでいた。検出

面からの深さは約O.lmである。南寄りで土師器売

や甑がかたまって出土したが、これらは破損後に火

を受けているものであった。時期は奈良時代頃と考

えられる。なお、全地区を通じて奈良時代の遺構は

この土坑のみであった。

土坑SK39は北側平坦部の西寄りに位置し、溝S

D5と重なっている。土層の観察からはSK39の方

が後出する。土器はSD5のものが混入しているの

で、時期については確実なことは言えない。

落ち込みSK1 (fig.39) は南側斜面の東寄りに

位置し、北にはSK5がある。この遺構は長軸約3.

2m、短軸約2.2mの不定形のものである。北寄りの

ところから礫群とともに土師器・陶器類が多く出土

した。完形に近いものも含まれており、良好な一括

資料となるものである。時期は、平安時代末 (I期）

と考えられる。

落ち込みSKl7は調査区北平坦の東寄りに位置し

ている。その北には中世墓SK23・3 3・43・44が

ある。平面形は不整長方形を呈し、検出面から約0.2

mの深さが残存している。室町時代前半（皿期後半）

の土器類が出土している。

落ち込みSX5は調査区北平坦面の東寄りに位置

し、落ち込みSKl7の西隣に当たる。遺構はやや歪

んだ方形を呈し、南側は 2段に落ち込むものである。

したがって人為的な土坑である可能性も十分に想定

し得るが、あまり明確な堀り込みでないために落ち

込みと考えた。室町時代後半 (N期）の土器が出土

しているが細片のため実測は不能である。

落ち込みSD8は調査区北平坦面の北端に位置し

ている。南は溝SD7によって切られている。検出

面からの深さは約O.lmと極めて浅く、当初は溝と

したが落ち込みとした。土師器の羽釜が出土してお

り、時期は室町時代後半 (N期）と考えられる。

井戸

井戸は 2基確認された。いずれも調査区北平坦面

の中央付近にあり、近接して築かれている。

井戸SElは建物3の北西方向に位置している。

遺構検出時には東西約1.7m、南北約0.8mの楕円形

を呈していたが、東側はおよそ0.35mでテラス状に

なり、井戸そのものは径約0.6m、検出面からの深

さ約2.95mを測り、素掘りのものと考えられた。出

土遺物は極めて少量で時期の判断は難しいが、陶器

椀（山茶椀）、土師器皿などがあり、鎌倉時代後半

以降と考えられる。

井戸SK30 (fig.42)は井戸SElの北に位置す

l
 

lm 

fig.41. B地区土坑SK32土器出土状況平面図 (scale=½。）

A 暗灰褐色土

~ ' 

一NI TP.40.Dm 
B 暗黄灰色土・礫含む

C 黒褐色粘質士

▲ 

ヽ
D l鍋(fig.63-3)I ゚礫まじり暗黄灰色土

出土地点

E 黒色粘質土

明黄色粘土

6黄色粘土・マソガン含む（岩盤）

※土層の位置はfig.31

21)1 

fig.42. B地区井戸SK30断面図 (scale=加）
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る。井戸SElと同様、検出時には南北約2.4m、

東西約1.4mの楕円形を呈しており、北側は検出面

から約0.2mでテラス状となる。井戸そのものの径

は約0.8mで、検出面からの深さは約3.2mを測る。

素掘りのものと考えられる。出土遺物は少量ではあ

るが良好なものが認められた。埋土上部にはほぽ完

形の土師器鍋が、井戸底付近からは鍋の口縁部が出

土している。時期は室町時代後半 (N期）と考えら

れる。

溝

溝には、区画溝と考えられるもの (SD2・3・

4・5) とその他のもの (SD6など）がある。

溝SD2・3は調査区中央部の北平坦面と南斜面

との境目にある。両者は中央付近で重なっているが、

ともに赤褐色系の粘質土であるため土層の観察によっ

ても両者の前後関係を識別することができなっかっ

たため、同一に記述していくこととしたい。調査区

内では東西方向の部分が主に検出されたが、西隅で

はそれに直行するかたちで南北方向の落ち込みを検

出しており、方形に巡らされていたものと考えられ

る。西側は不明瞭であるが、その場所には丘陵尾根

があるので、この部分で途切れているものと考えら

れる。出土遺物は平安時代末頃 (I期）のものと室

町時代後半 (N期）のものに大きく分けられ、 2時

期に掘削された可能性が想定される。

溝SD4は調査区北平坦面の中央北寄りを東西に

走るものである。埋土は赤褐色系の粘質土である。

溝の幅は約l.lmで逆台形を呈する。中央付近では

北側に 1段テラスが認められた。出土土器から鎌倉

時代 (II期）に存在していたものと考えられる。

溝SD5は調査区北平坦面の北寄りに存在し、南

北方向に走るものである。南寄りでは幅約0.5m、

検出面からの深さ約0.15mであるが、北側では幅約
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0.8m、深さ約0.25mとなる。北端で埋土最下部に

焼土や木炭が認められた。出土土器は I期から 1I期

（平安時代末～鎌倉時代）のものが認められる。

溝状を呈する遺構として、北平坦部の北寄り、溝

SD5より東側にある SD6・7付近のものや、調

査区南斜面東寄りのSDIなどがある。これらは出

土遺物がほとんどないので時期的には不明である。

近年の植林に伴うものとも考えられる。

B地区のまとめ

B地区の中世関係では平安時代末から室町時代後

半に至る時期 (I 期~N期）の遺構を検出した。遺

構の傾向をみると、平安時代末から鎌倉時代には溝

(SD 2・3とSD4) に囲まれた一画が形成され、

それは室町時代後半に至って再度区画されているよ

うである。検出した建物や井戸など、人間の生活が

想定でき得る遺構はこのあいだに主に認められると

考えてよいであろう。ただし、出土土器や遺構をみ

ると II期前半に相当するものが極めて少ない状況に

ある。

注目するべきことは、生活に関する遺構という点

ではA地区のものと比べて規模の点で格段に劣って

いることである。建物跡は合計5棟確認できるもの

の、 A地区のように棟方向を揃えているわけではな

く、雑然としており、規模も小さい。このことはII

期後半からW期あたりまで継続して墓域として利用

されていることと係わっているのかも知れない。

墓域は調査区の南東寄りにある丘陵尾根の裾付近

に形成されたものとみてよいであろう。 B地区の居

住域は規模が小さいことから、この墓地の形成には

B地区に居住していた集団以外のものの関与も充分

想定できよう。



遺構番号 小地区 性 格 時 期 そ の 他
SKl d23 落ち込み I 期 落ち込み状。土器多量＾ ＊ 
SK2 f 32 中世墓？ m 期 II期の土器混入。 ＊ 

SK3 f 32 中世墓？ 不明 刀片出土。 ＊ 
SK4 f 32 中世墓 IV期？ 小皿約7枚。 ＊ 
SK5 f 34 土坑 m期後半 弥生土器混入。 ＊ 
SK6 h32 土坑 Il 期
SK7 i 33 土坑 w期
SK8 i 34 土坑 皿期後半以降
SK9 i 34 土坑 I11期後半以降
S KlO i 32 土坑 w期
SKll i 33 土坑 w期
S Kl2 h35 落ち込み 不明
S Kl3 h35 土坑 皿期？
S Kl4 h36 土坑 II 期
S Kl5 h36 土坑 m期後半 木炭混じる。
S Kl6 i 33 土坑 w期 ＊ 
S Kl7 h38 落ち込み w期
S Kl8 k33 土坑 I 期 ＊ 

S Kl9 k33 土坑 w期
S K20 i 33 土坑 m期？
S K21 i 33 落ち込み 皿期？
S K22 k35 土坑 皿期
S K23 i 38 中世墓 II 期 小皿3枚。 ＊ 

S K24 i 37 土坑 m期後半
S K25 k36 中世墓 II期後半 ＊ 

S K26 k36 土坑 II期後半～皿期前半 中世墓の可能性あり。 ＊ 

S K27 i 36 土坑 II期前半
S K28 i 36 ピット？ II期前半
SK29 i 34 土坑 w期
S K30 k35 井戸 w期 ＊ 

S K31 n36 土坑 皿期後半 ＊ 

S K32 m33 土坑 奈良時代 焼土混じる。 ＊ 

S K33 i 33 中世墓 不明 小刀出土。 ＊ 

SK34 m35 土坑 II期以降
S K35 k38 中世墓？ III期後半 上部に焼土層あり。

SK36 n37 土坑 II期後半 上部に炭層あり。中世墓？

S K37 n37 土坑 II 期
S K38 m37 土坑 II 期
SK39 n34 土坑 II期後半 溝SD5より新。
SK40 o 35 土坑 II期以降 溝の可能性あり。

S K41 i 36 土坑 皿期以降
S K42 m35 土坑 m期前半
SK43 i 38 中世墓 II期後半 ＊ 

SK44 j 38 中世墓 n 期 ＊ 

S K45 k39 中世墓？ II期？ 上部に炭層あり。

SXl b32 落ち込み I期-N期 ＊ 

SX2 d32 落ち込み I期-N期
SX3 d30 中世墓 w期？ 小刀• 小皿出土。 ＊ 

SX4 e 31 落ち込み I 期~w期 I期のもの多い。
SX5 h37 落ち込み w期
SX6 k 35 落ち込み II期後半～皿期前半
SX7 1 36 落ち込み 皿期
SE 1 i 35 井戸 II 期 ＊ 

SDl e34- 溝 不明
SD2 i 31- 溝 II期-N期 ＊ 

SD3 i 31- 溝 II期-N期 ＊ 

SD4 m33- 区画溝 II 期 ＊ 

SD5 n34- 溝 II期後半 ＊ 

SD6 I 37 溝 II 期
SD7 n37 溝 不明
SD8 n36 溝 w期 土サの可能性あり n

tab. 5 楠ノ木遺跡B地区遺構一覧表 ＊は文中にて記述している遺構。

遺構名 棟方向 主軸方向
規 模 根石の

時期 備 考
桁行 (m)X梁間 (ml 有無

建物 l 南北棟 N 5°E 3間 (4.7m)X2間 (3m) 無 W 期 桁行の柱間は不統一。

建物2 東西棟 N70°W 4間 (6.6m)X 2間 (3.3ml・1間 有 I11 期 南西部は不明瞭。

建物3 東西棟 N80°w 2間 (4.5m)X 3間 (4.3ml 無 不明

建物4 東西棟 N68°E 2間 (5.lm)X 2間 (3.9ml・l間 無 I11期？
建物5 南北？ N 4°E l間 (1.2m)X 2間(3.6m)を確認 無 不明

tab. 6 B地区堀立柱建物一覧表
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3. C地区の層位と遺構

層位 (fig.44) 

C 地区は標高42~43mの平坦な丘陵上に位置して

いる。層位的には表土下の灰褐色土が遺物包含層と

なり、その下の層である黄灰色混礫土を基盤層とし

て中世遺構面が検出された。層位は黄灰色混礫土と

基本的には同質の土壌が遺構面下約0.4mまで堆積

しており、さらに間層を挟んでその下に黒灰色系粘

質土が堆積している。この層はA・B地区に認めら
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fig.43. C地区平面図 (scale=½oo) 土層 a~d は fig.44、 e~f は fig.47
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れる層と基本的には同質のものであると考え

られる。地山は検出できなかったが、 A・B 

地区と同様であると考えられる。地形的状況

から、堆積土は西から東にかけて傾斜してい

くものと考えられる。遺構としては中世のも

のが検出されたのみであるが、遺構基盤層で

ある黄灰色混礫土層中に縄文土器が極めて少

量であるものの含まれており、

いく。

この層が縄文

時代の遺物包含層に相当するものと考えられ

る。

遺構 (fig.43ほか）

中世の遺構は掘立柱建物、土坑、井戸、溝

などがあり、これらは調査区の南側に集中し

ている。以下、個々の遺構について記述して

掘立柱建物、その他ピット

掘立柱建物は 2棟確認できたが、検出され

たピットの数からさらに数棟存在しているも

のと考えるのが妥当である。確認された建物

2棟は、ほぽ梁軸を揃えており、同時存在と

見なしてよいであろう。

建物 l(fig.45)は調査区南側で確認され

た。南北棟で桁行4間（約6.lm,約20尺）、

梁間 3間（約5.5m,約18尺）の総柱建物で

ある。梁間は 3間それぞれが約I.Sm(6尺）

で統一されているのに対し、桁行は南北端2

間がそれぞれ約1.2m(4尺）、中央2間は

(6尺）それぞれ約1.8m となっている。建

物を構成しているビットには部分的ではある

ものの根石が認められる。建物の敷地内の南

東隅には長楕円形を呈した土坑（土坑SK3) 

があり、当建物に伴うものと考えてよいであ

ろう。この土坑は検出面からの深さは約0.25

mで、断面は皿状を呈している。出土遺物か

ら南北朝時代 (II期後半～皿期前半） と考え

られる。

建物2 (fig.45)は調査区南側で確認され

た。南北棟で桁行4間（約6.lm,約20尺）、

梁間2間（約3.6m,約12尺）の総柱建物で

ある。梁間2間はそれぞれ約1.8m(6尺）、

桁行は南北端2間がそれぞれ約1.2m(4尺）、
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fig.45. C地区掘立柱建物 1 ・ 2 平面• 断面図 (scale=¾oo)

物 lから18尺離れて建て

られており、ほぽ並行さ

せていることや出士遺物

からも建物 lと同時期と

考えられる。

なお、建物としてまと

まるもの以外にも多くの

ピットが検出されている。

これらは建物 1・2付近

に多く認められ、この付

近が居住地であったこと

を示している。ピットは

出土土器から平安時代末

～室町時代後半 (I期～

W期）までのものがあり、

その時期の建物が存在す

る可能性を示唆する。な

かには鉄滓を出土したも

の (d4pitl) もある。

土坑

土坑状の遺構は14基確

認できた。これらのうち

で特徴的なものには、焼

土の認められるもの (S

K 1・11)、ビット状の

小さなもの (SK4・5・

8・9・10)、建物に付

随するもの (SK3)、

がある。それ以外のもの

は、断面摺鉢状のもの

(SK 6・13) 、不定形

で浅いもの (SK2・12・

吾
14・S X 1)がある。

焼土を伴う SKI・11

中央2間がそれぞれ約1.8m(6尺）である。建物

を構成しているピットには部分的ではあるものの根

石が認められる。そのうち、 C6pitlの根石には円

形に窪んだような痕跡が認められ、あるいは柱の位

置を示すものかもしれない (PL.37)。建物の敷地

内には建物 lのような土坑は認められなかった。建

は検出面からの深さが約

o.~0.15mの浅いものである。 S Kll (fig.46) は

土坑の壁際に焼土があるものの底面には認められな

かった。 SKIはブロック状に焼土があるもので面

的には認められなかった。 SKIの平面形は方形、

SKllの平面形は三角形状である。共に10数個の土

器の出土をみたが、特にSKllからは完形の土師器
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皿・小皿が多い。 SKllの形態は土

器焼成坑に類似するが、焼土の状態

からはそうであると断定はできない。

SKlは鎌倉時代後半 (II期後半）、

SKllは南北朝時代頃 (Ill期前半）

と考えられる。

ピット状の小さな土坑のうち、 S

K4・5・8・10からは良好な土器

類が出土している。いずれも完形の

土器を置いた状態ではなく、投棄し

たものと考えられる。 SKlOからは

南北朝時代 (III期前半）、 SK4

(PL.34)・5からは室町時代前半

（皿期後半）に相当する土器類が出

土している。 SK8 (PL.33)・9 

から出土した土器は井戸SK7から

出土したものと接合し、 3者が近接

した時期のものであることを示して

。
ぐ

ヽ

-r-

伶

x

。
lm 

N 一...... s ---1P4¥0m 
b 

いる。
fig.46. C地区土坑SKll平面• 断面図 (scale=勘）

断面摺鉢状を呈する土坑 (SK6・ 

13) は調査区の南端に存在している。 2基とも検出

面からの深さは約0.3mである。出土遺物（土器）

は細片が大部分でまとまった出土は見られなかった。

形状が不定形のものも調査区南側に集中している。

SK 2, 14およびSXlからはあまり多くの出土遺

物はみなかったが、 SK 12 (PL.34)からは南北朝

時代 (ill期前半）の良好な土器が出土した。

井戸

井戸は 1基検出した。 SK 7 (fig.47) は建物 l

と2のあいだの北側にある。検出面から約1.6mま

では調査を行ったが、それ以下は湧き水と地盤が軟

質であったために調査を断念した。検出面からおよ

そ0.3mのところで大きくオーバーハングしている

が、その部分にも土器類が認められ、この遺構が機

能していた時期にはすでに崩壊が始まっていたもの

と考えられる。出土遺物は大部分が土器類で、若干

の鉄製品を含む。土器類には完形に近いものもある。

出土した土器は鎌倉時代前半 (II期前半）以降のも

ので、量的に最も多いのは II期後半～皿期のもので

ある。埋土最上層からは室町時代後半 (N期）のも

のも認められる。なお、下部の層には縄文時代早

土

，
 
ヽ
ヽ

4
 

5 

-―- -—·- • ・-一
。

2m 

1. 炭・礫まじり暗褐色土

2. 黄色まじり暗褐色土

3. 礫多い灰褐色砂質土

4. 礫・暗褐プロックまじり

褐色砂質土

5. 礫多い黄褐色土

fig.47. C地区井戸SK7土層断面図 (scale=加）

期末頃および弥生時代後期の土器が混入していた。

溝

溝は合計8条検出された。性格的には、区画溝と

考えられるもの (SD3・4・5) とそれ以外のも

の (SD1・2・6・7など）とに分けられる。

区画溝と考えられる SD4は調査区の東側、 SD

5は西側にある。 SD5は部分的に 2重になってお

り、ある時期に作り直しを行っているものと考えら

れる。出土遺物は皆無であったが、埋土の状態がB
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地区溝SD4やA地区溝SD1・2・3などと類似

するために、この溝も土地を区画する溝と考えてよ

いであろう。 SD4はSD5と比べて浅く細いもの

である。出土遺物は図示不可能であるが土師器皿が

あり、時期的には鎌倉時代前半(II期前半）であろう。

SD3は調査区中央から北方向に向かって認めら

れるもので、断面形は逆台形を呈した明確なもので

ある。出土土器から室町時代後半以降で、おそらく

は江戸時代のものと考えられる。 SD6はSD5と

並行するものであるが、非常に浅く不明瞭なもので

ある。 SDI・2は調査区南端にあるもので、浅く

細いものである。 SD2から土師器（ロクロ土師器）

杯が出土しているが、この溝と重なっていたピット

のものである可能性もある。 SD7は調査区北端に

遺構番号 小地区 性 格 時 期

SKI b 1 焼土坑 II期後半

SK2 b 4 土坑 皿期前半

SK3 b 3 土坑 II期～皿期

SK4 C 3 小土坑 m 期
SK5 d 2 小土坑 皿期

SK6 b 4 土坑 皿期

SK7 d 5 井戸 II期-N期

SK8 C 6 小土坑 m期？
SK9 C 7 小土坑 m期？
S KlO C 7 土坑 II期後半

SKll h 7 焼土坑 皿期前半？

S Kl2 e 5・6 土坑 皿期前半

S Kl3 b 6 土坑 不明

S Kl4 b 8 落ち込み 不明

SXl d 3 土坑 II期？

SX2 e 2 土坑 不明

SDl b 1 溝 不明

SD2 b l 溝 不明

SD3 e4-g4 溝 江戸時代？

SD4 b 7 区画溝 I1期前半

SD5 e2-K5 区画溝 皿期？

あるもので、埋土の状態からは比較的新しいものと

考えられる。 SD1・6・7は出土遺物がなく時期

は不明である。

C地区のまとめ

C地区の遺構・遺物からは、おおよそ平安時代末

(I期）から室町時代後半 (N期）にかけて形成さ

れた居住地であったと考えられる。出土土器の量と

遺構からは、その中心時期は鎌倉時代後半 (II期後

半）から室町時代前半（皿期後半）と考えられるが、

時期的な幅のみを見るとB地区の状況と同様である。

また、墓と考えられる遺構が認められないことから、

墓域は別の地に求められる。なお、ピットから鉄滓

が出土していることから、この付近に鍛冶（鍛造）

の遺構の存在も想定しえる。

そ の 他

＊ 

＊ 

建物lに伴う土坑 ＊ 

＊ 

＊ 

縄文・弥生土器混入 ＊ 

SK7出土土器と接合 ＊ 

SK7出土土器と接合 ＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

tab. 7 楠ノ木遺跡C地区遺構一覧表 ＊は文中にて記述している遺構。

遺構名 棟方向 主軸方向
規 模 根石の

時期 備 考
桁行 (m)X梁間 (m). 有無

建物l 南北棟 Nll0 E 4間 (6.lm)X3間 (5.5m) 有
I1期後半

土坑SK3が伴う。
～皿期

建物2 南北棟 Nll0 E 4間 (6.lm)X 2間 (3.6m) 有
II期後半

-III期

tab. 8 C地区掘立柱建物一覧表
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N. 調査の成果ー出土遺物一

出土遺物は整理箱（テンバコ）にしておよそ125

箱ある。その大部分が中世の土器類であり、 2箱分

の金属製品、 12箱分の鉄滓、少量の石製品および木

製品がある。それぞれの詳細については観察表を参

照されたい。なお、土器類は正式には「鍋形土器J

のように呼称するべきものであるが、以下「鍋」の

ように呼称していくこととする。

1 . 中世集落形成以前の遺物

中世以前のものは、大きく縄文・弥生時代のもの

と奈良時代のものとに分けられる。前者には土器と

石鏃、後者には土器がある。前者の遺構は確認され

ず、中世の遺構に混入しているか、あるいは中世の

基盤層の黄灰色系土に含まれていたものである。

縄文•弥生時代の遺物

土器類 (fig.48)

縄文土器には外面にポジテイヴな楕円文を回転施

文する押型文土器、条痕文を施すもの、爪型文を施

すもの、の 3種類がある。押型文土器は 2点のみの

出土である。小型の楕円文を持つもの(1)と大型の楕

円文のもの(2)がある。前者は内面に縦位に凹線状の

施文をするもので、高山寺式の範疇に含まれるもの

である。条痕文を施すものには内外面に条痕を施す

ものと外面にのみ条痕を施すもの、および外面には

縄文を施し内面には条痕を施すものがある。条痕は

すべて二枚貝で行っている。外面に縄文を施すもの

(4)は口縁端部上面に巻き貝状のもので刺突して施文

するものである。外面の縄文は無節である。爪型文

を施すものは 1点のみである(3)。爪型は外面の拓影

右側にある隆帯に沿って湾曲させて施文している。

天地は逆かも知れない。

これらは全体としておおよそ縄文時代早期末頃に

比定できようが、若干の時期幅をもつものかと考え
(I) 

られる。資料的には少量であるため、明確なことは

不明と言わざるを得ない。

弥生土器には甕．壷・高杯がある。甕の 1例

(fig.48-18) は中期に比定できようが、その他は

後期のものと考えられる。
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石器類 (fig.48, PL.37) 

石器類には石鏃の他、剥片などの未製品がある。

石鏃は無茎式のものが認められる。大部分がチャー

ト製であるが、一部サヌカイト製のもの (fig.48-

13~14) もある。時期的には縄文時代早期末の土器

類に伴うものかと思われる。未製品にはサヌカイト・

チャートのものがある。これらについては旧石器時

代のものである可能性もある。

奈良時代の遺物 (fig.48,58) 

当該時期のものは土師器杯・甕および甑がある。

fig.58-30は平安時代のものかも知れない。

2. 中世の遺物

中世に相当する遺物には金属製品、石製品、木製

品、土器類がある。ここで中世とするのはおおよそ

平安時代末（およそ12世紀以降）から室町時代後半

（およそ16世紀中葉まで）にかけての時期である。

この時期の出土遺物が当遺跡の中心を占める。時期
(2) 

比定については拙稿の基準に従っている。そのうち

（仮） A段階に相当する時期を楠ノ木 I期（平安時

代末、 12世紀後半）、第 1段階を楠ノ木II期前半

（鎌倉時代前半、 13世紀前葉～中葉）、第 2段階 c

型式までを楠ノ木II期後半（鎌倉時代後半、 13世紀

後葉~14世紀前葉）、第 3 段階 a 型式を楠ノ木m期

前半（南北朝時代、 14世紀中葉～後葉）第3段階b

型式を楠ノ木皿期（室町時代前半、 14世紀後葉~1

5世紀中葉）、第4段階を楠ノ木W期（室町時代後

半、 15世紀中葉~16世紀前葉）とした。なお、 II 期

後半から皿期後半の実年代については確証はなく、

おおよその目安と考えていただきたい。

金属製品類 (fig.49)

金属製品には大きくは鉄製品と銅製品がある。す

べて中世遺構からの出土であり、出土地点等につい

ては金属製品類観察表(tab.IO)を参照されたい。

鉄製品は中世墓から出土した小刀のほか、毛抜き・

火打ち鎌• 鎌• 釘などがある。最も多いのは釘で、

A・B地区からの出土が目立つ。火打ち鎌は松阪市
(3) (4) 

南山遺跡、神奈川県鎌倉市内遺跡などから出土して
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いるものとの類似から判断した。これらの鉄製品は

小刀を日常的に使用するナイフに相当するものと考

えれば、武器類の出土がなく、すべて通常の生活に

用いるものと考えられよう。

銅製品には環状の用途不明製品と銅銭がある。前

者は断面形が六角形を呈している。後者は中国北宋

時代のもののみであった。銅銭の出土はII期前半か

ら皿期にかけての遺構から認められた。

石製品類 (fig.50,PL.37)

石製品は砥石と掘立柱建物のピット根石 (PL.37)

がある。特にC地区建物2のピット根石は中央から

少しずれたところが円形に窪んでおり、柱を受けた

部分の可能性を考えたい。

木製品類

木製品はC地区井戸SK7から小さな杭状のもの

とB地区中世墓SX3出土のものがある。前者は腐

朽がひどく、図示し得ない。後者は小片であるが方

形のほぞ穴が認められ、木棺の一部かと思われる。

土器類 (fig.48,fig.50-65) 

土器類は陶器類と土師器類および瓦器類の 3種に

大きく分けることができる。個々の記述の前に、楠

ノ木I-N期の傾向を見ておくこととする。

楠ノ木I期

南伊勢系土師器（以下「南伊勢系」と呼称）成立

以前の、（仮） A段階に相当する時期である。 B地

区落ち込みSKI出土土器を典型とする。

土師器類では甕・ 小皿・皿の他、ロクロ製の土師

器（以下、ロクロ土師器）がある。甕では口径20-

25cmの中形のものと口径20cmに満たない小形のも

のがある。 B地区土坑SKIの資料では小形のもの

には偏平な形態のものも含まれている。小皿はfig.

51-18-20のように形態的なヴァリエーションが大

きい。これは I期の特徴と考えられる。皿は15cm

前後のもので、形態的なヴァリエーションの多いこ

とは小皿と同様である。

瓦器は 1点認められるが、当該地域で一般的なもの

ではなく、大和ないしは伊賀地域からの搬入品と考

えられる。

陶器類では椀• 小椀（「山茶椀． （小椀）山皿」

と俗称。以下この呼称を用いる）が大多数を占め、

その他常滑産の三筋壷が認められた。また、この時
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期に比定できるねり鉢は明確にし得なかった。山茶

椀には輪花をもつものもある。小椀は高台が付くの
(5) 

が通常のようである。藤澤良祐氏による編年（以下

「藤澤組年」）のII段階第3-4型式を主体とする。

磁器類では確実な共伴は見当たらないが、型式的

にはfig.55-4はI期に相当するであろう。

楠ノ木II期

南伊勢系第 1段階から第2段階に相当する時期で

ある。前半はA地区井戸SE1下層出土土器を典型

とし、後半はA地区土坑SK39、C地区土坑SK3・

10出土土器をその参考とする。

土師器類では鍋• 小皿・ 皿の他、後半には羽釜も

認められる。しかし羽釜はfig.61-26がおそらく当

該時期、 fig.58-13がその可能性があるという程度

で、少量であることは確実である。ロクロ土師器は

確認されていない。鍋は口径が20cmの小形、 25-30

cmの中形、 35cm前後の大形の 3種類に大別できる。

小皿は I期のような形態的ヴァリエーションが消失

し、口径8cm内外で口縁部外面に面をなすものに集

約している。なお、胎土の特徴からは赤褐色系と淡

褐色系のものが存在しており、「赤土器」「白土器」

の意識が想定される。皿は口径13cm前後もので若干

薄手となり、 I期と比べれば形態・手法的ヴァリエー

ションに乏しいが、 II期後半からm期のものと比較

すると形態的なばらつきが認められる。

陶器類では山茶椀• 山皿がI期同様陶器類の大部分

を占め、その他常滑産の大甕・壷・ねり鉢が認めら

れる。山茶椀は藤澤編年の皿段階4-7型式が主体

である。山皿で高台を持つものはない。

磁器類では青磁が認められる。

楠ノ木m期

南伊勢系第 3段階に相当する時期である。前半は

C地区土坑SKl2・焼土坑SKllを、後半はB地区

土坑SK5を、それぞれ典型とする。

土師器類では鍋• 小皿・皿が多い。また、羽釜が

II期に比べて相対的に増加する。土器型式的に系譜

の追えない器形の鍋 (fig.56-1・15-16)や茶釜 (f

ig.57-10)が認められるのもこの時期である。鍋は

前半では小形・中形・大形が存在するようであるが、

後半では大形のものが消滅するようである。小皿は

口径はII期とほとんど変化ないが、やや偏平な形態
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になる。皿は口径が12cm前後 (III期前半）から次第

に縮小していき、形態的なヴァ リエーシヨンが極

めて少なくなる。羽釜については後に詳述するが、

C地区土坑SK6に認められることからその増加は

II1期前半から始まる可能性が極めて大きい。

陶器類では山茶椀• 山皿が急、激に減少する傾向に

あり、後半では全く認められなくなる。藤澤編年の

皿段階第8型式に相当するものが認められる (fig.

65-14)。その他のものとじて、常滑産のねり鉢や卸

皿などが前半から存在するようである (fig.61-21-

22) 。陶器類の増加は後半に認められ、美濃• 瀬戸

産の平椀・縁釉皿（小皿）・卸皿・ねり鉢．壷、常

滑産の甕• ねり鉢などが出土している。

磁器類ではfig.54-28が皿期に相当するかと考え

られるが詳細は不明である。

楠ノ木w期

南伊勢系第4段階に相当する時期で、当遺跡では

c型式にて終了する。 B地区井戸SK30・ 土坑SK

11出土土器を典型とする。絶対量が少ないので、器

種構成は明確でない。

土師器類では鍋• 羽釜・皿が確認できる。鍋では

中形と小形に相当するものは確認できるが、大形の

,-'• 

＼ 

I 

IL―=-__---=s1 
-・ ~( 
-l口 l

fig.SO. 出土砥石実測図 (scale=½)
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ものはm期後半同様、確認できない。また、口径20

cmにも満たない小さなもの(fig.63-22) も認められ

るが、あまり類例がない。皿は口縁部が2段に屈曲

して開くもので、 m期の皿との連続性は今後の検討

課題である。羽釜には、南勢地域では系譜を追えな

いもの (fig.63-25) も出土しており、中・北勢地域

からの搬入品と考えられる。

陶器類では美濃・瀬戸産の平椀•播鉢、常滑産の
(6) 

ねり鉢・ 甕が確認できた。擢鉢は大窯期に属するも

のであろう。

磁器類は当遺跡では確認できなかった。

以上、 I~N期の土器組成について概述した。以下、

個々の問題について記述する。

陶器類

陶器類の多くのものは常滑• 渥美・美濃瀬戸の 3

地域のいずれかで生産されたもののようで、そのな

かでも常滑産あるいは渥美産のものが多いようであ

る。信楽・越前・東播系などの製品は認められなかっ

た。これは当遺跡にのみ言えることではなく、南勢

地域平野部の一般的傾向かと思われ、胎土分析など

の手法を用いて確定していく必要がある。

甕で体部に模様の描かれた叩き目（スタンプ文）

の付くものは、常滑産のものと考えられる。こ

の形状から常滑のなかでの産地が特定できる可
(7) 

能性があるという。

fig.58-38は渥美産かと思われる壷の破片で

あるが、肩部に焼成前のヘラ書き文字がある。

仏教関係の文句かと思われるが断定はできない。
(8) 

観察表に推定した判読文を掲載したので参照さ

れたい。

山茶椀• ねり鉢のうち高台が付くものには、

少量ではあるが高台部分と体部（椀部）の胎土

が明らかに異なっているものが認められる。胎

土は、椀体部が淡灰色系を呈するのに対し、高

台部は青灰色系を呈するものである。形態的特

徴やB地区落ち込みSKlなど（仮） A段階の

土器に伴出していることからは山茶椀の古い段

階に相当するようである。形態や胎土の特徴を

主観的に判断すると、その多くが渥美産のよう
(9) 

であるが、瀬戸・常滑産のものにも散見され、

断定はできない。三重県内では、管見におよぶ
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(!(j (11) 

限り二見町荘遺跡、津市宮ノ前遺跡に類例がある。

確認事例が増加すると特定生産地からの流通状況が

判明する可能性があるため、今後注意して見る必要

があると言える。

磁器類

磁器類では青磁• 白磁が認められるが、量的には

前者が圧倒的に多い。椀形態が大部分であるが、少

量の小皿も認められた。壷などの製品は認められな

い。白磁のなかにはfig.55-28のように口禿のもの

も認められる。

土師器類

土師器類には基本的に甕• 鍋• 羽釜• 茶釜という
(!~ 

煮沸形態と、皿・小皿という供膳形態がある。大部

分が南伊勢系土師器の部類に相当するが、少量では

あるが皿類の一部にロクロ土師器も認められた。ま

た、搬入品と思われる羽釜も認められる。土師器と

同様の焼成状態のものに風炉•土錘および輛の羽口

がある。

鍋・甕類 鍋・甕類には南伊勢系系統のものと

金属器模倣形の非在地的形態のものがある。これら

は全て南伊勢系的手法によって製作されたものと見

倣せるものである。

南伊勢系系統の甕• 鍋は、（仮） A段階のものから

第4段階c型式のものまでが型式的に連続して認め

られる。

金属器模倣形のものは手法的には南伊勢系系統の

ものであり、土器そのものが搬入されたものとは考

えられない。形態的にはfig.56-1や15のように口縁

部が受け口状を呈するものが主体である。 fig.56--16 

のように鉢形を呈したものも存在している。ただし、

鉢形のものが金属器模倣形なのかどうかは今後の検

討が必要である。この鉢形のものは未だ類例がない。

この系統にあるものとして、第 5段階以降に相当す

る焙烙 (A地区SKl・SD7など）も認められる

が、当遺跡では型式的に連続しない。当遺跡の調査

によって、 II期後半から皿期前半までの資料が充実

したことが大きな成果といえる。

羽釜 羽釜は鍋に比べて量は相対的に少ない。

また南勢地域の羽釜は基本的に金属器模倣形と考え

られるので純粋な型式学的変遷をたどることは極め

て困難な状況にある。羽釜が量的に増加する時期は
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鍋の第3段階b型式以降であることは当遺跡出土土

器から指摘できる。鍋第 3段階に並行するもの（中

世後期）を中心に器形上の特徴も鑑みてfig.51にロ
03) 

縁部の手法的な分類案を提示した。大分類として大・

中形（口径30cmを越えるもの）、小形（口径25cm内

外のもの）があり、これらはさらにA~E類の 5 系

統に大別できる。羽釜C・D類は基本的に金属器模

倣形で、 B類もその可能性がある。 B類は口縁部手

法によって 2者に細分したが、この差は手法以上に

大きい地域差である可能性もある。 E類はC・D類

とD類の折衷形的な形態である。

口縁部の手法的特徴でみると、擬口縁を作り、そ

の上端を包むように素地を付加するもの（口縁部a

手法）、成形時の口縁部上端に相当する部分を外側

に折り返し、広い面をなすもの（同 b手法）、成形

時の口縁部上端に相当する部分を内側に折り返し、

上端に面を持つもの（同 c手法）とが存在している。

a手法はC・D類ともに認められる手法であるが、

主体はC類のようである。 c手法は南伊勢系に普遍

的な手法に通じるものであろう。なお当遺跡では確

認されなかったが、 C類のものに c手法を用いられ

ているものもある (fig.69-84)。

このように、形態・手法の状況からは、折衷形的

な形態である E類を除けば、大きくはC・D類系統

とB類系統の2者が存在していることが指摘できる。

前者は大和地域を経由して流入してきた金属製品な

いしは土製の羽釜の模倣、後者は東海地域に見られ

る羽釜（土器）の系統と考えられる。後者が金属器

の模倣かどうかは今後の検討課題である。

B類のものに形態的には類似するが内面への折り

返しがないものとして、口縁部の下に焼成前に穿孔

を行うもの (fig.63-25)がある。この個体につい

ては先述のように中・北勢地域からの搬入品である

可能性を想定すべきである。この土器が南勢地域に

搬入されている事実も見過ごせない。
0~ 

皿• 小皿類 皿・小皿の類には南伊勢系系統の

ものとロクロ土師器と呼称されるものとがある。皿

は概略 I 期では口径15cm 、 I1 期で13cm、皿期で12~

11cmと次第に縮小していくことが考えられる。胎

土は I~II 期にかけては粗い小石粒を多く含むもの

であったものがIl1期あたりから小石粒の少ない精緻



なものへと変化する傾向が窺われる。小皿は I期

には口径9cmであったものが II~III 期では7.5~8

cmほどのものとなっている。胎土の変化は皿と同様

である。ロクロ土師器は I期にのみ認められる。

その他 風炉 (fig.52-17) は外面がいぶされて

おり、厳密には瓦質土器の類に相当するものである。

I期の土器が伴っているが当該時期に比定される風

炉は管見に及ばず、検討を要する。輔の羽口はA地

区土坑SK36 とその周辺で 3~5 個体分が出士して

いる。時期的にはI11期後半に最も多いようである。

瓦器類
(15) 

瓦器椀 (fig.52-12)は、山田猛氏の編年による II

段階第2型式に相当しよう。
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瓦類 (PL.47)

1点のみ出士している。 A地区井戸SK21から出

土しており、平瓦である。凹面・凸面ともなで調整

しているもので布目は認められない。

3. 近世以降の遺物 (fig.59)

中世以降の出土遺物は主にA地区で出土した近世

～近代のものがある。出土量は極めて少量である。

土師器類では鍋．焙烙がある。陶磁器類では染付け

椀類のほか、仏具かと思われる高杯状のものや合子

状のものがある。また、実測は不可能であるが、瓦

質の煮沸用具片がある。

のご教示を、常滑産の資料については中野晴久氏のご教示を、

それぞれ得た。

(IO) 新田洋「荘遺跡発掘調査報告」 （三重県教育委員会 1980) 

(11) 平成元年度三重県埋蔵文化財センター調査。

⑫ 小皿は新田洋氏の分類による「皿B」、皿は「皿A」にほぽ

相当する。新田洋「中• 南勢における中世土師器ー特に「在

地系」皿ーの変遷と地域色解明への一視点」（「マージナルj

No.91988) 

(13) A類は図示していないが、中世前期に相当するfig.58-13がそ

れに相当する。

(14) 南伊勢系系統の皿• 小皿については別稿にて検討する予定で

ある。

(15) 山田猛「伊賀の瓦器に関する若干の考察」（「中近世土器の基

礎研究』 II 1986) 
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4 出土遺物の観察

遺物観察表の凡例

1. 「No.」

2. 「器種」

3. 「地区」

4. 「遺構・層名」

5. 「法量」

6. 「調整• 技法

の特徴」

7. 「胎土」

8. 「焼成」

9. 「色調」

10. 「残存度」

11. 「備考」

12. 「実測No.」

報告書内の実測図の番号である。 35-11 (例）とはfig.35の11

番の土器のことである。

土器の種類によって「土師器」、「陶器」などに分けた。また、

どちらとも言えないようなものの場合には「備考」の項で触れ

た。

A・B・C地区の別と出土小地区を記入した。 A-k 21 (例）

とはA地区k21グリットのことである。

出土遺構あるいは層名を記入した。また、遺物出土状況を作成

している場合にはその取り上げ番号 (p)を添えた。

遺物の寸法について記入した。（口）は口縁部径、（高）は高さ、

（底）は底部径、（高台）は高台部径、（径）は直径、（長）は長

さ、（残長）は残存している長さを示す。法量の計測部位はそ

れぞれの部位の最大幅である。ただし歪んでいるものは全体の

平均値を求めている。

外面調整は「外：」内面は「内：」で指示した。表現のなかで

「・」でつながれているものは両者の前後関係が不明なもの、

「のち」でつながれているものは前後関係を、それぞれ示す。

「ヨコナデ」は基本的に口縁部に施されているものであるため、

それ以外の部位についてのもののみ場所を記述した。手法の基

本的な用語については『纏向」（桜井市教育委員会1976) に準

じた。

素地の細かさによって「密J「粗Jを判断し、混入物としての
「小石」などを表現した。

見た目の基準である。「堅緻」の表現は陶器類の通常のものに

ついてのみ行った。したがって、土師器類で焼成の良いものは

「良好」とした。

見た目と『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社1988) との

折衷によった。土器の色と土の色とは必ずしも一致しないから

である。

実測した土器のおおよその残存を示した。この項目によってロ

径などが信用できるかどうか判断されたい。

その他の補足的事項を記入した。

実測時の登録番号を記入した。土器そのものにはこの番号が記

入してあるので、実見される時の参考とされたい。
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No. 名称 地区 遺構・層 長(cm)さ
幅
厚(cm)さ 重(g量) 材 質 備 考(cm) 

48-11 鏃 Bi 32 SD2 1.85 1.45 0.4 1.0 チャート

48-12 鏃 B j 33 SK16 2.5 1.65 0.35 1.2 チャート

48-13 鏃 A 121 表土 2.35 1.1 0.4 0.8 サヌカイト

48-14 鏃 Ac 16 検出面 2.15 1.3 0.25 0.7 サヌカイト

48-15 鏃？ A 121 Pit 1 2.35 1.5 0.5 1.7 サヌカイト 未製品？

50-1 砥石 A 表採 7.3 4.4 1.8 69.7 砂岩 近世？

50-2 砥石 C b3 遺構面 3.3 4.9 1.2 27.0 砂岩？

50-3 砥石 Bf 34 SK5 4.7 1.8 1.9 23.2 砂岩

50-4 砥石 Bf 34 SK5 4.4 4.5 1.8 51.4 砂岩

tab. 9. 石製品類観察表

No. 質 名 称 地 区 遺構・層 法(cm量) 備 考

49-1 銅 不明製品

49-2 鉄 不明製品

49-3 鉄 小刀？

49-4 鉄 小刀

49-5 鉄 小刀

49-6 鉄 鎌

49-7 鉄 火打ち鎌

49-8 鉄 毛抜き

49-9 鉄 釘

49-10 鉄 釘

49-11 鉄 釘

49-12 鉄 釘

49-13 鉄 釘

49-14 鉄 釘

49-15 鉄 釘

49-16 鉄 釘

49-17 鉄 釘

49-18 鉄 釘

49-19 鉄 釘

49-20 鉄 釘

鞘の羽ロ

戸―1::1:::
銭貨

No. 名 称

49-23 淳化元賓

49-24 咸平元賓

49~25 煕寧元賓

49-26 咸平元賓

49-27 皇宋通賣

49-28 元豊通賓

A-e23 SK37 （径）0.55 断面六角形

A-dl4 SK48 （径）2.6 

B-f 32 SK3 （残長）5.5 内部の鉄質は外部と異なる

B-d30 SX3 （長）33.5 内部の鉄質は外部と異なる

B-j 38 SK33 （残長）29.1 

A-m22 SXl （刃幅）4.3 内部の鉄質は外部と異なる

B-034 SD5 （幅）3.1 

A-klS Pit 1 （長）8.4 

A-d25 SX9 （幅）0.6 断面正方形状

A-e23 SK48 （幅）0.6 断面長方形状

B-m35 S K42 （幅）0.6 断面正方形状 L字状に屈曲

B-n34 SK39 （庫届）0.45 断面正方形状

B-f 34 Pit 1 （幅）0.6 断面正方形状

B-n34 SK39 （幅）0.6 断面長方形状

A-kl5 SK17 （庫員）0.55 断面正方形状

A-d25 SX9 （幅）0.5 断面長方形状

B-f 32 SK4 il （幅）0.45 断面長方形状

B-m36 SK31 （幅）0.7 断面長方形状

B-m36 SK31 （吼員）0.55 断面正方形状

B-n34 S K39 （胤届）0.45 断面正方形状

A -d 221 s K36 I (径）8.0 
A-c24 SB2下層 （径）6.9 

鉄分付着

鉄分付着

地 区 遺構・層 初鋳の年代 備 考

C-d5 SK7下層 北宋淳化元年(990)

C-d5 SK7下層 北宋咸平元年(998)

C-d5 SK7下層 北宋煕寧元年(1068)

A-k26 SK49 北宋咸平元年(998) SK49には元豊通賓

A-k26 SK49 北宋宝元2年(1039) の他2枚ある

A-gl7 SK21 北宋元豊元年(1078)

tab.10. 金属製品類観察表（輔の羽口、貨幣を含む）
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登録
番号

590 

589 

592 

591 

593 

586 

585 

94 

93 

登録
番号

550 

538 

537 

535 

536 

547 

542 

546 

548 

569 

541 

540 

539 

545 

543 

549 

588 

568 

567 

544 

519 

518 

登録
番号

595 

596 

597 

598 

599 

600 
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器
鍋
A
-
b
l
3
 
Pi
t2
 

（口
）
27
.0
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

38
6 

-3
8 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

|
 

8
5
ー

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
j
l
O
 
S
K
3
3
 
（（
口）
）
 7.
1 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

白
茶

ロ
縁
70

27
2 

-1
 

高
1.
0

：
ナ
デ

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
j
l
O
 
S
K
3
3
 
（（
口）
）
 7.
4 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
70
 

27
3 

-
2
 

高
1.
1

：
ナ
デ

54
 
土
師
器
鍋
A
-
1
2
4
 
Pi
t 
1
 

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
1
0
以
下
外
面
に
煤
付
着

30
7 

-
3
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
土
師
器
皿
A
-
f
2
4
 
Pi
t 
1
 
（（
口）
）
 1
2.
8 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密赤
0色
.5粒
~2
.0
mm
の
小
石
、
や
や
軟
淡
黄
灰
ロ
縁
30

30
5 

-
4
 

高
2.
8

：
ナ
デ

54
 
士
師
器
小
皿
A
-
£
2
4
 
Pi
t 
1
 
（（
口）
）
 8.
1 
外内
：
オ
サ
エ

密赤
0色
.5粒
~1
.0
mm
の
小
石
、
良
好

明
褐

ロ
縁
40

30
6 

-
5
 

高
0.
9

：
ナ
デ

54
 

外
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
粗（
0多
.5）
~3
.0
mm
の
小
石

淡褐
褐
～
明

土
師
器
鍋
A
-
£
2
4
 
Pi
t 
1
 
（口
）
25
.2
 
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

良
好

ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

30
8 

---u 
内
：
ナ
デ
・
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

54
 
土
師
器
皿
A
-
h
1
5
 
S
K
3
9
 
（口
）
13
.4
 
外内

：： 
剣
剣
離離

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
軟

白
茶

ロ
縁
25

25
9 

-
7
 

54
 
土
師
器
皿
A
-
b
l
S
 
S
K
3
9
 
（（
口）
）
 1
2.
6 
外内

：： 
剣
剣
離離

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
白
茶

ロ
縁
25

25
8 

-
8
 

高
2.
2

54
 
土
師
器
鍋
A
-
b
l
S
 
S
K
3
9
 
（口
）
27
.4
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡淡
赤褐
褐
～
ロ
縁
25

25
7 

-
9
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
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. 
器
種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
±
 
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

54
 
土
師
器
鍋
A
-
g
2
2
 
S
K
5
3
 
（口
）
21
.8
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

48
5 

-1
0 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
土
師
器
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 13
.5
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
25
 

23
8 

-1
1 

高
3.
3

：
ナ
デ

多）

54
 
土
師
器
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 11
.4
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0.

5~
3.

0m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
25

24
2 

-1
2 

高
2.
7

：
ナ
デ

少）

54
 
土
師
器
皿
A
-
i
1
7
 
S
K
S
 
（（
口）
）
 11
.8
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
30

23
9 

-1
3 

高
2.
3

：
ナ
デ

少）

54
 
士
師
器
小
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 8.
1 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
黄
灰
6
0
 

24
8 

-
1
4
 

高
1.
2

：
ナ
デ
・
板
ナ
デ

少）

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
S
 
（（
口）
）
 7.
7 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
80
 

24
7 

-1
5 

高
0.
9

：
ナ
デ

少）

54
 
士
師
器
小
皿
A
-
i
1
7
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 7.
6 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0.
5~
1.
0m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
95
 

24
1 

-1
6 

高
0.
9

：
ナ
デ

少）

8
6
ー

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 7.
6 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
30
 

24
0 

-1
7 

高
0.
8

：
ナ
デ

少）

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 7.
2 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
90
 

楕
円
形

23
1 

-
1
8
 

高
1.
2

：
ナ
デ

多）

54
 
土
師
器
鍋
A
-
i
1
7
 
S
K
5
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐
10
未
満

内
外
面
に
煤
付
着

23
0 

-
1
9
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
士
師
器
鍋
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0多
.5）
~2
.0
mm
の
小
石
良
好

淡
茶
褐
10
未
満

外
面
に
煤
付
着

22
8 

-2
0 

：
ヨ
コ
ナ
デ

54
 
土
師
器
鍋
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
10
未
満

22
9 

-2
1 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
士
師
器
鍋
A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（口
）
23
.8
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0.

5~
1.

0m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
褐
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

24
6 

-2
2 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
土
師
器
鍋
A
-
i
l
7
 
S
K
S
 
（口
）
26
.5
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐

ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

22
7 

-2
3 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
土
師
器
鍋
A
-
i
1
7
 
S
K
5
 
（口
）
25
.4
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
粗（
0.

5~
2.

0m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

22
5 

-2
4 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

多）
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器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
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(
c
m
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調
整
•
技
法
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特
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胎
土
焼
成
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調
残
存
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（
％
）

備
考
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.

54
 
土
師
器
鍋
A
-
i
1
7
 
S
K
5
 
（口
）
27
.5
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0多
.5）
~2

.0
mm
の
小
石
良
好

淡
～
暗
褐
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

22
6 

-2
5 

：
ヨ
コ
ナ
デ

54
 
陶
器
椀

A
-
1
1
7
 
S
K
5
 
（口
）
13
.3
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
13

山
茶
椀
内
面
に
自
然
釉

24
5 

-
2
6
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
i
l
7
 
S
K
5
 
（
高
台
）
7.
4 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
30

山
茶
椀
高
台
に
籾
殻
痕

24
4 

-2
7 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
5
 
（
高
台
）
7.
4 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
50

山
茶
椀
高
台
に
籾
殻
痕

23
7 

-2
8 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 
青
磁
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
S
 
（
高
台
上
部
）
内
：
陰
刻

密
0.
5m
m
以
下
の
小
石
堅
緻

淡
灰

下
部
10

内
外
面
に
釉
（
暗
オ
リ
ー
プ
）

23
3 

-2
9 

7.
0 

54
 
青
磁
椀

A
-
i
l
7
 
S
K
5
 

外
：
蓮
弁
文

密
0.
5m
m
以
下
の
小
石
堅
緻

淡
灰

下
部
20

内
外
面
に
釉
（
灰
オ
リ
ー
プ
）

23
6 

-3
0 

ー87-

54
 
青
磁
椀

A
→
 
17
 
S
K
5
 

外
：
蓮
弁
文

密
0.
5m
m
未
満
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
10
未
満
内
外
面
に
釉
（
緑
灰
）

23
2 

-3
1 

ー
，
，
一
-'
 

54
 
青
磁
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
S
 

外
：
蓮
弁
文

密
0.
5m
m
以
下
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
1
0
以
下
内
外
面
に
釉
（
淡
緑
）

23
4 

-3
2 

54
 
青
磁
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
5
 

内
：
陰
刻

密
0.
5m
m
以
下
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
10
未
満
内
外
面
に
釉
（
淡
緑
灰
）

23
5 

-3
3 

54
 

（
高
台
）

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ
の
ち
高
体石
蔀（
多粗
）

0.
5~

3.
01

11
11

!)
小

体高蔀
台
淡
陪
灰灰

陶
器
ね
り
鉢
A
-
i
l
7
 
S
K
S
 

台
に
ヨ
コ
ナ
デ

高
台
密
0.
5
堅
緻

高
台
20

体
部
と
高
台
部
の
胎
士
が
異
な
る
24
3 

-3
4 

16
.1
 
内
：
ナ
デ

~1
.o
mm
の
小
石
（
少
）

54
 
陶
器
椀

A
-
i
l
5
 
S
K
3
4
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

-3
5 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
5
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
10
未
満
山
茶
椀

38
4 

54
 
土
師
器
皿
A
-
0
1
4
 
S
D
1
4
 
（（
口）
）
 1
5.
6 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密赤
0色
.5粒
~1
.0
mm
の
小
石
、
良
好

淡
褐

ロ
縁
30

内
面
に
煤
付
着

39
0 

-
3
6
 

高
2.
7

：
ナ
デ

54
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

-3
7 
陶
器
椀

A
-
0
1
4
 
S
D
1
4
 
（
高
台
）
8.
2 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
25

38
9 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

体高
部台
灰

山
茶
椀
体
部
と
高
台
部
の
胎
士
が

-
3
8
 
陶
器
椀

A
-
c
2
2
 
S
X
7
 
（
高
台
）
7.
7 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

高
台
10
0

異渥
な
る

29
8 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

暗
灰

美
？

54
 
青
磁
椀

A
-
g
1
5
 
S
K
2
7
 
（
高
台
）
5.
0 
外
内
：
：
釉削
り
出
し
高
台
・
蓮
弁
文
の
ち
釉
密

堅
緻

釉
淡
灰緑
黄
高
台
30

釉
は
高
台
内
面
に
は
な
い

46
8 

-
3
9
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器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
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調
整
•
技
法
の
特
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胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

54
 
土
師
器
鍋
A
-
g
l
5
 
S
 K
2
7
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

賠
褐

ロ
縁
10
未
満
内
外
面
に
煤
付
着

46
7 

-4
0 

：
ヨ
コ
ナ
デ

54
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
g
l
5
 
S
 D
l
8
 
（
高
台
）
7.
7 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
40

山
茶
椀

38
8 

-4
1 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
d
l
6
 
S
D
6
 
（
高
台
）
8.
4 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

白
灰

高
台
10
0

50
6 

-4
2 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
1
2
2
 
S
X
l
 
（
高
台
）
6.
0 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

山
茶
椀

29
7 

-4
3 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 
青
磁
椀

A
-
1
2
2
 
S
X
l
 
（
高
台
）
5.
8 
外
：
ケ
ズ
リ

密
0.
5
以
下
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

内
外
盤
面
状
に
釉
（
緑
黄
）

29
6 

-4
4 

円
に
加
工

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
b
2
1
 
S
 D
2
5
 
（（
口）
）
 7
.6
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡茶
黄白
～
淡
8
0
 

38
3 

-4
5 

高
1.
0
:
 7: 
デ

|
 

8
8
ー

54
 
土
師
器
小
皿
A
-
n
l
6
 
S
 K
2
9
 
（（
口）
）
 8.
1 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
良
好

明
褐
10
0 

47
5 

-4
6 

高
1.
0

：
ナ
デ

54
 

（｛
口）
｝
 
8.
0 
外
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
底糸
切
り

-4
7 
陶
器
小
皿
A
-
g
1
7
 
S
 K
2
1
 
底高
1.
 6
 
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
に
指
ナ
デ

密
0
.
5
~
5
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

底
10
0

山
皿

46
9 

4.
9 

54
 

（~
口）j
 
8.
0 
外
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
底
糸
切
指り

山
内
皿面
に
自
然
釉

-4
8 
陶
器
小
皿
A
-
g
l
7
 
S
 K
2
1
 
底高
1.
 5
 
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
に
ナ
デ

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

底
10
0

47
0 

4.
5 

54
 
土
師
器
皿
A
-
g
l
7
 
S
K
2
1
 
（（
口）
）
 11
.4
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
茶
灰
ロ
縁
4
0
(
2
片）

47
2 

-4
9 

高
2.
4

：
ナ
デ

54
 
陶
器
椀

A
-
g
1
7
 
S
K
2
1
 
（底
）
7.
2 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
茶
灰
底
30

山
内
茶
面
椀に
煤
付
着

47
3 

-5
0 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 
土
師
器
鍋
A
-
g
l
7
 
S
K
2
1
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

暗
灰
褐
ロ
縁
10
未
満
内
外
面
に
煤
付
着

47
1 

-5
1 

：
ヨ
コ
ナ
デ

54
 
土
師
器
鍋
A
-
g
l
7
 
S
K
2
1
 
（口
）
18
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密（
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

47
4 

-5
2 

：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

多）

54
 
青
磁
椀

A
-
i
l
7
 
S
K
7
 

外
内
：
：
釉蓮
弁
文
の
ち
釉

密
良
好

白茶
黄
灰
ロ
縁
10
未
満
青
磁
に
し
て
は
軟
質
で
あ
る

51
4 

-
5
3
 

釉
灰

54
 
陶
器
椀

A
-
i
l
7
 
S
K
7
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
10

山
茶
椀

50
7 

-
5
4
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
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. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

54
 
白
磁
皿

A
-
i
l
7
 
S
K
7
 
（口
）
9.
8 
外内

：： 
釉釉

密
堅
緻
釉淡灰
灰緑
昧
淡
ロ
縁
20

内
面
に
は
釉
で
付
け
た
一
条
の
線
が
51
3 

-5
5 

あ
る

54
 
青
磁
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
7
 
（口
）
15
.6
 
外内
：：
蓮釉
弁
文
の
ち
釉

密
堅
緻
釉
白
灰淡
緑
ロ
縁
12

51
2 

-
5
6
 

54
 
青
磁
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
7
 
（
高
台
）
4.
1 
外内
：：
蓮釉
弁
文
の
ち
釉

密
堅
緻

釉
白
灰淡
緑
高
台
70

高
高
台
内
面
に
は
釉
出
ナ
シ

51
1 

-5
7 

台
は
ケ
ズ
リ
し

54
 
陶
器
小
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
7
 
（底
）
4.
9 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

底
40

山
皿

50
9 

-5
8 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 
陶
器
椀

A
-
i
1
7
 
S
K
7
 
（口
）
15
.8
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
5
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

白
灰

ロ
縁
12

山
茶
椀

50
8 

-
5
9
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

54
 
士
師
器
鍋
A
-
1
1
7
 
S
K
7
 
（口
）
36
.3
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
頚
部
20

外
面
に
煤
付
着

51
0 

-B
O 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

8
9
ー

55
 

外魯
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀は
欠
損
し
て
い
る

陶
器
椀

A
-
c
l
5
 
Pi
t 
1
 
（口
）
14
.9
 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

椀
部
70

43
3 

-1
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 
青
磁
椀

A
-
c
l
5
 
Pi
t 
1
 
（
高
台
上
部
）
外内
：：
劃釉
花
文
の
ち
釉

密
堅
緻

淡
釉
灰淡
緑
黄
椀
下
部
25

43
6 

-
2
 

5.
1 

55
 
青
磁
椀

A
-
c
1
5
 
Pi
t 
1
 
（
高
台
）
5.
1 
外内

：： 
釉釉

密
堅
緻

淡
釉
灰緑
白
高
台
90

高
台
削
り
出
し

43
5 

-
3
 

55
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

-
4
 
陶
器
椀

A
-
q
1
6
 
S
D
1
5
 
（
高
台
）
8.
0 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
90

山
茶
椀

40
3 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 
陶
器
壷

A
-
q
l
6
 
S
D
1
5
 
（頚
）
10
.2
 
外内
：
回
転
ナ
デ

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

頚
部
25

ロ
縁
部
上
端
破
断
面
に
鉄
分
付
着
40
4 

-
5
 

：
ナ
デ
の
ち
回
転
ナ
デ

55
 
青
磁
椀

A
 
重
機
掘
削
（口
）
17
.8
 
外内
：：
釉陰
刻
の
ち
釉

密
堅
緻

淡釉
灰緑
灰
ロ
縁
10

43
7 

-
6
 

55
 
土
師
器
鍋
A
-
i
1
6
 
S
K
2
6
 

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

37
6 

-
7
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

55
 
土
師
器
鍋
A
-
i
1
6
 
S
K
2
6
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0多
.5）
~2
.0
mm
の
小
石
良
好

淡
灰
褐
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

37
5 

-
8
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

55
 
土
師
器
皿
A
-
i
l
6
 
S
 K
2
6
 
（（
口）
）
 12
.7
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
白
ロ
縁
40

37
4 

-
9
 

高
2.
5
：
ナ
デ
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器

種
地
区
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構
・
層
名
法
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(
c
m
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整
•
技
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胎
土
焼
成
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調
残
存
度
（
％
）

備
考
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測
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.

55
 
土
師
器
皿
A
-
k
l
9
 
S
K
2
2
 
（口
）
12
.7
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
闘～

ロ
縁
20

37
3 

-1
0 

：
ナ
デ

55
 
土
師
器
皿
A
-
b
2
4
 
S
K
5
4
 
（（
口）
）
 1
1.
2 
外内
:
 
．
 j!ナ
J凰プ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
白
ロ
縁
10
0

37
1 

-1
1 

高
2.
6

55
 
土
師
器
小
皿
A
-
b
2
4
 
S
K
5
4
 
（（
口）
）
 8.
0 
外内

：： 
剣
剣
離離

赤密
0色.

5小
~
粒1.
0m
m
の
小
石
、
軟

淡
茶
白
ロ
縁
30

37
2 

-1
2 

高
1.
1

55
 
土
師
器
小
皿
A
-
1
1
7
 
P
i
t
2
 

（（
口）
）
 8
.2
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
灰
10
0 

44
1 

-1
3 

高
1.
3

：
ナ
デ

55
 
陶
器
小
皿
A
-
1
1
7
 
Pi
t2
 

（（
口）
）
 8
.0
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
30

山
皿

44
2 

-1
4 

高
1.
7

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 

~ （口）
~ 
8.
8 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

陶
器
小
皿
A
-
e
2
3
 
S
K
4
8
 
底高
2
 .
 
2
 

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
50
 

山
皿

47
6 

-1
5 

3.
8 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

9
0ーー

55
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
e
2
3
 
S
 K
4
8
 
（高
）
6.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

47
7 

-1
6 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 
土
師
器
鍋
A
-
e
2
3
 
S
K
4
8
 

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

47
8 

-1
7 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

55
 
土
師
器
鍋
A
-
e
2
3
 
S
 K
4
8
 

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0.

5~
1.

0m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

48
0 

-
1
8
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

55
 
青
磁
椀

A
-
e
2
3
 
S
K
4
8
 
（
高
台
）
5.
7 
外内
：：
蓮釉
弁
文
・
削
り
出
し
高
台
の
ち
釉
密

堅
緻

淡
釉
灰緑
灰
高
台
30

釉
は
高
台
内
面
ま
で
は
及
ば
な
い
47
9 

-1
9 

55
 
土
師
器
鍋
A
-
e
2
3
 
S
 K
4
8
 
（口
）
24
.8
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

48
1 

-2
0 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

55
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

墨
山
茶
書
椀「
O
」
あ
り

-2
1 
陶
器
椀

A
-
c
2
3
 
Pi
t2
 

（
高
台
）
6.
7 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
50

44
3 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 
土
師
器
鍋
A
-
d
2
7
 
S
K
6
0
 
（口
）
18
.2
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
80

48
2 

-2
2 

：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

多）

55
 
土
師
器
皿
A
-
i
1
8
 
S
K
6
 
（口
）
11
.4
 
外内

：： 
剣
剥
離離

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
25

50
2 

-2
3 

55
 

外台
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高
粗（
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

-
2
4
 
陶
器
椀

A
-
j
l
8
 
S
K
6
 
（
高
台
）
7.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

多）
堅
緻

淡
灰

高
台
50

50
1 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
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. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
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胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

55
 

外
：
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ

外
内
面
面
に
に
炭
煤
化
付
物着

土
師
器
鍋
A
-
j
1
8
 
S
K
6
 
（口
）
24
.6
 
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
暗
茶
灰
ロ
縁
20

49
9 

-2
5 

内
：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

55
 
土
師
器
鍋
A
-
j
l
8
 
S
K
6
 
（口
）
26
.6
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
o
.
s
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
12

50
0 

-2
6 

：
ヨ
コ
ナ
デ

55
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

山茶
ムロ
椀

-2
7 
陶
器
椀

A
-
1
2
2
 
S
X
3
 
（
高
台
）
7.
4 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
褐
高
台
10
0

高
に
籾
殻
痕

28
0 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 
白
磁
椀

A
-
d
2
2
 
S
K
5
5
 
（口
）
14
.2
 
外削
る
• 
内
：
釉
の
ち
口
縁
端
部
の
み
釉
を
密

堅
緻
釉
白
灰灰
白
ロ
縁
20

口
禿
外線
面
頚
部
に
は
釉
の
濃
淡
に
45
2 

-
2
8
 

よ
る
横
が
あ
る

55
 
青
磁
椀

A
-
d
2
4
 
S
K
5
5
 
（
高
台
）
5.
2 
外
内
・
蓮
陰
弁
刻
文
の
ち
釉ち

密
堅
緻
淡
釉
灰緑
黄
高
台
50

ケ
ズ
リ
出
し
高
台

45
1 

-
2
9
 

：
 
花
文
の
釉

55
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
d
2
4
 
S
K
5
5
 
（
高
台
）
6.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

45
3 

-
3
0
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

9
1
 

55
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

墨高
山害
茶台
椀に「
O籾殻
」
痕あ
り

陶
器
椀

A
-
d
2
4
 
S
K
5
5
 
（
高
台
）
6.
2 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
25

45
4 

-3
1 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

墨高
山茶
台書
椀に
「籾O
殻」
痕あ
り

陶
器
椀

A
-
d
2
4
 
S
K
5
5
 
（
高
台
）
5.
9 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

44
9 

-3
2 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

墨高
山茶
書台
椀に
あ
籾
り
殻
痕意
味
不
明

陶
器
椀

A
-
d
2
4
 
S
K
5
5
 
（
高
台
）
6.
4 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
25

44
8 

-3
3 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

55
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

墨山
高茶
台書
椀に
あ
籾
り
殻
痕意
味
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~
3
.
0
m
m
の
小
石
軟

褐淡
灰
～
淡
ロ
縁
20

33
4 

-2
5 

鍔
43
.6
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

多）

56
 
土
師
器
小
皿
A
-
c
2
9
 
S
 D
2
4
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

33
5 

-
2
6
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

56
 
陶
器
壷
？

A
-
d
2
2
 
S
K
3
6
 
（底
）
12
.2
 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

釉
淡
褐緑
灰
底
6
0

破
断
面
に
鉄
付
着

49
4 

-
2
7
 

：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

56
 
土
師
器
鍋
A
-
i
1
7
 
S
K
4
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
5

58
8 

-2
8 

：
ヨ
コ
ナ
デ

56
 
土
師
器
皿
A
-
i
l
7
 
S
K
4
 
（（
口）
）
 11
.0
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
30

58
9 

-2
9 

高
2.
1

：
ナ
デ

57
 
土
師
器
鍋
A
-
j
1
9
 
S
K
3
 
（口
）
28
.6
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密（
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
15

40
6 

-1
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

57
 
士
師
器
鍋
A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（口
）
30
.0
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10

外
面
に
煤
付
着

41
0 

-2
 

：
ヨ
コ
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
±
 
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

57
 
土
師
器
羽
釜
A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（口
）
21
.1
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
粗
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
褐

ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

40
9 

-
3
 

：
ナ
デ

57
 
土
師
器
羽
釜
A
-
j
1
9
 
S
K
3
 
（口
）
25
.6
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0多
.5）
~1

.0
mm
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
贔誓
15

40
7 

-
4
 

：
ナ
デ

30
 

57
 
士
師
器
小
皿
A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（（口
）
）
 8.
0 
外内

：： 
剣
剣
離離

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐
10
0 

41
2 

-
5
 

高
1.
3

57
 
青
磁
小
皿
？
A
-
i
1
9
 
S
K
3
 
（底
）
5.
8 
外内
：：
板釉
状
痕
跡
（
糸
切
り
？
）
の
ち
釉
密

堅
緻
釉白
灰白
緑
底
25

青釉
は白
磁底
部？
に
も
一
部
か
か
る

43
9 

-
6
 

57
 
青
磁
椀

A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（口
）
15
.2
 
外内
：：
蓮釉
弁
文
の
ち
釉

密
堅
緻
淡釉
灰淡
緑
灰
ロ
縁
10

43
8 

-
7
 

57
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（
高
台
）
6.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
6
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0

41
1 

-
8
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

9
5
ー

57
 

（
高
台
）

外裔
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高墨
山茶
書台
椀に
「籾
ぶ殻J
痕あ
り

-
9
 
陶
器
椀

A
-
j
l
9
 
S
K
3
 

5.
9
推
定
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

底
10
0

41
3 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

57
 

外
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
密（
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石

鍔ロ
縁部
5205
 
鍔外
面部
にと
煤口
付縁
着部
は
接
合
し
な
い

土
師
器
茶
釜
A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（口
）
11
.3
 
コ
ナ
デ

良
好
淡
茶
灰

40
5 

一
10

内
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
多）

5
7
 
陶
器
ね
り
鉢
A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（口
）
30
.8
 
外内
：：
磨回
転耗
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ

粗
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
20

40
8 

-1
1 

57
 

A
-
g
l
7
 
S
K
2
7
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

外異
面遺
構に
釉間
接
合
資
料

-1
2 
陶
器
甕

A
-
g
l
7
 
S
K
2
1
 
（口
）
33
.6
 
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
茶
灰

ロ
縁
25

46
6 

A
-
j
l
9
 
S
K
3
 

57
 
士
師
器
鍋
A
-
c
2
4
 
S
E
2
下
層
（口
）
32
.8
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0多
.5）
~1

.0
mm
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

43
1 

ー
13

：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

57
 

外
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
密（
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石

土
師
器
鍋
A
-
c
2
4
 
S
E
2
上
層
（口
）
29
.8
 
ケ
ズ
リ

良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

42
5 

ー
14

内
：
板
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

多）

57
 
土
師
器
鍋
A
-
c
2
4
 
S
E
2
上
層

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密（
0.

5~
1.

0m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

42
6 

-
1
5
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

5
7
 
土
師
器
鍋
A
-
c
2
4
 
S
E
2
上
層

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

42
7 

-1
6 

：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

多）

57
 
土
師
器
皿
A
-
c
2
4
 
S
E
2
下
層
（（口
）
）
 11
.2
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
白
灰
ロ
縁
25

42
8 

-1
7 

高
2.
1
：
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
±
 
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

57
 

S
E
2
下
層
（（口
）
）
 33
.5
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

灰暗
赤
褐
～

常2
滑片
産を
合
成

陶
器
ね
り
鉢
A
-
c
2
4
 

高
11
.5

密
0
.
5
~
6
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

ロ
縁
10
底
25

42
9 

-1
8 

崩
落
土
下
（底
）
14
.6
 
：
磨
耗

57
 
陶
器
壷
？

A
-
c
2
4
 
S
F
2
上
層
（底
）
19
.0
 
外
内
：
ナ
デ
底
部
無
調
整板

密
0
.
5
~
8
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡灰
褐
～
淡
底
30

内
面
の
釉
は
自
然
釉

43
0 

-1
9 

：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
・
ナ
デ

釉
淡
緑
灰

57
 
青
磁
椀

A
-
c
l
8
 
S
D
4
 
（口
）
16
.6
 
外内
：：
蓮釉
弁
文
の
ち
釉

密
堅
緻
淡釉
灰緑
黄
ロ
縁
12

50
4 

-2
0 

57
 
青
磁
椀

A
-
c
1
8
 
S
D
4
 
（口
）
15
.6
 
外内
：：
蓮釉
弁
文
の
ち
釉

密
堅
緻
淡釉
灰淡
緑
灰
ロ
縁
20

50
3 

-2
1 

57
 

A
-
1
2
2
 
S
X
3
 

外
：
ナ
デ
・
タ
タ
キ
メ

異内
遺面
構に
間自
接然
釉合
資
料

-2
2 
陶
器
大
甕
A
-
j
l
9
 
S
K
3
 
（底
）
20
.0
 
内
：
ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
灰
～
淡
灰
底
部
6
0
(
2
片）

49
5 

A
-
i
1
6
 
S
K
2
6
 

57
 

A
-
1
2
5
 
S
D
I
 
（
頚
部
）

外
：
タ
タ
キ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

外
異
遺
面
構
に
釉
間
接
（
淡
合
緑
資
料）
 

-2
3 
陶
器
壷

A
-
d
2
1
 
S
K
4
4
 

20
.5
 
内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

体
部
30

49
7 

A
-
e
2
5
 
S
K
5
8
 

57
 
陶
器
壷

A
-
e
2
3
 
S
K
3
7
 
（底
）
15
.0
 
外内
：
タ
タ
キ
メ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

底
部
25

異内
遺面
構に
間自
接然
合釉
資
料
57
-2
3
と
同
一
？
49
6 

-2
4 

A
-
g
2
4
 
S
D
I
 

：
ナ
デ

9
6
ー

58
 
陶
器
椀

A
-
1
1
5
 
S
D
I
 
（口
）
15
.7
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
20

山
茶
椀

34
7 

-1
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外台
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
1
2
5
 
S
D
I
 
（
高
台
）
7.
2 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0

山
茶
椀

34
2 

-2
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
h
2
3
 
S
D
I
 
（
高
台
）
6.
0 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0

34
3 

-3
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

（｛
口｝
）
 5.
7 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
ヘ
ラ
沈
線

底内
面部
にに
鉄砂
分付
厚着
く
付
着

-4
 
陶
器
小
壷
A
-
f
2
5
 
S
D
I
 
底高
910.
 6
 
.
 
0
 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
濃
褐
60
 

33
6 

58
 
青
磁
椀

A
-
f
2
5
 
S
D
I
 
（
高
台
）
4.
8 
外内

：： 
釉釉

-5
 

密
堅
緻
釉
白
灰淡
緑
灰
高
台
80

ケ
ズ
リ
出
し
高
台

44
0 

58
 

外台
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

-
6
 
陶
器
椀

A
-
g
2
4
 
S
D
I
 
（
高
台
）
5.
9 
に
ヨ
コ
ナ
デ

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0
5 高山8
-茶台1
椀に
と籾
同殻
一痕
個
体
？

34
6 

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

墨高
山茶
書台
椀に「
籾＋
殻」
痕？
あ
り

-7
 
陶
器
小
皿
A
-
h
2
3
 
S
D
I
 
（
高
台
）
7.
0 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
40

49
3 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外台
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高墨
山茶
書台
椀に
「籾
＋殻
」
痕？
あ
り

-8
 
陶
器
小
皿
A
-
h
2
3
 
S
D
l
 
（
高
台
）
7.
4 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
40

49
2 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
塁
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

58
 
土
師
器
鍋
A
-
1
2
5
 
S
D
I
 

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

33
7 

-
9
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

多）

58
 
士
師
器
羽
釜
A
-
d
2
7
 
S
D
I
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密（
0.

5~
1.

0m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
10
未
満

34
1 

-
1
0
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

多）

5
8
 

外
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
密赤（
0多色
.5粒）
 ~2
.0

mm
の
小
石

土
師
器
鍋
A
-
1
2
5
 
S
D
I
 
（口
）
21
.2
 
・
ケ
ズ
リ

良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
a
)
(2
片）
外
面
に
煤
付
着

33
8 

―
11
 

内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

58
 
土
師
器
羽
釜
A
-
f
2
5
 
S
D
l
 
（口
）
18
.0
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
20

内
外
面
に
煤
付
着

33
9 

-1
2 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

58
 
士
師
器
羽
釜
A
-
g
2
4
 
S
D
I
 
（口
）
20
.1
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
？
密赤
0色
.5粒
~3

.0
mm
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

34
0 

-1
3 

：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
？

58
 

A
-
d
2
7
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
出
切
り
の
ち
ケ

淡
釉
茶
淡
灰緑
高ロ
縁台
280
0
 

35
1 

陶
器
椀

S
D
I
 
（口
）
16
.9
 
ズ
リ
の
ち
高
台
ケ
ズ
リ
し

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

乎
椀
瀬
戸
産
？

-1
4 

A
-
e
2
6
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

35
2 

—97ー 58
 
陶
器
ね
り
鉢
A
-
f
2
5
 
S
D
I
 
（口
）
29
.8
 
外
内
：
回
転
転
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ

密
0
.
5
-
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

濃褐
褐
～
淡
ロ
縁
10

瀬
戸
産
？

34
5 

-1
5 

：
回
ナ
デ

58
 

（
高
台
）

外
：
台回
転
ナ
デ
・
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ
の

体麿
部
淡

体
常
滑
部
あ
高
る
い
は
渥
胎美
産

陶
器
ね
り
鉢
A
-
f
2
5
 
S
D
I
 

ち
高
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

高
台
25

35
0 

-1
6 

12
.2
 
内
：
回
転
ナ
デ

台
灰

と
台
部
の
土
が
異
な
る

58
 

A-
gf
 2
4
 

（
高
台
）

外
：
台回
転
ナ
デ
・
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ
の

陶
器
ね
り
鉢

S
D
I
 

内ち
高
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
4
0

常
滑
あ
る
い
は
渥
美
産

34
4 

-
1
7
 

A
-
25
 

15
.0
 
：
回
転
ナ
デ

58
 
陶
器
壷

A
-
g
2
4
 
S
D
I
 
（頚
）
12
.0
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

頚
部
30

外
面
に
自
然
釉

49
8 

-
1
8
 

A
-
!
2
5
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 
土
師
器
鍋
A
-
g
2
4
 
S
D
l
 
（口
）
27
.7
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
若

34
8 

-
1
9
 

：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

58
 
土
師
器
鍋
A
-
f
2
5
 
S
D
I
 
（口
）
36
.1
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
10

外
面
に
煤
付
着

34
9 

-
2
0
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

5
8
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
ケ

体高
部台
淡
暗
灰灰

山
茶
椀
体
部
と
高
台
部
の
胎
土
が

陶
器
椀

A
-
j
2
3
 
S
D
3
 
（
高
台
）
7.
2 
ズ
リ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

高
台
25

異高
な
る

35
3 

-2
1 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

台
内
面
に
鉄
分
厚
く
付
着

58
 
陶
器
椀

A
-
h
2
4
 
S
D
3
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
10
未
満
山
茶
椀

36
9 

-2
2 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
h
2
4
 
S
D
3
 
（
高
台
）
7.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
90

36
6 

-
2
3
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
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58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
i
2
2
 
S
D
3
 
（
高
台
）
7.
4 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
30

37
0 

-2
4 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

也
尚
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
h
2
4
 
S
D
3
 
（
高
台
）
9.
4 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
60

36
7 

-2
5 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
h
2
4
 
S
D
3
 
（
高
台
）
7.
6 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
90

36
8 

-2
6 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 
土
師
器
羽
釜
A
-
j
2
3
 
S
D
3
 
（口
）
）
 3
6.
4 
外
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

鍔
部
25

外
内
面
面
に
に
煤
炭
付
化
着物
付
着

36
5 

-2
7 

（
鍔
48
.1
内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

58
 
土
師
器
台
付
皿
A
呵
19
S
D
2
 
（
高
台
）
5.
2 
外内

：： 
剥
剣
離離

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
軟

淡
褐

高
台
25

ロ
ク
ロ
土
師
器
？

36
2 

-2
8 

58
 
土
師
器
皿
A
-
1
2
6
 
S
D
2
 

外内
：：
剥剥
離離
下
半
に
ケ
ズ
リ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
軟

淡
褐

ロ
縁
10
未
満
平
安
時
代
の
も
の

36
3 

-
2
9
 

5
8
 
土
師
器
甕
A
-
S
D
2
 
（口
）
19
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

赤密
0色
.5粒
~1
.0
mm
の
小
石
、
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
20

奈
良
•
平
安
時
代

36
1 

-3
0 

m
n
l
9
 

：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

9
8
ー

58
 
陶
器
椀

A
-
n
1
9
 
S
D
2
 
（口
）
16
.8
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

灰
ロ
縁
20

山
茶
椀

35
6 

-3
1 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

（口
）
16
.4
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

青痕山
茶
）
椀重

内ね
焼外

面き
痕に

釉高
（緑

台黄
に籾

•殻暗
陶
器
椀

A
-
b
2
4
 
S
D
Z
 
（高
）
6.
0 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
60
 

35
7 

-3
2 

（
高
台
）
8.
0 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外台
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
h
2
4
 
S
D
2
 
（
高
台
）
7.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
40

山
茶
椀
内
面
に
墨
？

35
8 

-
3
3
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

A
-
j
2
2
 
S
D
2
 
（
高
台
）
8.
4 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

山
茶
椀

36
0 

-3
4 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

-3
5 
陶
器
椀

A
-
g
2
5
 
S
D
2
 
（
高
台
）
7.
7 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

35
5 

58
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

A
-
n
1
9
 
S
D
2
 
（
高
台
）
8.
4 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
5
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

35
9 

-3
6 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

58
 
土
師
器
鍋
A
-
g
2
5
 
S
D
2
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

-3
7 

：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡褐
褐
～
暗
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

36
4 

58
 
陶
器
壷

A
-
k
2
1
 
S
D
2
 

外
：
回
転
ナ
デ
の
ち
箆
書
き
文
字

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

頚
部
25

渥
D美
産
？
頚
部D
の
文
字
は
「
D?
い
ひ
35
4 

-3
8 

内
：
回
転
ナ
デ

し
の
も
と
へ
た
つ
」
か
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59
 
土
師
器
甕
A
-
k
1
6
 
P
i
t
2
 

（口
）
17
.2
 
外
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

明
褐

ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

52
0 

-1
 

建
物
5

内
：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

59
 

Pi
t 
1
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高
植密
0物
.5痕
~2

.0
mm
の
小
石

高山
内茶
面台
椀に
に重
籾殻
ね内
面焼
痕
に含
痕自
然
釉

-2
 
陶
器
椀

A-
-m
l3
 
建
物
2
（
高
台
）
8.
1 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

堅
緻
淡
灰
～
灰
高
台
10
0

28
6 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
士
師
器
小
皿
A
-
1
1
6
 
Pi
t4
 

（（
口）
）
 7.
8 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
o
.
s
~
z
.
o
m
m
の
小
石
良
好

明
褐
90
 

30
1 

-
3
 

建
物
4
•
10
 
高
1.
2
：
ナ
デ

59
 
土
師
器
小
皿
A
-
1
1
5
 
Pi
t 
1
 
（（
口）
）
 7.
5 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
褐淡
茶
～
明
90
 

胎
土
は
マ
ー
プ
ル
状

30
2 

-
4
 

建
物
4
•
10
 
高
1.
1
：
ナ
デ

5
9
 
土
師
器
皿
A
-
j
l
7
 
P
i
t
3
 

（（
口）
）
 11
.2
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
白
70
 

43
4 

-
5
 

建
物
4

高
2.
7
：
ナ
デ

59
 
青
磁
椀

A
-
i
1
6
 
P
i
t
5
 

（口
）
15
.4
 
外
：
蓮
弁
文
の
ち
釉

密
0.
5m
m
前
後
の
砂
粒
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
15

内
外
面
に
釉
（
淡
緑
黄
）

30
3 

--
6 

建
物
4
•
10
 

99ー— 59
 

P
i
t
3
 

（（ 
口）
15
.0
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

山内
茶外
椀面
に
自
然
釉

-
7
 
陶
器
椀

A
-
1
1
6
 
建
物
4
•
10
 
高）
5.
5 
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰
15
 

29
9 

（
高
台
）
7.
4 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
陶
器
椀

A
-
j
l
7
 
P
i
t
3
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
10
未
満
山
茶
椀

30
4 

-
8
 

建
物
4

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 

Pi
t4
 

外台
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

-
9
 
陶
器
椀

A
-
1
1
6
 
建
物
4
•
10
 
（
高
台
）
8.
2 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0.
5m
m
以
下
の
砂
粒
堅
緻
淡
灰

高
台
50

30
0 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
陶
器
椀

A
-
i
l
5
 
P
i
t
2
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰
～
灰
ロ
縁
10
未
満
山内
茶面
椀に
自
然
釉

28
7 

-
1
0
 

建
物
1

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
陶
器
椀

A
-
g
l
5
 
Pi
t 
1
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
5
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
10
未
満
山
茶
椀

29
0 

-1
1 

建
物
1

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
士
師
器
皿
A
-
h
1
3
 
Pi
t 
1
 
（口
）
11
.8
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

赤密
0色
.5粒
~2
.0
mm
の
小
石
、
や
や
軟
淡
黄
白
ロ
縁
6
0

28
8 

-1
2 

建
物
l

：
ナ
デ

59
 
士
師
器
皿
A
-
i
1
4
 
Pi
t 
1
 
（（口
）
）
 14
.0
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
25

28
9 

-
1
3
 

建
物
1

高
2.
6
：
ナ
デ

59
 
士
錘

A
-
c
1
4
 
Pi
t 
4
 

（（（ 
長径
）
 
）
 41. 
.
 
7
 
7
 
棒
状
工
具
に
巻
ぎ
付
け
て
成
形
し
た
も

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶

完
形

重
量
9
.
9
g

29
4 

-1
4 

建
物
9

孔
径
）
0.
5 
の
か

59
 
士
師
器
皿
A
-
a
1
4
 
Pi
t 
1
 
（（口
）
）
 11
.6
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐
6
0
 

43
2 

-1
5 

建
物
9

高
2.
8
：
ナ
デ
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5
9
 
土
師
器
皿
A
-
c
l
4
 
P
i
t
2
 

外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密赤
0色
.5粒
~1
.0
mm
の
小
石
、
良
好
淡
褐

ロ
縁
13

歪
み
大
ぎ
い

29
5 

-1
6 

建
物
9

：
ナ
デ

59
 
陶
器
椀

A
-
b
l
4
 
P
i
t
9
 

（口
）
14
.9
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

植粗
0物
.5痕
~2
.0
mm
の
小
石
、
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
3
0
(
2
片）
山
茶
椀

29
3 

-
1
7
 

建
物
9

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
青
磁
椀

A
-
c
l
4
 
P
i
t
3
 

（口
）
12
.8
 
外
：
蓮
弁
文
の
ち
釉

密
0.
5m
m
未
満
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
25

内
外
面
に
釉
（
淡
緑
）

29
2 

-
1
8
 

建
物
9

59
 
土
師
器
鍋
A
-
c
l
4
 
P
i
t
3
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
茶
灰

ロ
縁
10

内
外
面
に
煤
付
着

29
1 

-1
9 

建
物
9

：
ヨ
コ
ナ
デ

5
9
 
陶
器
椀

A-
--
ml
9 
Pi
t4
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
10
未
満
山
茶
椀

52
1 

-2
0 

建
物
8

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

59
 
土
師
器
焙
烙
A
中
央
S
D
7
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

明
褐

ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

39
9 

-2
1 

：
ヨ
コ
ナ
デ

|
 
100-

59
 
土
師
器
焙
烙
A
-
1
2
1
 
S
D
8
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

39
4 

-2
2 

：
ヨ
コ
ナ
デ

59
 
士
師
器
焙
烙
A
-
1
2
1
 
S
D
8
 

外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
暗
褐

ロ
縁
10
未
満
外
面
に
煤
付
着

39
3 

-2
3 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

59
 
土
師
器
鍋
A
-
1
1
8
 
S
K
I
 
（口
）
27
.2
 
外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
浪
褐

ロ
縁
70

外
面
に
煤
付
着

39
1 

-2
4 

：
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

5
9
 
土
師
器
茶
釜
？
A
-
1
2
1
 
S
D
8
 
（口
）
10
.4
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
暗
褐

ロ
縁
13

内
面
に
炭
化
物
付
着

39
5 

-2
5 

：
ヨ
コ
ナ
デ

59
 
士
師
器
茶
釜
？
A
-
f
l
8
 
S
K
I
 
（口
）
9.
4 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

明
褐

ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

39
2 

-
2
6
 

：
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

59
 
陶
器
椀

A
-
k
1
2
 
S
K
3
1
 
（口
）
12
.0
 
外内

：： 
染染
めめ
付付
けけ
釉釉

密
堅
緻

白
灰
青
釉
高
台
30

内
面
見
込
み
に
も
染
め
付
け
施
文
あ
51
6 

-2
7 

白・
り

59
 
陶
器
椀

A
中
央
S
D
7
 
（口
）
10
.8
 
外内

：： 
染染
めめ
付付
けけ
釉釉

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡白
灰•
青
釉
ロ
縁
10

39
8 

-2
8 

5
9
 
陶
器
椀

A
中
央
S
D
7
 
（
高
台
）
4.
2 
外内

：： 
染染
めめ
付付
けけ
釉釉

密
磁
気
質

堅
緻
釉淡
白灰青白
灰
・
高
台
10
0
染
付
端
反
椀
の
類
？

39
7 

-2
9 

59
 
陶
器
仏
器
？
A
中
央
S
D
7
 
（（口
）
）
 4.
4 
外内
：：
型釉
押
し
？
模
様
の
ち
釉

密
堅
緻
釉白
灰淡
緑
白
4
0
 

合
子
？

40
0 

-
3
0
 

高
1.
4
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. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

5
9
 
陶
器
高
杯
A
-
h
1
5
 
S
 D
1
0
 
（
脚
裾
）
3.
4 
外
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
釉釉

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

脚
70

39
6 

-3
1 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち

5
9
 
陶
器
瓶
？

A
中
央
S
D
7
 

外内
：
染
め
付
け
釉

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

釉淡
淡茶
青
灰白
灰
ロ
縁
10
未
満

40
1 

-3
2 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

5
9
 

（
受
部
）

外
闘：
回
転
ナ
デ
・
ツ
マ
ミ
に
列
点
文
の

淡
釉
灰
濃
茶

陶
器
壷

A
-
1
1
8
 
S
K
I
付
近

10
.0
 

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

4
0
 

釉
は
鉄
釉

51
5 

-
3
3
 

（高
）
3.
2 

回
転
ナ
デ

5
9
 
陶
器
壷

A
-
i
1
9
 
S
K
3
 

外内
：
ス
タ
ソ
プ
文
の
ち
釉

密
0
.
5
-
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

釉灰白
灰
淡
緑
体
部
片

瀬
戸
産
？

58
7 

-3
4 

：
ナ
デ

6
0
 
陶
器
椀

B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
4
 

外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
10

山
茶
椀
漬
け
掛
け
釉
（
灰
）
輪
花
15
5 

-1
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

あ
り

6
0
 
陶
器
椀

B
-
d
3
3
 
S
K
l
 
（口
）
15
.7
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
2
0

山
茶
椀

14
8 

-
2
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

|lolー

6
0
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

-
3
 
陶
器
椀

B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
 1
 
（
高
台
）
9.
2 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
5
0

山
茶
椀

14
9 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

山
茶
痕
椀
あ
内
面
に
自
然
釉
重
ね
焼

陶
器
椀

B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
2
 
（
高
台
）
9.
5 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
6
0

14
7 

-
4
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

き
り

60
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

陶
器
椀

B
-
d
3
3
 
S
K
 1
 p
 3
 
（
高
台
）
9.
6 
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
40

山
茶
椀
高
台
に
籾
殻
痕

15
0 

-
5
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

60
 

外胃
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

-
6
 
陶
器
椀

B
-
d
3
3
 
S
K
I
 
（
高
台
）
7.
5 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
50

山
茶
椀
高
台
に
籾
殻
痕

15
4 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

60
 
土
師
器
皿
B
-
d
3
3
 
S
K
I
 
（口
）
12
.5
 
外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
～
暗
褐
口
徽
J)
(2
片）

57
1 

-
7
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

60
 
土
師
器
皿
B
-
d
3
3
 
S
K
I
 

外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗（
0
.
5
-
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐

ロ
縁
10

57
2 

-
8
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

多）

60
 

（｛
口）
｝
 
7.
8 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

土
師
器
小
皿
B
-
d
3
3
 
S
K
I
 
ロ
1.
4

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

3
0
 

ロ
ク
ロ
土
師
器

57
0 

-
9
 

底
4.
1

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 
土
師
器
甕
B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
4
 
（（復口
）
 
高
1）7
 .4
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ケ
ズ
リ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐

ロ
縁
25

外
内
面
面
に
に
煤
炭
付
化
着物
付
着

15
2 

-1
0 

10
.7
 
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
0
 
士
師
器
鍋
B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
5
 
（（
口）
）
 1
9.
0 
外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

粗
0.
5~
2.
QI
ID
I
の
小
石
や
や
軟
褐明
褐
～
灰
8
0
 

14
6 

-1
1 

高
8.
8

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
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器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

6
0
 
土
師
器
甕

B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
4
 
（口
）
18
.8
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
良
好

暗
褐

ロ
縁
30

外
面
に
煤
付
着

15
1 

-1
2 

：
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

6
0
 

外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

褐淡
褐
～
暗

土
師
器
鍋

B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
4
 
（口
）
19
.6
 
：
ナ
デ
・
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
良
好

ロ
縁
50

内
外
面
に
煤
付
着

15
3 

-1
3 

ケ
ズ
リ

60
 
土
師
器
甕

B
-
d
3
3
 
S
K
 l
p
4
 
（口
）
21
.8
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
50

外
面
に
煤
付
着

14
5 

-1
4 

：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
0
 

（｛
口）
公
15
.2
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

陶
器
椀

B
-
k
3
3
 
S
K
1
8
 
高高
5
 .
 
5
 
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
40
 

山
茶
椀

11
7 

-1
5 

)
 7.
8 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

B
-
k
3
3
 
S
 K
l
8
 
（
高
台
）
7.
5 
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

11
5 

一
16

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

60
 

外胄
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

B
-
k
3
3
 
S
K
1
8
 
（
高
台
）
7.
4 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
10
0

山
茶
椀

11
4 

-
1
7
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

|
 
102ー

60
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

山
内
面
茶
椀に
釉
（灰
）

陶
器
椀

B
-
k
3
3
 
S
K
I
S
 
（
高
台
）
8.
3 
プ
ベ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
台
80

11
6 

-
1
8
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 
士
師
器
皿
B
-
k
3
3
 
S
K
1
8
 
（口
）
14
.6
 
外内
：
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
30

外
面
に
黒
斑

11
0 

-1
9 

：
ヨ
コ
ナ
デ

6
0
 
土
師
器
甕

B
-
k
3
3
 
S
 K
1
8
 
（口
）
20
.4
 
外内
：
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
暗
褐

ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着
（
一
部
赤
変
）

11
1 

-2
0 

：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

60
 
土
師
器
甕
B
-
k
3
3
 
S
K
1
8
 
（口
）
26
.2
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐

ロ
縁
25

内
外
面
に
煤
付
着

11
3 

-2
1 

：
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

60
 
士
師
器
甕

B
-
k
3
3
 
S
K
I
S
 
（口
）
29
.2
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
茶
灰
ロ
縁
20

11
2 

-2
2 

：
ヨ
コ
ナ
デ

6
0
 
陶
器
椀

B
-
1
3
7
 
S
D
4
 
（口
）
16
.2
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
灰

ロ
縁
30

山
茶
椀

10
5 

-2
3 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

（｛
口）
公
16
.6
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

ロ
縁
ムロ
10
 

高
山
茶
台
椀に
籾
殻
痕

-2
4 
陶
器
椀

B-
-m
33
 
S
D
4
 
高高
6
 .
 
2
 
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

高
10
0

10
3 

)
 7.
0 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

60
 

（｛
口）
ら1
6.
4 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ナ
デ
・

密
O
.
S
~
l
.
O
m
m
の
小
石
、

ロ
縁
ムロ
30
 

陶
器
椀

B
-
1
3
6
 
S
D
4
 
高高
5
 .
 
2
 
ヨ
コ
ナ
デ

堅
緻

白
灰

山
茶
椀

10
1 

-
2
5
 

)
 6.
9 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ワ
ラ

高
10
0

60
 
陶
器
椀

B
呵
34
S
D
4
 
（口
）
13
.8
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
20

山
茶
椀

10
9 

-
2
6
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
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器

種
地
区
遺
構
・
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名
法
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(
c
m
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調
整
•
技
法
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特
徴

胎
±
 
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

6
0
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

B
-
m
3
4
 
S
D
4
 
（
高
台
）
6.
3 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0

10
7 

-2
7 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

60
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

陶
器
椀

B
面
34
S
D
4
 
（
高
台
）
7.
8 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
50

山
茶
椀

10
8 

-
2
8
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

B
呵
33
S
D
4
 
（
高
台
）
7.
6 
デ

密
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0

10
4 

-2
9 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

B
-
1
3
7
 
S
D
4
 
（
高
台
）
7.
6 
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
灰

高
台
10
0

10
6 

-3
0 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
高
台
に
ヨ
コ
ナ

高山
茶台
椀に
籾
殻
痕

陶
器
椀

B
-
1
3
6
 
S
D
4
 
（
高
台
）
6.
9 
デ

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
灰

高
台
10
0

10
2 

-3
1 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6
0
 

外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

底
山
茶
部
椀
に
墨
書
高
台
「
に
ー
籾J
殻
痕

陶
器
椀

B-
-m
33
 
Pi
t 
1
 
（
高
台
）
6.
1 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0

20
2 

-3
2 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

|
 
103ー

6
0
 
土
師
器
皿
B
-
j
3
5
 
S
E
l
 

外内
：： 
剣
剣
離離

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
軟

淡
茶
灰
ロ
縁
20

56
1 

-3
3 

60
 

（（
口）
）
 12
.6
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ヨ
コ
ナ
デ

-3
4 
土
師
器
皿
B
-
n
3
4
 
S
D
5
 
高
2.
5
：
板
ナ
デ
・
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ほ
ぼ
完
形

16
3 

~
2

.6
 

60
 
陶
器
壷

B
-
0
3
4
 
S
D
5
 
（口
）
19
.0
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
灰
～
賠
灰
頚ロ
縁部
3100
 
外
面
に
釉
（
緑
灰
）

16
5 

-3
5 

焼
土
内

：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
0
 

B
-
0
3
4
 
S
D
5
 

外
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ハ
ケ
施
文
・
ヨ
コ

緑常
接滑
灰合
産）資
料
外
面
に
釉
（
暗
紫
灰
・
淡

陶
器
壷

（口
）
20
.2
 
ナ
デ

密
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
賠
灰

ロ
縁
70

16
4 

-3
6 

B
-
n
3
4
 
S
K
3
9
 

内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
i
3
6
 
Pi
t 
1
 
（（口
）
）
 7.
6 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
白
完
形

胎
土
は
マ
ー
プ
ル
状

17
3 

-1
 

高
1.
1
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
i
3
6
 
Pi
t 
1
 
（（口
）
）
 8.
0 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
白
完
形

17
2 

-
2
 

高
1.
2
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
i
3
6
 
Pi
t 
1
 
（（口
）
）
 8.
1 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
白
ほ
ぼ
完
形

17
1 

-
3
 

高
1.
2
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
i
3
6
 
Pi
t 
1
 
（口
）
7.
8 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
50
 

17
4 

-
4
 

：
ナ
デ

61
 
陶
器
椀

B
-
i
3
6
 
Pi
t 
1
 
（口
）
14
.0
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
灰

ロ
縁
20

山
茶
椀

17
0 

-
5
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
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構
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c
m
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胎
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焼
成
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（
％
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.

61
 
陶
器
椀

B
-
k
3
8
 
S
K
1
4
 
（口
）
15
.2
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
30

山
茶
椀
内
面
に
自
然
釉
（
淡
緑
灰
）
16
9 

----
6 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

61
 
陶
器
椀

B
-
e
3
1
 
Pi
t 
1
 
（口
）
15
.8
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

ロ
縁
25

漬山
茶け
椀掛
け輪
釉花
（灰
あ白
り
）
 

17
5 

-7
 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

61
 

Pi
t 
1
 
（（口
）
）
 17
.2
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高ロ
縁台
3120
 

陶
器
椀

B
-
b
3
2
 

高高
5
 .
 
3
 
台
に
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

山
茶
椀

17
6 

-
8
 

P
i
t
2
 

（
台
）
8.
0 
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

61
 
士
師
器
小
皿
B
-
1
3
2
 
S
K
4
p
2
 
（（
口）
）
 8.
0 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
30

16
0 

-
9
 

高
0.
9
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
f
3
2
 
S
K
4
p
3
 
（（
口）
）
 8.
1 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
30

15
9 

-
1
0
 

高
0.
7
：
板
ナ
デ
・
ナ
デ

61
 
士
師
器
小
皿
B
-
1
3
2
 
S
K
4
p
2
 
（（口
）
）
 7.
9 
外内
：
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
70
 

15
6 

-
1
1
 

高
0
.
9
：
ナ
デ

ー104|
 

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
1
3
2
 
S
K
4
p
3
 
（（口
）
）
 7.
9 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
50

15
8 

一
12

高
0.
9
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
f
3
2
 
S
K
4
p
2
 
（（
口）
）
 7.
9 
外内
：
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
30

15
7 

-1
3 

高
1.
1
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
i
3
8
 
S
 K
4
4
p
 1
 
（（
口）
）
 8.
3 
外内
：
 ナ
デ

粗
O
.
S
~
l
.
O
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
完
形

10
0 

-
1
4
 

高
1.
1
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
4
4
 
（（口
）
）
 7.
9 
外内

：： 
剣
剣
離離

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
乳
白

完
形

9
8
a
 

-1
5 

高
1.
2

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
4
4
p
2
 
（（口
）
）
 8.
3 
外内

：： 
剣
剥
離離

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
軟

乳
白
6
0
 

9
9
 

-1
6 

高
1.
2

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
4
4
 
（（
口）
）
 8.
4 
外内

：： 
剥
剥
離離

粗（
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
軟

乳
白
6
0
 

56
2 

-1
7 

高
1.
4

多）

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
d
3
0
 
S
X
3
 
（（日）
）
 6.

6~
7.

2 
外内
：
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
黄
灰
完
形

16
1 

-
1
8
 

高
0.
1~
1.
2
：
ナ
デ

61
 
土
師
器
皿
B
-
k
3
5
 
S
X
6
 
（（
口）
）
 12
.0
 
外内

：： 
剥
剣
離離

密
O
.
S
~
l
.
O
m
m
の
小
石
軟

乳
灰

ロ
縁
50

56
6 

-
1
9
 

高
2.
1

61
 
士
師
器
皿
B
-
f
3
2
 
S
K
2
 
（（
口）
）
 11
.2
 
外内

：： 
剥
剥
離離

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
茶
灰

ロ
縁
6
0

56
3 

-2
0 

高
2.
4
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(
c
m
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整
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技
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特
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胎
土
焼
成
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調
残
存
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（
％
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備
考

実
測
No
.

61
 
陶
器
卸
皿

B
-
£
3
2
 
S
K
2
 
（（
口）
）
 13
.4
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
灰白
～
淡
緑
唱
10

内
外
面
に
釉

18
0 

-2
1 

高
2.
3

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
卸
目

底
30

61
 
陶
器
ね
り
鉢
B
-
1
3
2
 
S
K
2
 
（口
）
27
.2
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
25
 

常
滑
産
？

17
9 

-2
2 

：
ヨ
コ
ナ
デ
・
磨
滅

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
k
3
6
 
S
K
2
6
 
（（
口）
）
 7.
8 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
30

14
3 

-
2
3
 

高
1.
2

：
ナ
デ

61
 
土
師
器
皿
B
-
k
3
6
 
S
K
2
6
 
（（
口）
）
 12
.6
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
乳
灰
ロ
縁
20

14
4 

-2
4 

高
1.
7

：
ナ
デ

61
 

外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
•
箆
ナ

陶
器
壷
？

B
-
k
3
6
 
S
K
2
6
 
（底
）
5.
1 
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

底
部
50

14
2 

-2
5 

内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

61
 
土
師
器
羽
釜
？
B
-
k
3
6
 
S
K
2
6
 
（口
）
23
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

赤粗
0色
.5粒
~3
.0
mm
の
小
石
、
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
40
(2
片）

14
1 

-2
6 

：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

|
 

10
5
ー

61
 

（~
口）j
 
11
.0
 
外
内
：
回
転
転
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ

粗
0
.
5
~
1
1
.
0
m
m
の
小

翡
70

渥外
面美
に？
自
然
釉
（
白
灰
）

-
2
7
 
陶
器
壷

B
-
j
3
8
 
S
 K
4
3
p
 1
 
底高
22
 .
 
7
 
：
回
ナ
デ

石
堅
緻

暗
灰

完
形

77
 

7.
8 

61
 
士
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
4
3
p
 3
 
（（
口）
）
 7.
7 
外内
：
オ
サ
エ
・
剣
離

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
70
 

78
 

-
2
8
 

高
1.
0

：
梃
J離

61
 
士
師
器
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
4
3
 
（（
口）
）
 11
.3
 
外内
：
 ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
20

80
 

-
2
9
 

高
2.
1

：
ナ
デ

61
 
土
師
器
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
4
3
p
4
 
（（
口）
）
 14
.0
 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
25

79
 

-3
0 

高
2.
5

：
ナ
デ

61
 

（（
口）
）
 21
.6
 
外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

体ロ
縁部
895
0
 

-3
1 
土
師
器
鍋

B
-
j
3
8
 
S
 K
4
3
p
2
 
高
12
.3

：
ナ
デ
・
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

外
面
に
煤
付
着

76
 

ケ
ズ
リ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
2
3
下
（（
口）
）
 7.
6 
外内

：： 
剣
剣
離離

赤粗
0色
.5粒
~3
.0
mm
の
小
石
、
や
や
軟
淡
茶
灰
完
形

16
7 

-3
2 

高
1.
1

61
 
士
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
2
3
下
（（
口）
）
 7.
8 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

粗
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
95
 

16
6 

-
3
3
 

高
1.
2

：
板
ナ
デ
の
ち
ナ
デ

61
 
士
師
器
小
皿
B
-
j
3
8
 
S
K
2
3
下
（（
口）
）
 8.
7 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
4
0
 

外
面
に
黒
斑
？

16
8 

-
3
4
 

高
1.
3

：
ナ
デ

61
 
士
師
器
小
皿
B
-
k
3
6
 
S
 K
2
5
p
l
3
 
（（
口）
）
 7.
3 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
完
形

12
7 

-3
5 

高
1.
0

：
ナ
デ
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器
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(
c
m
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調
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技
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特
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胎
±
 
焼
成
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残
存
度
（
％
）

備
考

実
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No
.

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
k
3
6
 
S
 K
2
5
p
l
4
 
（（
口）
）
 7
.3
 
外内
：
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
95
 

12
9 

-3
6 

高
1.
2

：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
k
3
6
 
S
 K
2
S
p
l
2
 
（（
口）
）
 8.
0 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
完
形

13
0 

-3
7 

高
1.
4

：
ナ
デ

61
 
土
師
器
小
皿
B
-
k
3
6
 
S
 K
2
5
p
l
5
 
（（
口）
）
 7
.6
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
褐
8
0
 

12
8 

-3
8 

高
1.
2

：
ナ
デ

61
 

（｛
口）
公
14
.6
 
外腐
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り
の
ち
高

高ロ
縁台
4100
0
 
高
山
茶
台
椀
に
籾
底
殻
痕部
に
墨
書
「
ー
」
あ
り

陶
器
椀

B
-
k
3
6
 
S
 K
2
5
p
 1
 
高高
5
 .
 
6
 
に
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
灰

12
6 

-3
9 

)
 6.
6 
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

61
 

（（復口
）
 
高
2）
5
 .
 
0
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
粗赤
0色
.5粒
~2
.0
mm
の
小
石
、

士
師
器
鍋
B
-
k
3
6
 
S
 K
2
5
p
l
l
 

：
ナ
デ
・
指
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

や
や
軟
淡
茶
灰
4
0
 

外
面
に
煤
付
着

12
5 

-
4
0
 

10
.3
 
ケ
ズ
リ

61
 
陶
器
大
甕
B
-
k
3
6
 
S
 K
2
5
p
l
6
 

外内
：
ナ
デ
の
ち
タ
タ
キ
メ

粗
0~

5-
3.

0m
mの
小
石
堅
緻

赤
褐

小
片

常
滑

13
1 

-4
1 

：
板
ナ
デ

|
 
106ーー

61
 

S
 K
2
5
p
 2
 
｛（
口）
｝
 
49
.6
 
外
：
ナ
デ
ナ
・(
5板デ
列ナ
の
）
 デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

外
常
滑面
に
自
然
釉
（
淡
緑
灰
）

陶
器
大
甕
B
-
k
3
6
 

高底
7
 1.
 2
 
タ
タ
キ
メ

内
：
指
オ
サ
エ
・

粗
0
.
5
~
5
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
50
 

12
4 

-4
2 

~
n

 
19
.6
 
ナ
デ
・
板

ち
ヨ
コ
ナ
デ

62
 
土
師
器
皿
B
-
k
3
7
 
Pi
t 
1
 
（（
口）
）
 1
1.
7 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐
80
 

外
面
に
煤
付
着

16
2 

-1
 

建
物
2

高
2.
7

：
ナ
デ

6
2
 
土
師
器
皿
B
-
h
3
7
 
S
K
1
7
 
（口
）
10
.2
 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
15

13
5 

-
2
 

：
ナ
デ

62
 
土
師
器
鍋
B
-
h
3
7
 
S
 K
l
7
 
（口
）
20
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡暗
茶褐
灰
～
ロ
縁
2
0

外
面
に
煤
付
着

13
3 

-
3
 

：
ナ
デ
・
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

62
 
士
師
器
鍋
B
-
h
3
7
 
S
K
1
7
 
（口
）
34
.0
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

明
茶
灰
ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

13
2 

-
4
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

62
 
土
師
器
鍋

B
-
h
3
7
 
S
 K
l
7
 
（口
）
31
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

13
4 

-
5
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
2
 
土
師
器
鍋
B
-
i
3
7
 
S
K
2
4
 
（口
）
31
.2
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
40

外
面
に
煤
付
着

81
 

--
6 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

62
 
士
師
器
小
皿
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 7
.5
 
外内
：
オ
サ
エ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
黄
灰
70
 

87
 

-
7
 

高
0.
9

：
ナ
デ

6
2
 
土
師
器
小
皿
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 7
.6
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密（
0少
.5）
~1

.0
mm
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
50
 

55
7 

-
8
 

高
1.
1

：
ナ
デ
・
板
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
±
 
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

62
 
士
師
器
皿
B
-
f
3
4
 
S
K
5
 
（高
）
2.
2 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10

55
9 

-
9
 

：
ナ
デ

62
 
土
師
器
皿
B
-
f
3
4
 
S
K
5
 
（高
）
2.
1 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10

56
0 

ー
10

：
ナ
デ

62
 
土
師
器
皿
B
-
f
3
4
 
S
K
5
 
（（
口）
）
 9
.7
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

白
茶
灰
ロ
縁
30

55
8 

-1
1 

高
2.
3

：
ナ
デ

62
 
青
磁
椀

B
-
1
3
4
 
S
K
S
 
（
高
台
）
5.
6 
外
：
ケ
ズ
リ

密
0.
5m
m
前
後
の
小
石
堅
緻

白
灰

高
台
25

内
外
面
に
釉
（
淡
緑
）

91
 

-
1
2
 

62
 
白
磁
椀

B
-
!
3
4
 
S
K
5
 

内
外
面
と
も
白
色
釉
か
か
る

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

白
灰
10
弱

内
外
面
に
釉
（
白
）

92
 

-
1
3
 

6
2
 

（（
口）
）
 8
.8
 
外
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

-
1
4
 
陶
器
小
皿
B
-
1
3
4
 
S
K
5
 
高
2.
3
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
黄
灰
ロ
縁
20

内
外
面
に
釉
（
淡
緑
灰
～
淡
黄
灰
）
95
 

（底
）
5.
4 

-107ー

6
2
 
陶
器
壷
？

B
-
£
3
4
 
S
K
5
 
（底
）
5.
6 
外
内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
釉糸
切
り
の
ち
釉

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

釉白
茶
灰
底
部
80

瀬
戸
産
？

55
6 

ー
15

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち

淡
緑
灰

6
2
 
陶
器
椀

B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
15
.9
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
茶
灰
ロ
縁
12

乎
内
椀外
面
に
釉
（
淡
緑
灰
）

8
8
 

-1
6 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

62
 
陶
器
卸
皿
B
-
f
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
15
.6
 
外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

-1
7 

：
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
卸
目

密
0
ふ
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
25

外
面
に
釉
（
白
）

9
6
 

62
 
土
師
器
鍋
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
25
.8
 
外内
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

-
1
8
 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

8
2
 

62
 
土
師
器
鍋
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
26
.0
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

-
1
9
 

：
ナ
デ
？
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

8
3
 

62
 
土
師
器
鍋
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
30
.3
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

8
4
 

-
2
0
 

：
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
2
 

外
：
オ
サ
エ
の
ち
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ

赤密
0色.

5小
~粒1
.0
mm
の
小
石
、

-2
1 
士
師
器
鍋
B
-
1
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
30
.2
 
デ

良
好

淡
灰
褐
ロ
縁
30

外
面
に
煤
付
若

55
5 

内
：
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
2
 
士
師
器
鍋
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
32
.6
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
白
灰

ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

85
 

-2
2 

：
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
2
 
土
師
器
鍋
B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（口
）
34
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

茶
灰

ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

8
6
 

-2
3 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

6
2
 
陶
器
壷

B
-
e
3
4
 
S
K
5
 
（底
）
14
.4
 
外内
：
 ナ
デ

粗
0
.
5
~
8
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
閻

底
60

97
 

-2
4 

：
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
板
ナ
デ

6
2
 

外
：
箆
手
状
工
具
に
よ
る
施
文
・
ハ
リ
ッ

陶
器
壷

B
-
f
3
4
 
S
K
S
 

ケ
把
？
 

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

賠
灰
10
以
下

瀬
戸
？
外
面
に
釉
（
黒
灰
～
白
灰
）
90
 

-2
5 

内
：
ナ
デ

62
 
陶
器
ね
り
鉢
B
-
f
3
4
 
S
K
5
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ
の
ち
ケ
ズ
リ

粗
0
.
5
~
4
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰
10
以
下

瀬
戸
産

89
 

-2
6 

：
磨
滅

62
 
土
師
器
羽
釜
B
-
e
3
4
 
S
K
S
 
（口
）
38
.8
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
若

98
 

-2
7 

：
ナ
デ

62
 
士
師
器
鍋

B
-
h
3
6
 
S
K
3
1
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
乳
灰
10
以
下

外
面
に
煤
付
着

19
9 

-2
8 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

62
 
土
師
器
鍋
B
-
h
3
6
 
S
K
3
1
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐
10
以
下

20
0 

-2
9 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

|
 

10
8
ー

62
 
陶
器
小
壷
B
-
h
3
6
 
S
K
3
1
 
（底
）
7.
1 
外内
：
 ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

暗
淡
褐
茶
～灰
底
部
25

常
内
滑
：
賠
内
褐
外
）
面
に
釉
（
外
：
淡
緑
灰
・
20
1 

-3
0 

：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

63
 
土
師
器
鍋
B
-
j
3
3
 
P
i
t
2
 

（口
）
26
.8
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
褐
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

17
7 

-1
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

63
 
土
師
器
鍋
B
-
k
3
2
 
S
K
3
0
 
（口
）
28
.5
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐
～
褐
ロ
縁
30

外
面
に
煤
付
若

12
0 

-
2
 

下
層
下

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

63
 

S
下K
3層0
 
（（
口）
）
 28
.8
 
外
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ

-
3
 
土
師
器
鍋
B
-
k
3
0
 

高
12
.3
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
内
：
ナ
デ
・
板
ナ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
褐

ロ
縁
60

外
面
に
煤
付
着

11
9 

デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

63
 
土
師
器
鍋
B
-
k
3
5
 
S
K
3
0
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密（
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10

56
5 

-
4
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

少）

63
 
陶
器
ね
り
鉢
B
-
k
3
5
 
S
K
3層
0
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

橙
10
未
満

12
3 

-
5
 

下
下

：
ヨ
コ
ナ
デ

63
 
陶
器
ね
り
鉢
B
-
k
3
5
 
S
K
3
0
 

外内
：
オ
サ
エ
の
ち
回
転
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

赤
茶

ロ
縁
10
未
満
常
滑
産

56
4 

~
 

：
ナ
デ

63
 
陶
器
甕
？

B
-
k
3
0
 
S
K
3層0
 

外内
：
 ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

濃
褐
～
褐
底
10

壷
の
可
能
性
あ
り

12
2 

-
7
 

下
下

：
ナ
デ

63
 
陶
器
捕
鉢
B
-
k
3
0
 
S
K
3層
0
 
（底
）
12
.0
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

底
12

瀬
内
戸
外
産面
に
釉
（
濃
褐
）

12
1 

-
8
 

下
下

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
ハ
ケ
メ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
士
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

6
3
 
士
師
器
皿
B
-
1
3
3
 
Pi
t 
1
 
（口
）
13
.3
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
30

18
5 

-
9
 

建
物
1

：
ナ
デ

63
 
士
師
器
鍋
B
-
j
3
3
 
S
K
1
6
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
蜃塁

10
以
下

外
面
に
煤
付
着

18
3 

-
1
0
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

63
 
土
師
器
鍋
B
-
j
3
3
 
S
K
1
6
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
黄
灰
ロ
縁
10

18
4 

-1
1 

：
ヨ
コ
ナ
デ

6
3
 
土
師
器
鍋
B
-
j
3
3
 
S
K
1
6
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
褐
10
 

外
面
に
煤
付
着

18
2 

-1
2 

：
ヨ
コ
ナ
デ

6
3
 
陶
器
ね
り
鉢
B
-
j
3
3
 
S
K
1
6
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
赤
褐
10
未
満

18
1 

-1
3 

：
ヨ
コ
ナ
デ
・
磨
減

63
 
陶
器
皿

B
-
j
3
3
 
S
K
l
l
 
（底
）
5.
1 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高ロ
縁台
850
 
縁ロ
ロ釉
縁縁
皿部部
片に
釉と
体（
黒部
茶片
）
を
合
成

14
0 

-1
4 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

|
 
109ー

6
3
 
陶
器
椀

B
-
j
3
3
 
S
K
l
l
 
（
高
台
）
4.
8 
外
：
糸
切
り
の
ち
高
台
ケ
ズ
リ
出
し

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
灰

高
台
10
0
平
内
椀
面
に
釉
瀬
戸
（
産淡
緑
灰
）

13
8 

-
1
5
 

6
3
 
士
師
器
鍋

B
-
j
3
3
 
S
K
l
l
 
（口
）
23
.0
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
茶
灰
ロ
縁
3
0
(
2
片）

13
7 

-1
6 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
3
 
士
師
器
鍋
B
-
j
3
3
 
S
K
l
l
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
淡
黄
灰
ロ
縁
10

ロ
縁
部
片
と
体
部
片
を
合
成

13
9 

-1
7 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

63
 
土
師
器
鍋
B
-
j
3
3
 
S
K
U
 
（口
）
36
.4
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
Q.
5~
1.
QI
ID
I
の
小
石
良
好
淡黒
茶灰
灰
ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

13
6 

-
1
8
 

：
ナ
デ
？
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
3
 
陶
器
椀

B
-
g
3
7
 
S
D
2
 
（口
）
14
.7
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
20

輪山
茶花
椀あ
り

19
6 

-
1
9
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

63
 
陶
器
椀

B
-
g
3
7
 
S
D
2
 
（口
）
16
.2
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡
灰

ロ
縁
20

潰山
茶け
椀掛
け
釉
（
白
灰
）

19
5 

-
2
0
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

63
 
陶
器
甕

B
-
i
3
2
 

S
D

2
•
3

 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0.
5-
3.
01
11
1
の
小
石
堅
緻
嚢
灰

ロ
縁
10

常内
滑外
産面
に
釉
（
淡
緑
灰
）

19
7 

-2
1 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
3
 
土
師
器
鍋
B
-
g
3
7
 
S
D
2
 
（口
）
18
.0
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好
淡黒
茶灰
灰
ロ
縁
12

19
3 

-2
2 

：
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

6
3
 
陶
器
ね
り
鉢
B
-
i
3
1
 
S
D
2
 
（口
）
17
.8
 
外内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻
赤褐
褐
～
淡
ロ
縁
2
0

19
1 

-2
3 

：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
±
 
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

63
 
青
磁
椀

B
-
h
3
4
 
S
D
3
 

内
：
ク
シ
メ
状
施
文
の
ち
釉

密
0.
5m
m
前
後
の
小
石
堅
緻

淡
灰

椀
下
部
20

内
外
面
に
釉
（
暗
緑
灰
）

19
8 

-2
4 

63
 
土
師
器
羽
釜
B
-
i
3
1
 
S
D
2
 

外
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
10

ロ
縁
部
勢
産に
焼
成
前
穿
孔
(
2
ヶ
所
）
19
2 

-2
5 

内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

黒
灰

北

63
 
土
師
器
鍋
B
-
g
3
7
 
S
D
2
 

外
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
皿
の
小
石
良
好

淡黒
茶灰
灰
ロ
縁
10

19
4 

-2
6 

内
：
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

63
 
陶
器
大
甕
B
-
i
3
4
 
S
K
9
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

濃
褐

ロ
縁
10
以
下
常
滑
産

17
8 

-2
7 

：
ヨ
コ
ナ
デ

63
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

土
師
器
羽
釜
B
-
0
3
6
 
S
D
S
 
（口
）
24
.0
 
：
ナ
デ
・
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

11
8 

-2
8 

ケ
ズ
リ
状
の
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
b
 1
 
S
D
2
 
（底
）
6.
6 
外内
：：
剣剣
離離
、
糸
切
り

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
底
部
40

ロ
ク
ロ
土
師
器

55
4 

-1
 

—llO-

64
 
土
師
器
甕
C
-
b
 2
 
Pi
t2
 

（口
）
21
.0
 
外
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
3
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

75
 

-2
 

内
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
板
ナ
デ

64
 
陶
器
椀

C
-
b
 1
 
S
K
I
 
（口
）
13
.6
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

ロ
縁
20

山
茶
椀

54
 

-3
 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

64
 
士
師
器
皿
C
-
b
 1
 
S
K
I
 
（口
）
12
.4
 
外内
：
 ナ
デ

-4
 

：
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

5
6
 

64
 
土
師
器
皿
C
-
b
 1
 
S
K
I
 
（口
）
11
.8
 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
30

55
 

-5
 

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
b
 1
 
S
K
I
 
（口
）
11
.8
 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
25

57
 

-
6
 

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 1
 
S
K
I
 
（口
）
18
.6
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

暗
茶
灰
ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

50
 

-7
 

：
ヨ
コ
ナ
デ
・
板
ナ
デ

6
4
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 1
 
S
K
l
 
（口
）
20
.4
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

51
 

-8
 

：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 1
 
S
K
l
 
（口
）
21
.3
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

53
 

-
9
 

：
ヨ
コ
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 1
 
S
K
I
 
（口
）
20
.8
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
20

外
面
に
煤
付
着

52
 

-1
0 

：
ヨ
コ
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

64
 
陶
器
椀

C
-
h
 7
 
S
K
U
 
（口
）
13
.4
 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

粗
0.
5~
3.
01
11
1
の
小
石
堅
緻

淡
茶
灰
ロ
縁
12

山
茶
椀

74
 

-1
1 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

64
 
士
師
器
小
皿
C
-
h
 7
 
S
K
l
l
 
（（
口）
）
 7.
9 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
95

69
 

-1
2 

高
1.
3

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
小
皿
C
-
h
 7
 
S
K
U
 
（（
口）
）
 7.
8 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
完
形

6
8
 

-1
3 

高
1.
0

：
ナ
デ

64
 
士
師
器
皿
C
-
h
 7
 
S
K
U
 
（（
口）
）
 11
.2
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
70

73
 

-1
4 

高
2.
3

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
h
 7
 
S
K
l
l
 
（（
口）
）
 12
.2
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

茶
灰

ロ
緑
30

71
 

-1
5 

高
2.
2

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
h
 7
 
S
K
1
1
 
（（
口）
）
 11
.4
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

粗
o
.
s
~
1
.
o
薗
重
の
小
石
や
や
軟
黄
灰

ロ
縁
80

7
2
 

一
16

高
2.
2

：
ナ
デ

|l
llー

64
 
土
師
器
皿
C
-
h
 7
 
S
K
U
 
（（
口）
）
 11
.8
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
50

70
 

-1
7 

高
2.
6

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
小
皿
C
-
h
 7
 
S
K
l
O
 
（（
口）
）
 8.
2 
外内
：
指
オ
サ
エ

密
o
.
s
~
1
.
o
皿
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
2
5

49
 

-1
8 

高
1.
2

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
c
 7
 
S
K
l
O
 
（口
）
11
.3
 
外内

：： 
剣
剣
離離

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
50

4
6
 

-1
9 

6
4
 
土
師
器
皿
C
-
c
 7
 
S
K
l
O
 
（（
口）
）
 11
.0
 
外内
：
 ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
乳
灰
ロ
縁
40

47
 

-2
0 

高
2.
3

：
ナ
デ

64
 
士
師
器
皿
C
-
c
 7
 
S
K
l
O
 
（口
）
12
.6
 
外内

：： 
剣
剥
離離

密
o.
s-
1.
01
11
1
の
小
石
や
や
軟
淡
乳
灰
ロ
縁
25

4
8
 

-2
1 

64
 

外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

-2
2 
土
師
器
鍋
C
-
c
 7
 
S
K
l
O
 
（口
）
22
.0
 
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

粗
0
.
5
~
3
.
0
薗m
の
小
石
良
好

淡
茶
褐
ロ
縁
2
5

外
面
に
煤
付
着

44
 

ケ
ズ
リ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
c
 7
 
S
K
l
O
 
（口
）
33
.2
 
外内
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0.
5~
2.
01
11
1
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
縁
2
0

外
面
に
煤
付
着

45
 

-2
3 

：
ヨ
コ
ナ
デ
・
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
b
3
 
S
K
3
 
（口
）
10
.6
 
外内
：
 ナ
デ

粗
0.
5-
1.
01
11
1
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
緑
2
0

41
 

-2
4 

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
小
皿
C
-
b
 3
 
S
K
3
 
（（
口）
）
 7.
4 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

密
0.
5~
1.
01
11
1
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
30

4
3
 

-2
5 

高
1.
0

：
ナ
デ



No
. 
器

種
地
区
遺
構
・
層
名
法
量
(
c
m
)

調
整
•
技
法
の
特
徴

胎
土
焼
成
色
調
残
存
度
（
％
）

備
考

実
測
No
.

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 3
 
S
K
3
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
10
以
下
外
面
に
煤
付
着

42
 

-2
6 

：
ヨ
コ
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 3
 
S
K
3
 
（口
）
27
.1
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ
・
オ
サ
エ

粗
0
.
5
-
3
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
暗
褐

ロ
縁
25

外
面
に
煤
付
着

40
 

-2
7 

：
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
d
4
 
Pi
t3
 

外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10

38
 

-2
8 

建
物
1

：
ヨ
コ
ナ
デ

64
 
士
師
器
小
皿
C
-
d
 3
 
Pi
t4
 

（（
口）
）
 9.
5 
外内
：
オ
サ
エ
・
ナ
デ

密
0
.
5
-
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
乳
灰
ロ
縁
20

39
 

-2
9 

建
物
1

高
0.
9

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
 5
 
P
i
t
6
 

（口
）
27
.8
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
12

外
面
に
煤
付
着

37
 

-3
0 

建
物
2

：
ョ
コ
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
e
 6
 
S
K
1
2
 
（（
口）
）
 12
.4
 
外内
：
オ
サ
エ
の
ち
ナ
デ

密
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
黄
灰
ロ
縁
30

2
 

-3
1 

高
2.
4

：
ナ
デ

底
10
0

—112ー 64
 

外
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ

淡賠
灰褐
褐

士
師
器
鍋
C
-
e
 6
 
S
K
1
2
 
（口
）
23
.2
 
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ
内
：
オ
サ
エ
・
ナ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

ロ
縁
50

6
 

-3
2 

デ
・
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

64
 

外
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
粗（
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石

-3
3 
土
師
器
鍋
C
-
e
 6
 
S
 K
1
2
 
（口
）
32
.4
 
ケ
ズ
リ
内
：
ハ
ケ
メ
・
ナ
デ
の
ち
ヨ
多）

や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
60

外
面
に
煤
付
着

1
 

コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

64
 
士
師
器
皿
C
-
b
4
 
S
K
2
 
（（
口）
）
 11
. 
7
 
外内
：
ナ
デ
・
オ
サ
エ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
良
好

賠
淡
褐
茶
灰～
 
ロ
縁
12

65
 

-3
4 

高
2.
0

：
ナ
デ

64
 
土
師
器
皿
C
-
b
4
 
S
K
2
 

外内
：
 ナ
デ

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
や
や
軟
淡
茶
灰
ロ
縁
10
未
満

64
 

-3
5 

：
ナ
デ

64
 
陶
器
椀

C
-
b
4
 
S
K
2
 
（底
）
6.
6 
外内
：
ロ
ク
ロ
ナ
デ
の
ち
糸
切
り

粗
0
.
5
~
1
.
0
m
m
の
小
石
堅
緻

淡
灰

底
30

山
茶
椀

63
 

-3
6 

：
ロ
ク
ロ
ナ
デ

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
4
 
S
K
2
 
（口
）
27
.0
 
外
：
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

暗
茶
灰
唱
10

外
内
面
面
に
に
煤
炭
付
化
着物
？

62
 

-3
7 

内
：
オ
サ
エ
・
板
ナ
デ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ

体
上
半
30

64
 
土
師
器
鍋
C
-
b
4
 
S
K
2
 
（口
）
36
.6
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
-
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
茶
灰
ロ
縁
10

外
面
に
煤
付
着

66
 

-3
8 

：
ヨ
コ
ナ
デ

65
 

外
：
オ
サ
エ
・
ハ
ケ
メ
の
ち
ヨ
コ
ナ
デ
・

体ロ
縁部
2上
5
半
40

土
師
器
鍋
C
-
d
2
 
S
K
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陶
器
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C
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K
4
 
（口
）
13
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ロ
ク
ロ
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デ

密
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5
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3
.
0
m
m
の
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石
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緻

淡
茶
灰
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縁
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茶
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ク
ロ
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デ

65
 
土
師
器
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C
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縁
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縁
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m
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縁
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縁
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縁
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.
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小
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茶
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65
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.
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.
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S
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縁
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65
 
土
師
器
鍋
C
-
d
 5
 
S
K
7
 
（口
）
26
.2
 
外内
：
ヨ
コ
ナ
デ

粗
0
.
5
~
2
.
0
m
m
の
小
石
良
好

淡
褐

ロ
緑
12

外
面
に
煤
付
着
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下
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：
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デ

65
 
土
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器
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C
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 5
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7
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：
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粗
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0
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縁
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：
オ
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ち
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コ
ナ
デ

粗
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5
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0
m
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の
小
石
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淡
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ロ
縁
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外
面
に
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下
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：
ナ
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65
 
土
師
器
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C
-
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デ
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0
m
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縁
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面
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縁
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V. 調査資料の化学分析

1. 分析の目的

楠ノ木遺跡の調査の一環として化学分析を行った。

分析は土城墓と考えられる遺構の土壌分析と、出土

した鉄滓と土器を中心として、その成分分析を行っ

たものとがある。分析は、土壌分析を三重県農業技

術センターに、鉄滓と土器の成分分析をパリノ・サー

ヴェイ株式会社に依頼した。具体的な成果は後述さ

れているので、ここでは分析資料の出土遺構・遺跡

とおおよその所属時期や分析の目的などについて触

れておく。

土壌分析

B地区で検出した中世墓SK 25・33・43・44の土

壌中に含まれる成分を分析し、当該遺構が墓である

ことを確定しようとした。結果は土壌サンプルを採

集した地点が良くなかったため、墓であることを傍

証するには至らなかった。特にSK33・43・44は遺

構をやや掘りすぎたことが影響しているようである。

鉄滓の成分分析

鉄滓の成分に時期的な傾向があるかどうかを知る

ことを目的とした。鉄滓に関する分析は当県でほと

んどなされておらず、今後分析事例を増やす必要が

ある。

鉄滓関係の分析は10点の資料を抽出した。 1~4

は楠ノ木遺跡A地区土坑SK36から出土したもので

ある。時期は皿期で、おおよそ15世紀前半と見倣し
(I) 

得る。 5は員弁郡大安町・中貝戸遺跡土坑SKIか

ら出土した鉄滓である。時期は伴出した土器類から

15世紀から16世紀と考えられる。 6は度会郡玉城町・
(2) 

蚊山遺跡包含層から出土した鉄滓である。時期的に

は13世紀代の可能性が高い。 7は一志郡嬉野町・東
(3) 

野B遺跡h28グリット井戸SElから出土した鉄滓
(4) 

である。時期は伴出した鍋が第3段階b型式で、お

およそ15世紀前半と見倣し得る。 8・9は一志郡白
(5) 

山町・家野遺跡包含層から出土した鉄滓である。遺

跡の時期からは15世紀前半から16世紀初頭までの間

と考えられる。 10は松阪市伊勢寺町・榎長遺跡土坑
(6) 

S KIO上面から出土したるつぽである。時期は奈良
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時代と考えられる。

土師器の胎土分析

土師器の胎土分析は楠ノ木遺跡出土土器を中心と

して、比較資料も含めておもに平安時代末から明治

時代あたりまでの時期のものについて行った。おお

よそ中世から近代にかけての南伊勢系土師器の胎土

上の動向をさぐることを目的としたのである。
(7) 

比較資料として多気郡明和町・黒土遺跡・外山遺
(8) (9) 

跡・北野遺跡、多気郡勢和村・若宮遺跡、松阪市伊
(8) (5) 

勢寺町・伊勢寺遺跡、一志郡白山町・家野遺跡、安
(8) (IO) 

芸郡芸濃町・下川遺跡、志摩郡阿児町・東海道遺跡

の出土土器の分析も行った。これは南勢地域の遺跡

（楠ノ木・黒土・外山・北野・若宮・伊勢寺）、中

勢の遺跡（家野・下川）、志摩の遺跡（東海道）に

土器の胎土のうえで差が認められるのかどうかの確

認のためである。また南伊勢系とは異なる土師器と

して、家野遺跡・下川遺跡の資料を含めた。分析資

料としてはごく少量であり、今後中北勢地域の胎土

上の特徴を抽出することを主題とした分析をしてい

く必要がある。

南勢地域の遺跡を多く抽出したのは対象土器類が

南勢で生産されている可能性が極めて高いからであ

る。そして遺跡ごとで胎土の異なりが認められるか

どうかによっては、土器が一定の場所で製作されて

いたかどうかの追求も可能と考えたのである。その

ために、時期的には離れるが土器焼成坑出土の資料

である北野遺跡の出土土器も含めた。

なお、楠ノ木遺跡以外は長期的に形成された集落

ではない。時期的な変動の確認のためには今後も各

遺跡で随時分析を行っていく必要がある。

分析資料の時期と型式については分析資料一覧表

のなかに入れてあるので参照されたい。

註

(1) 田中久生「中貝戸遺跡」 （「昭和63年度農業基盤整備事業地

域埋蔵文化財発掘調査報告j第1分冊1989三重県教育委員会）

なお、共伴土器は山茶椀ではないことが後に判明した。

(2) 小坂宜広•前川嘉宏·稲本賢治「度会郡玉城町・蚊山遺跡」

（「近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査概報」 V



(7) 

(8) 

I 1990三重県教育委員会三重県埋蔵文化財センター）

(3) 三重県教育委員会「三重県埋蔵文化財年報』 18(1988) 

(4) 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」 (「Miehi

story』vol.l1990) 

(5) 三重県埋蔵文化財センター「三重県埋蔵文化財センタ一年報』

1 (1990) 

(6) 河北秀実「榎長遺跡」 （「近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵

文化財発掘調査報告』第2分冊 1 (1990三重県教育委員会・

三重県埋蔵文化財センター）

三重県教育委員会「三重県埋蔵文化財年報』 19(1989) 

三重県埋蔵文化財センター「三璽県埋蔵文化財センター年報』

2 (1991) 

(9) 伊藤裕偉「丹生地区内遺跡群」 （註(1)文献に同じ）

(10) 伊藤裕偉「磯部大王自転車道整備事業に伴う東海道遺跡発掘

調査報告』 (1989 三重県教育委員会）

2. 土壌分析結果報告

三重県農業技術センター 広瀬和久•原正之

調査の目的

玉城町楠ノ木遺跡から検出された土壊墓と推定さ

れる土坑4基について、その埋土および周辺土壌中

のカルシウムおよびリンを分析することにより、遺

構の性格を明らかにするとともに、遺骸が埋葬され

ていたかどうかの確認、遺骸の埋葬位置および身長

推定等を行う資料とする。

分析結果（別表）および考察

埋蔵文化財発掘調査において、遺構の性

格を明らかにする目的で採集された資料

（土壌） を分析することにより遺骸が埋葬

されていたかどうかの確認、遺骸の埋葬位

置および身長の推定を行うためには、人骨

の成分中で含有量の多いカルシウム (Ca)

とリン (p) を分析する必要がある。

この分析値について、土坑内部土壌の値

と対照となる周辺土壌の値を比較し、内部

の値が高い場合は外部からCaやP濃度の

高い物質、すなわち人骨・遺骸等が持ち込

まれたものと推察される。 しかし、 Caや

Pは肥料の含有成分でもあるため、人骨等

の存在を判定する場合は、 この点にも注意

が必要である。

今回採集された試料は大きく分けると、土坑内の

埋土を点的に採集したSK33・43・44の試料と土坑

内の最下層の一部を採集したSK25の試料、および

S K43から出土した陶器壷 (fig.61-27) 内の試料

の計3種類である。

このうち SK43・44の2土坑については、表にし

めしたように、土坑内部の土壌のCaおよびPの分

析値（平均値）は周辺土壌の分析値（平均値）

低いため、人骨または遺骸の存在の有無を判定する

ことができなかった。

より

しかし SK33については表に

示したように土坑内部土壌は対照土壌に比べて、 p
 は低かったがCaは高かった。分析値からCaまた

はPが高い地点は土坑中央部に多く、遺骸埋葬され

ていた可能性は高いが、分析値の高い地点の広がり

が大きいため、遺骸の明確な身長推定はできなかっ

た。

S K43から出土した壷の埋土については、埋土上

半部・下半部とも SK43の対照土壌に比べてCaは

低いがPは高い。 Caは雨等により溶出し易く、

は残留しやすいので人骨等が存在していた可能性も

あるが、

p
 

Pのみ高い場合は肥料の施用によるP濃度

の上昇も考えられる。

またSKZ5小皿p5下の土については土坑外の土

壌（対照）に比べてCa・Pとも高く、人骨等の存

在していた可能性が高い。
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No 試料名 Ca (ppm) p (ppm) No 試料名 Ca (ppm) p (ppm) 

1 うー 4 352 1317 53 クー22 211 1409 

2 ,, -23 211 1329 54 クー24 129 1144 

3 おー15 222 691 55 クー26 145 1494 

4 かー13 129 780 56 ，，，ー28 157 1336 

5 きー10 124 910 57 ，，，ー31 129 1459 

6 ，，，ー17 102 872 58 クー36 145 1448 

7 < -8 167 1144 59 ぬー 4 184 1306 

8 クー13 113 1121 60 クー 7 189 1286 ， ，，，ー15 107 914 61 ，，，ー 9 167 1536 

10 クー19 91 1490 62 ク一11 162 1064 

11 クー24 134 1091 63 クー14 205 1064 

12 けー10 102 914 64 ねー 3 189 1536 

13 さ―13 140 853 65 の一 6 172 1563 

14 ，，，ー15 113 983 66 クー 9 145 2089 

15 クー18 107 1279 67 クー11 199 2077 

16 ，，，ー27 140 741 68 クー14 238 1628 

17 ，，，ー29 86 691 69 クー16 194 1367 

18 しー 4 151 1306 70 ，，ー18 216 1133 

19 クー10 118 768 71 クー20 227 1125 

20 クー23 167 1271 72 クー22 243 1425 

21 クー32 86 672 73 クー24 205 1094 

22 クー39 172 1302 74 クー26 113 1068 

23 すー26 151 591 75 ，，，，ー28 172 1171 

24 ，，，ー28 ll8 703 76 ひー 4 297 1336 

25 ケー30 107 737 77 ，，，ー 7 281 1651 

26 せー22 184 845 78 ，，，一11 281 1678 

27 ，，ー33 86 822 79 ，，，ー18 265 1079 

28 そー27 96 791 80 ，，，ー20 129 1190 

29 ,, -29 59 1114 81 クー22 140 1206 

30 クー31 69 952 82 クー24 107 995 

31 ，，，ー35 80 1079 83 ，，，ー26 91 1164 

32 ちー 7 222 1398 84 ふー 9 162 1889 

33 ，，，ー30 80 1263 85 ，，，ー14 199 1459 

34 ，，―33 75 941 86 ，，，ー16 172 1194 

35 クー40 172 1237 87 ケー30 102 1452 

36 つー14 157 1002 88 ヘー20 205 1379 

37 クー18 249 1467 89 ほー 6 172 1628 

38 ,, -22 211 1306 90 クー18 222 1475 

39 て一 9 162 1444 91 クー24 124 1509 

40 と一16 232 1129 

41 ，，，ー18 249 1313 II. 分析結果一覧（遺物）

42 ，，ー20 314 1379 No 試料名 Ca (ppm) p (ppm) 

43 クー22 184 1025 101 壷埋土上段 129 1455 

44 ，，，ー24 162 1352 102 ク下段 134 1536 

45 クー26 157 998 

46 なー 5 199 1087 No 試料名 Ca (ppm) p (ppm) 

47 ,,_ 8 216 883 103 SK  25埋土 379 1498 

48 ，，，ー10 238 1352 104 S K25外の土 319 887 

49 クー14 238 902 

50 にー16 276 1175 

51 クー18 265 1398 平均値 士170 1200 

52 クー20 276 991 （標準偏差値） +62 302 

（注） Ca, Pの濃度は風乾土当たりで表示。

tab.12 土壌分析結果表
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3. 鉄滓に関する分析調査

パリノ・サーヴェイ株式会社

1. はじめに

今回の分析調査では、まず中世の遺跡から出土し

た鉄滓やその他の関連遺物に付着していたものの成

分を把握する。一方、鉄滓のなかには繊維状の物質

を含むものが認められ、鉄滓が溶解状態で放棄され

た際、周辺に放置されたり繁殖したりしていた草木

類がその内部に取り込まれたものと見られている。

そこでこれらの練維部分を対象に当時の植生等を推

定することを試みる。

2. 分析資料と手法

1)鉄滓・るつぽ付着物の成分確認

鉄滓等の成分を定性的に確認するため、鉄滓9点

（資料番号 1~9) 、るつぽ l 点（資料番号10) の

計10点について、 EPMAによる定性分析を実施し、

遺跡・時代による成分差が存在するか否か検討する。

2)鉄滓中の繊維

鉄滓に繊維が取り込まれた経緯については、溶解

状態にあるうちに近辺に成育する草木類が混人した

可能性や、燃料材の一部として利用された稲ワラな

どが混入した可能性など様々な状況が想定できる。

いずれにしても、イネ科植物が混入しているのであ

れば、植物珪酸体が遺存しているものと予想される

ところから、繊維が顕著に混入する楠ノ木遺跡SK

36出土の 2試料について繊維のみを抽出し、植物珪

酸体分析を実施して当時の植生等に関する情報を

得ることを試みる。

3. 鉄滓に含まれる植物織維の珪酸体分析

1)分析試料

繊維を含む鉄滓（試料番号 1~4) の観察結果を

示す (tab.13)。

試験番号 状 況

表面に繊維が薄く付着する部分と樹木の節
1 部状のものが埋没している部分が認められ
る。繊維は、酸化鉄の付着が著しい。

表面に繊維が薄く付着する部分が認められ
2 る。また、酸化鉄の付着が著しい樹木の表
皮状のものが付着する。

3 鉄滓内部に炭化物が混入する。

4 
表面に、酸化鉄の付着が著しい樹木の表皮
状のものが付着する。

tab. 13 鉄滓中の繊維の観察結果
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これらの試料のうち、繊維の保存が比較的良かっ

たNo. 2・4から採集した繊維を分析試料とした。

2)分析方法

鉄滓から繊維を分離する。繊維内に残留する有機

物を過酸化す水素水 (HO)で分解し、表面に付着す

る酸化鉄を塩酸 (HCl)で除去する。続いて、繊維

を水洗して酸を除去し乾燥する。

これを電気炉内で500~600℃、 1時間を目安に燃

焼させ、灰化する。灰化試料を封入してプレパラー

トを作成し、 400倍の光学顕微鏡（簡易偏光装置装

備）下で観察する。その間に、出現するイネ科葉部

（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した植物珪酸体

（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）と葉身機動細胞に由

来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）

および樹木起源の植物珪酸体を近藤•佐藤 (1986)

の分類に基づいて同定・計数する。

3)結果と考察

分析結果をtab.14に示す。

灰化試料中には、珪化した植物繊維が多く認めら

れるが、その保存状態は悪い。植物珪酸体は試料番

号2で栽培植物とされるイネ属短細胞列と稲籾に形

成されるイネ属穎珪酸体が、試料番号4でイネ属穎

珪酸体が検出されただけである。このことから、繊

維の一部はイナワラであったと思われる。また、繊

維には樹木の表皮のように見えた (tab.13) ものも

あることから、イネ属以外の植物も鉄滓中に取り込

まれていたと考えられる。

ところで、鉄滓中の繊維は鉄滓が溶解状態にある

うちに周辺の草木類がその内部に取り込まれたもの

と見られている。しかし、取り込まれた経緯につい

ては、遺跡周辺の同時期に堆積した土層について調

査していないので、近辺に成育する草木類が混入し

た可能性や燃材料の一部が混入した可能性など様々

な状況が想定できるものの確定はできない。ただし、

S K36が鉄器鍛造に関連する遺構である可能性を考

慮すれば、近辺の稲作耕作地に鉄滓を放棄したとは

試料番号 検出された種類 計測数

2 
イネ族イネ属（短冊胞列） 1 
イネ族イネ属（穎珪酸体） 1 

4 イネ族イネ属（短冊胞列） 1 

tab. 14 鉄滓中の繊維の同定結果



考えにくく、むしろイネ属などの植物が燃材料とし

て利用されていた可能性が考えられる。燃材料の調

査を行った例として、千葉県印脂村平賀遺跡群から

検出されだ炉跡焼土を対象とした調杏（大越1985)

がある。これによれば、古墳時代から奈良時代には

住居内の炉でば燃材料としてススキ属やイネ属が多

く使用されていたと推定されている。イネ属などの

草木類を鉄器鍛造時の燃材料に利用していたと考え

るには火力の点で問題があろうが、薪などの焚きつ

け用に利用されたことは考えられる。

引用文献

近藤錬三•佐藤隆「植物珪酸体分析，その特性と

応用」 「第四紀研究』 25 (1986) P31-64 

大越昌子 「プラント・オパール分析」 （ 『平賀

遺跡群発掘調査報告書j平賀遺跡調査会 1985 

P803-815) 

4. 鉄滓の成分定性分析

1)試料

分析対象としたのは、楠ノ木遺跡4点（試料番号

1 -4) ・ 中貝戸遺跡1点（試料番号5) ・蚊山遺

跡 l点（試料番号6) . 東野B遺跡l点（試料番号

7) ・家野遺跡2点（試料番号8-9) の鉄滓と、

榎長遺跡から出土したるつぽ付着物 l点（試料番号

10)で、合計10点である。

2)分析方法および分析装置

試料番号1-9については、試料が塊状であった

ため、その一部を粉砕した後、金属光沢のみられた

部分について分析を実施した。また、試料番号10に

'~ 強 lll

楠ノ木

1 2 3 4 

強く検出 Fe, 0 Fe, 0 Fe, 0 Fe, 0 
された元素

中位に検出 Al, Ca, K Al, Si Al, Ca, K, Al, Ca, S1 
された元素 Si Si 

中貝戸

5 

Fe, 0 

Al, Si 

ついては、黒色付着物についてその表面から分析を

実施した。

X線マイクロアナライザー (EPMA) による定性

分析は、以下の条件で実施した。

装置：日本電子社製 JC XA-840型

加速電圧： 20KV 

試料電流： 8 XlO―BA 

プローブ径： 50μm¢ 

分析範囲： sB~92 U 

前処理：金蒸着（試料番号10のみ実施）

3)結果

結果から、試料番号 1~8 についてはその組成は

類似しており、鉄 (Fe)・酸素 (0). が強く検出さ

れた他、アルミニウム (Al)やケイ素(Si)・カルシ

ウム (Ca)・カリウム (K) などを中位に検出した。

また、分析位置の電子顕微鏡 (SEM)像にみられ

るように、 (pie. 3~4) 、その破断面は各試料と

も円形の粒子が集合している様子が窺われた。

試料番号9では定性分析の結果、鉄 (Fe)・ 酸素

(0)の他、ケイ素 (Si)が強く検出され、他にア

ルミニウム (Al) が中位に検出された。分析位置

のSEM 像も試料番号 1~8 のそれと異なり、数

μmの細かい粒子が溶け込んでいるような性状であっ

た。

試料番号10の黒色付着物については、分析結果か

ら鉄 (Fe)・ 酸素 (0)および銅 (Cu)の他アルミニ

ウム (Al)・カルシウム (Ca)・ケイ素 (Si)・チタン

(Ti)などが主に含まれる成分であることが判った。

蚊 山 東野 B 家 野 榎 長

6 7 8 ， 10 
Fe, 0 Fe, 0 Fe,O Fe, 0, Si Cu, Fe, 0 

Si Al, Ca, K, Al, Si, Ti Al Al, Ca, Si 
Si, Ti 

弱く検出 Mg,Mn,Na C, Ca, K, Mg,Mn,Na, K, Mg, Na,I Ca, K,Mg, Al,Ca,Cl, Mg,Mn,Na Ca, K, Mg, Ca,K, mG, C,Cl,K,Mg 
された元素 P, S, Ti Mg,Na,Ti P, S, Ti P, Ti Mn,Na,Ti K,Mg,S,Ti P, Ti Mn, Na Na, T1 Mn,Na,P,S 

tab.15 鉄滓の成分定性分析結果
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楠ノ木遺跡試科番号1 X500 楠ノ木遺跡試料番号4 xsoo 

楠ノ木遺跡試料番号2 X500 中貝戸遺跡試料番号5 X500 

楠ノ木迫跡試料番号3 X500 

pho. 3 鉱滓の電子顕微鏡写真 (1) 
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蚊山遺跡試料番号6 X500 家野迎跡試料番号9 X500 

東野B遺跡試料番号7 X500 榎長遺跡試料番号10 X500 

家野遺跡試料番号8 X500 

pho.4 鉱滓の電子顕微鏡写真 (2) 
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4 中・近世土師器胎土分析調査

パリノ・サーヴェイ株式会社

1. はじめに

本分析は中世土師器研究の一環として、土器胎土

の側面から情報を提供し、その検証の一部を担うも

のである。本分析では、土器の特徴として胎土中に

含まれる細砂粒径の重鉱物の組成を用いる。この重

鉱物組成は胎土全ての特徴ではないが、胎土の由来

や分類を考える上で良い指標になり得る。重鉱物組

成を指標とした胎土の特徴を客観的に捉えることを

今回の主要課題とした。

2. 分析方法

土器片を鉄乳鉢を用いて粉砕し、水を加え超音波

洗浄装置により分散、 #250の分析飾により水洗、

粒径l/16mm以下の粒子を除去する。乾燥の後、飾

別し、得られたl/14mm~l/8mmの粒子をテトラブ

ロモエタン（比重約2.96) により重液分離、重鉱物

のプレパラートを作製し、偏光顕微鏡下にて同定

した。同定の際、斜め上方から落射光下で黒色金属

光沢を呈するものを不透明鉱物とし、それ以外の不

透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その

他」とした。

3. 分析結果

全体的に処理後に得られた重鉱物砂分が非常に少

なく、目標とする同定粒数の250粒を数えた試料は

全体の約1/4に相当する23点しかなかった。また、

100粒以上の試料を合わせても約半数の42点にしか

ならなかった。

100粒以上を越えた試料では、 「その他」とした

変質粒子の多い試料がほとんどであった。 「その他」

を除くと全体的に主要な鉱物は、角閃石とジルコン

である。傾向としては角閃石が多く、それにやや少

量のジルコンが伴うという組成を示す。 100粒を数

えなかった試料でも出現した鉱物は角閃石とジルコ

ンが多かった。また、試料によっては、少量の斜方

輝石や単斜輝石、黒雲母や緑レン石などを伴う。各

試料の重鉱物組成をtab.17・18に示す。

5. 考察

(1) 分析結果から読み取れる胎土の性質
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今回試料とした土師器胎土の特徴の第ーは、同定

粒数100粒未満の試料、すなわち細砂粒分の少ない

試料が比較的多かったことである。この原因として、

提供された土師器片そのものの量が少なかったこと、

および細砂粒径の重鉱物がもともと多く含まれてい

ない胎土であることの両方が考えられる。今回は、

同定粒数100粒以上を数えた試料の処理量の最小は

2.7 gで、平均は6.0gであった。これらの値を一の

目安とするならば、同定粒数100粒未満の試料のう

ち、処理量が2.7gより少ない試料は試料の量の不

足、 6.0gより試料は胎土そのものに重鉱物が多く

含まれていない、そして2.7g~6.0g の試料は両者

の要因によって、このような結果になったと考えら

れる。さらに今後の検討が必要であるが、現時点で

これらの土師器の胎土の性質として捉えておきたい。

特徴の二番目は、 「その他」と分類した細砂粒分

が多いことである。 「その他」は、顕微鏡下では不

透明で不定形の塊状粒であり、落射光下では暗灰褐

色、褐色色などの色を呈する。その外見的特徴から、

焼成にともなって生成した変質粒子であると考えら

れる。変質粒子からその地質学的背景を窺うことは

できないが、変質粒子の多いことも胎土の特徴のひ

とつとなり得るものと考えられる。すなわち、これ

までの分析例からみて、一般的に第四紀の火山噴出

物起源の砕屑物が豊富なため自然堆積物中に混入す

る重鉱物の遊離結晶も多い関東以北の東日本の遺跡

から出土する縄文• 弥生• 土師の各土器の胎土は、

同定可能な重鉱物粒が比較的多い傾向を示し、一方、

第四紀の火山噴出物が少なく、第三紀以前の基盤岩

の風化砕屑物が多い東海～近畿地方の各土器は「そ

の他」の多い傾向にある。いずれにしても今後、分

析例の蓄積を持って再検討する必要があろう。

特徴の三番目は、同定された鉱物の中では角閃石

とジルコンが多いということである。これらを含む

重鉱物組成から、次のような地質学的背景を考える

ことができる。

試料中に認められた鉱物の多くは、風化の影響を

受けているものが多いことから、岩石の風化砕屑物

に由来すると考えられる。ただし、試料番号52など

に認められた角閃石は、比較的新鮮で第四紀の火山

噴出物に由来する可能性もある。



No. 遺跡名 遺構名 報告No.実測No. 時期 分類 器種 No. 遺跡名 遺構名 報告No.実測No. 時期 分類 器種

l楠ノ木遺跡 AS K65 52-31 377 平安末 仮A 甕 44楠ノ木遺跡 CS Kl2 64-33 1 南北朝？ 3-a 鍋

2楠ノ木遺跡 ASK9 52-38 505 平安末 I期 皿 45楠ノ木遺跡 CSK5 65-1 5 南北朝？ 3-a 鍋

3楠ノ木遺跡 ASEl 53-2 316 鎌倉 II期 皿 46楠ノ木遺跡 CSK4 65-7 3 室町 3-b 鍋

4楠ノ木遺跡 ASEl 53-3 320 鎌倉 II期 皿 47黒土遺跡 皿SK3 ， 平安末 （仮）A 甕
5楠ノ木遺跡 ASEl 53-4 325 鎌倉 l1期 皿 48黒土遺跡 ill SK 3 6 平安末 （仮）A 甕

6楠ノ木遺跡 ASEl 53ー12 314 鎌倉 I -b 鍋 49黒土遺跡 m掘立 l 10 鎌倉前半 1-b 鍋

7楠ノ木遺跡 ASEl 53-13 313 鎌倉 1 -b 鍋 50黒土遺跡 皿掘立 l 鎌倉前半 1 -b 鍋

8楠ノ木遺跡 AS Dl2 53-14 249 鎌倉 1 -b 鍋 51黒土遺跡 II SD 1 56 江戸以降 5 焙烙

9楠ノ木遺跡 AS Kl7 53-21 217 鎌倉 1 -b 鍋 52黒土遺跡 II SD 1 57 江戸以降 5 焙烙

10楠ノ木遺跡 Af24p1tl 54-4 305 鎌倉後半 II期 !III. 53若宮遺跡 ASK4 18 49 室町後半 4-d 鍋

11楠ノ木遺跡 Af24pitl 54-6 308 鎌倉後半 2-b 鍋 54若宮遺跡 ASK4 19 65 室町後半 4-d 鍋

12楠ノ木遺跡 AS K39 54-7 259 鎌倉後半 II期 皿 55若宮遺跡 AS K24 23 8 室町後半 w期 小皿

13楠ノ木遺跡 AS K39 54-9 257 鎌倉後半 2-b 鍋 56若宮遺跡 AS K24 31 11 室町後半 W期 茶釜

14楠）木遺跡 AS K37 56一11 422 室町 I11期 小皿 57若宮遺跡 AS K24 32 12 室町後半 w期 茶釜

15楠ノ木遺跡 AS K37 56-15 419 室町 I11期 鍋 58若宮遺跡 ASD3(南） 48 42 室町後半 4- 鍋

16楠ノ木遺跡 AS K37 56―-16 420 室町 m期 鍋 59若宮遺跡 ASD3(北） 65 24 室町後半 w期 羽釜

17楠ノ木遺跡 AS D24 56―-25 334 室町 皿期 羽釜 60若宮遺跡 AS K34 86 68 室町後半 w期 皿

18楠ノ木遺跡 ASD3 58ー27 365 室町 II1期 羽釜 61若宮遺跡 ASKll 103 59 室町後半 w期 甕

19楠ノ木遺跡 ASKl 59—-24 391 江戸以降 5 鍋 62若宮遺跡 CSDl 112 113 室町後半 4- 鍋

20楠ノ木遺跡 BSKI 60-13 153 平安末 仮A 甕 63若宮遺跡 CSDI 127 117 室町後半 4-c 鍋

21楠ノ木遺跡 BSKl 60--14 145 平安末 仮A 甕 64若宮遺跡 CSDI 室町後半 w期 皿

22楠ノ木遺跡 B i36pitl 61ー 1 173 鎌倉後半 11期 小皿 65家野遺跡 土坑46 1-2 室町後半 4- 鍋

23楠ノ木遺跡 BSK4 61一12 158 室町後半 皿期 小皿 66家野遺跡 土坑46 13-3 室町後半 4-c 鍋

24楠ノ木遺跡 BS K43 61-30 79 南北朝？ 皿期 皿 67家野遺跡 土坑46 3-2 室町後半 w期 羽釜

25楠ノ木遺跡 BS K43 61-31 76 南北朝？ II1期 鍋 68下川遺跡 SK l 17-1 室町後半 4- 鍋

26楠ノ木遺跡 BS K25 61一40 125 南北朝？ II期？ 鍋 69下）II遺跡 SK l 18-1 室町後半 W期 羽釜

27楠ノ木遺跡 BSK5 62-7 87 室町 Ill期 小皿 70下川遺跡 SD l 5-6 室町後半 W期 皿

28 楠ノ木遺跡 BSK5 62-11 558 室町 皿期 皿 71楠ノ木遺跡 BS K44 99 鎌倉後半 II期 小皿

29 楠ノ木遺跡 BSK5 62-18 82 室町 3-b 鍋 72楠ノ木遺跡 AS K20 平安末 w期 皿

30 楠ノ木遺跡 BSK5 62-20 84 室町 3-b 鍋 73 外山遺跡 土器溜り 1 H-1 近世～近代 茶釜

31 楠ノ木遺跡 BSK5 62-21 555 室町 3-a 鍋 74 外山遺跡 土器溜り 1 H-2 近世～近代 焙烙

32 楠ノ木遺跡 BSK5 62ー27 98 室町 皿期 羽釜 75 外山遺跡 土器溜り 1 H-3 近世～近代 焙烙

33 楠ノ木遺跡 BS K30 63ー 3 119 室町後半 4-c 鍋 76 外山遺跡 土器溜り l H-4 近冊～近代 焙烙

34 楠J木遺跡 BSKll 63-17 139 室町後半 4-c 鍋 77 外山遺跡 土器溜り 1 H-5 近世～近代 焙烙

35 楠ノ木遺跡 BSKll 63-18 136 室町後半 4-b 鍋 78 北野遺跡 S F54 H-6 奈良 甕

36 楠ノ木遺跡 BSD8 63-28 118 室町後半 W期 羽釜 79 北野遺跡 S F54 H-7 奈良 甕

37 楠ノ木遺跡 CSKll 64-16 72 南北朝？ 皿期 皿 80 東海道遺跡 13 94 室町後半 4-c 鍋

38 楠ノ木遺跡 CSKll 64-17 70 南北朝？ m期 皿 81 東海道遺跡 16 63 室町後半 4-c 鍋

39 楠ノ木遺跡 CS KIO 64-19 46 南北朝？ II-ill期 皿 82 東海道遺跡 24 29 室町後半 4-a 鍋

40 楠ノ木遺跡 CS KlO 64-22 44 南北朝？ 2-c 鍋 83 東海道遺跡 27 28 室町後半 4-b 鍋

41 楠ノ木遺跡 CS KlO 64-23 45 南北朝？ 2-c 鍋 84 伊続寺遺跡 Mb7 SEl 南北朝 皿期 羽釜

42 楠ノ木遺跡 CS Kl2 64-31 2 南北朝？ 皿期 皿 85 伊勢寺遺跡 Mb7 SEl 南北朝 3-a 鍋

43 楠ノ木遺跡 CS Kl2 64-32 6 南北朝？ 3-a 鍋 86 伊勢寺遺跡 Mb7 SEl 南北朝 3-a 鍋

tab.16 胎土分析試料一覧表
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fig.69. 胎士分析試料実測図(2)(楠ノ木遺跡を除く） (scale=¼) 
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三重県の概略的な岩石分布は、まず中央構造線の

すぐ南側に三波川変成帯の結晶片岩や緑色岩が分布、

中央構造線の北側には領家カコウ岩や領家変成帯の

片麻岩や角閃などが分布する。角閃石はカコウ岩や

角閃岩に含まれる。また、ジルコンはカコウ岩に含

まれることが比較的多い。黒雲母はカコウ岩や片麻

岩に多く含まれる。酸化角閃石は普通は火山岩中に

含まれることが多い。ただし、角閃石を約800℃で

加熱すると酸化角閃石に変化することが知られてい

る。したがって、土器の焼成により胎土中の角閃石

が酸化角閃石に変化する可能性がある。つまり、こ

れらの酸化角閃石は角閃石から変化した結果である

可能性が考えられる。以上のことから、今回の試料

の重鉱物組成は、三重県北半部の地質学的背景と調

和的といえる。

(2) 胎土の特徴と土師器の時代について

分析試料とした土師器片を器種別・時代別に並べ

交えたものをtab.19に示す。今回の試料は点数が少

ない上に鉱物組成を求めることのできた試料がさら

に少なかったことから、土師器の時代と胎土との対

応関係について議論するには、やや制約もある。た

だし、得られた分析結果から、次のような傾向を認

めることができた。

今回の試料の重鉱物組成の特徴は、「その他」が

多いことと角閃石とジルコンが多く認められること

である。この特徴は、奈良時代から江戸時代にわたっ

て認められる。前述のような地質学的背景を反映す

ると考えると、今回の土師器胎土が単味で使用され

たとすれば、奈良時代から江戸時代まで同じ地質学

的背景を持つ地域で採集されたことが考えられる。

このことは、時代を越えてある一定地域でこれらの

土師器が製作された土器の一群が存在することを示

唆する。
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10 I 2 2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
3 7 1 11 1 3 

1 2 16 12 1 

このようないわば時代を越えた共通性が胎土に認

められる一方、区分された時代別にも胎土の特徴が

明瞭ではないが認められる。今回の分析では奈良時

代の試料は 2点しかないが、その 2点とも非常によ

く似た胎土の組成を示す。基本的には、角閃石とジ

ルコンの組成であるが、これに少量の緑レン石を伴

うことが特徴的である。ただし、類似の組成が室町

時代後半の試料である試料番号53と58にも同様の特 tab.17 土器胎土重鉱物組成
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電百 不
の他そ 同定鉱

i i 
I 17 55 

16 22 

66 151 

5 7 

2 6 21 

3 48 154 

1 224 250 

1 111 250 

2 42 151 

I 3 

8 33 158 

l 22 41 

193 250 

I 

50 84 

97 260 

235 250 

205 250 

12 47 205 

l 4 16 

5 99 138 

I 1 

13 22 85 

9 11 

8 26 64 

164 250 

1 8 

2 3 

53 112 

5 ， 
16 27 

201 250 

I 125 148 

8 21 

2 

91 219 

7 10 

1 I 

3 5 

139 250 

135 208 

3 s 
3 l 195 260 

1 161 250 

4 29 96 

19 47 

1 1 49 105 

5 33 117 

6 33 86 

9 15 51 

1 2 2 30 

9 51 162 

6 52 250 

4 2 50 

1 2 

245 250 

186 250 

3 26 250 

138 159 

4 8 

225 250 

244 250 

249 250 

2 2 

6 12 

11 81 

4 13 46 250 

2 18 

I 11 33 80 

3 I 58 107 

l 2 

1 66 101 

72 109 

Z 56 73 

3 7 59 

206 250 

l 102 214 

5 17 250 

2 41 260 

4 18 

3 8 

I 4 20 

゜゚ ゜゚ ゜250 250 
2 40 68 

I 67 100 



50 100% 50 100% 50 1001 

1 巨| 8 31 巨 61 
I 

2 匿 謎 自 32 
翼

62 

3 33 63 

4 自 34 巨i 巨 ~ 
I 

64 
I 

5 巨 8 
I 

35 目 昌
I 

65 四 巨 日， 
6 36 66 巨｝ ビ］ ~ 

7 37 8 67 

8 38 68 自 里
， 39 目 亘

I 

69 巨i 8 日
＇ 10 国 日 40 70 

11 41 71 目

12 匿 目 8 42 自 72 

13 43 xx 73 

14 日
I 

目 国15 

44 

45 巨i8 

＇ 74 巨 ~ ． 
I 

75 璽 自 • I 

16 46 目- 76 

17 47 77 

18 48 78 

19 49 巨 日 8 79 -~ 
• ・，
20 巨 ~ 50 謎 巨｝ ~ 80 目

＇ 
， 

21 51 巨｝ 81 ピ｝
＇ I 

22 52 82 巨 己 8 ， 
巨i23 8 53 --

， 
83 

I 

24 圏 目 54 目- 84 
I 

25 巨i ~ 
I 

55 自 ＇ 85 巨 昌

26 56 86 ， 
27 ~ 57 
I 

28 ~ 58 ー・
29 

＇ ~ 30 薗
＇ 

59 

60 自 8 
' 

囲墜巨巨国臼目日 0 ● 麗
I 2 3 4 5 6 7 8 9 IO 11 

l斜方悶石 2単斜耀石 3角閃石 4酸化角閃石

5黒雲母 6緑レン石 7ジルコン 8ザクロ石

9電気石 IO不透明鉱物 11その他

tab.18 土器胎土重鉱物組成ダイアグラム ※棒グラフになっていないものは同定粒数100粒未満のもので、その主な

出現鉱物を棒グラフと同様な凡例で示している。

徴が認められることから、時代的変化とともに粘土

採取地および製作地の地域的な条件が介在している

可能性がある。平安時代末および鎌倉時代前半の試

料は、今回の試料に共通してみられる特徴である角

閃石とジルコンの組成が最も顕著である。さらに、

試料番号21・72・8のようにジルコンの量比が高い

ものが存在することや、試料番号72や6のようにザ

クロ石を少量伴う試料のあることも、この時代の特

徴といえる。鎌倉時代後半、南北朝室町時代および

室町時代後半の試料は全体に「その他」が多い。ま

た、角閃石とジルコンの組成は比較的少なく、試料

番号40・41・43・44・16のように角閃石と黒雲母と

いう組成が特徴的である。江戸時代の試料は、角閃

石とジルコンの組成に少量の不透明鉱物を伴う組成

（試料番号19・52) と酸化角閃石が特徴である組成

（試料番号76・77・73) との 2群が認められる。
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以上の時代別分類のほかに、今回の試料では北伊

勢地域のものと考えられる試料が3点（試料番号67

~70) がある。試料番号67は角閃石とジルコンの他

に、少量ではあるがザクロ石が他の試料と比べて多

いのが特徴である。試料番号69は100粒を数えるこ

とができなかったが、試料の量からみてもともと重

鉱物の少ない胎土である可能性がある。また、少な

い中でもザクロ石が認められた。試料番号70は酸化

角閃石と微量の電気石を含む。これら 3点はいずれ

も南伊勢系の土師器には認められない特徴を示す。

以上に述べた各時代別および北伊勢に認められた

胎土の特徴は現時点で非常に限られたデータから把

握したものである。今後、南伊勢系の土師器につい

ては比較的大きい破片を選択し、各時代のデータを

蓄積するとともに、北伊勢の土師器に関しても同様

の分析事例を蓄積して比較検討を重ねることが必要



と考える。 伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」

く参考文献＞ （『Miehistory』vol.l1990) 

時代 器種 0 50 100% 時代 器種 50 I 00% 

79 f ・2  3 目~ ... 奈良"'"'I 要〗,0 = ,. 日•
1 目-△ 24 薗目▲

20 目 !ii34 27 !ii3 -'-

南北朝 lill 28 ~.t. 

平安時塁 I 仁4a 日ゴ臨~臨I璽給臨笈臨疇臨 室町時代 37 8 .. 
j 38 ▲ 

皿 i=J72 匿薗目△ 39 目国▲
72に判I I~ 綴認翠淡綴郊碑 42 目▲

6 

7 

鎌倉時代I 鍋旦『冒~ el. 
前半 l言49 目薗 日目 ~ . 

目▲

目~. 自日▲

□ B △ 
巨▲

鎌倉時代! I r 
後半 I 1 o I 目 □ ▲ I 鍋 △ 

圏自-△ △ 

羽釜

~ ... 
目 E3... 

I I 

目 -△

目国▲

仁目亘△ ~ ― 口△
南北朝

室町時代 I I oo  fl ~ I I 円 自 ＝ ● ... 
江戸時代 ほう 一

薗-△ ろく 璽自●△

＊鉱物の凡例は図1に同じ．同定粒数100粒未満のものについては次のような分類をした
▲ ：処理量が2.1,未満の試料．

△ ：処理量が2.jg以上6.Og未満の試料．

● ：処理量が6.0g以上の試料．

tab.19 土器胎土重鉱物組成ダイアグラム（時期別）
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pho.5 土器胎土中の重鉱物顕微鏡写真
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VI. 調在のまとめと検討

今回の調査によって楠ノ木遺跡の性格の一端が明

るみにでることとなった。調査によって得られた成

果は単に楠ノ木遺跡のみに関したことではなく、問

題は「中世」という時代の持つ特質に関わってくる

ようなこともあると思われる。その持つ意味が全国

的なものかどうかはこれからの課題であろうが、今

回の調査によって得られたことから当遺跡の位置づ

けを行い、報告の責を果たすこととしたい。

1. 楠ノ木遺跡、その集落のあり方

A・B・C地区を通じておおよそ「中世」といわ

れる時期の遺構・遺物を確認したが、それば必ずし

も全時期を通じて各地区毎で安定しているわけでは

ない。全体的には平安時代末に形成が始まり、室町

時代後半に途絶えるという事実がある。ある時期の

ものが比較的多く確認できる状態を「盛行時期」と

考えるならば、各地区の遺構が示す盛行時期は 3地

区毎で異なっているといえる。 A地区では平安時代

末から室町時代前半 (I期～皿期後半）、 B地区

では平安時代末 (I期） ・鎌倉時代後半 (II期後半）

• 室町時代（皿期後半~w期）の 3 時期が断発的に

（ただし、室町時代後半は南伊勢系土師器第 4段階

bないしはC型式までに止まる。）、 C地区では鎌

倉時代後半から室町時代前半 (II期後半～皿期後半）

という状況にある。

このような盛行時期の差の意味を抽出するにはそ

れぞれの遺構の特性を考えておく必要がある。 A地

区のあり方は一定の「屋敷地」を示すものと考えて

よいであろうが、 B地区の特に東部分から南部分に

かけては「墓地」を示すものである。 C地区はA地

区と同一視することはできないが、やはり居住地と

考えて差し支えないであろう。

ここで確認しておかなければならないのは、 II章

でも述べたように、当遺跡は谷に形成された独立性

の高い集落跡であることである。すなわち、 A・B・

C地区という立地上の差はあるものの、全体として

ひとまとまりの集落跡であることを再度確認してお

きたい。
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このことを重視してそれぞれの地区に認められる

遺構群の傾向を見てみよう。

A地区では平安時代末 (I期）から室町時代前半

（皿期後半）にかけての屋敷地が確認できた。 B地

区では鎌倉時代後半 (II期後半）から南北朝時代

（皿期前半）のもの 2棟と室町時代後半 (N期）の

建物が確実なものとして確認できたが、棟方向がそ

れほど揃っていることもなく、規則性は明確でない。

C地区では南北朝時代頃 (II期後半～皿期前半）の

建物の単位が確認できたのみである。 B地区では溝

SD4やピット出土土器から平安時代末～鎌倉時代

(I期-II期）の建物はおそらく存在するであろう

し、 C地区でも平安時代末～室町時代前半 (I期～

m期）の建物が存在する可能性は高い。しかし、A

地区のような建物の継続性は存在しないと見倣して

よいであろう。

すなわち、 A地区では土地占有的な建物群が確認

できるが、室町時代後半には建物は認められなくな

り、 B・C地区では平安時代末～室町時代後半まで

何らかの生活の痕跡が確認されるものの、恒常性の

ある占有的な建物群は構成されない、という状況が

判明する。 C地区においては 2棟の建物が並列して

構築されている状況が認められたが、継続的でない

ことからA地区に認められる状況と同様の性格と見

倣すことはできないであろう。同様なことはB地区

のあり方についてもいえる。

これらのことは、楠ノ木遺跡がA地区に認められ

た占有的な建物群をひとつの核とした集落として存

在していたことを示すものと考えられる。そしてA

地区の建物群のうち占有性を持つ一群は「屋敷地」

として把えることが可能かと考える。さらに地形的

に大きく見れば、 A地区周辺の平坦地にこのような

「核」となる別集団の屋敷地が想定でき、隣接する

「大グルワ」という小字の存在もあながち無視でき

ないものとなってくる。そして、 B・C地区のよう

な丘陵斜面部には付随的な集団の居住域が想定でき

るのではないかと考えられる。

またB地区で確認した墓地は丘陵斜面の西に立地



している。 A地区でも南端に墓

かと思われる遺構が存在してい

る。簡単に比較はできないであ

ろうが、丘陵東斜面に相当する

C地区では墓と想定できる遺構

は認められなかった。このこと

から当遺跡の東に隣接している

丘陵斜面部には当該時期の墓域

が設定されている可能性もあろ

う。 B地区に確認された墓地が

当遺跡群内のどの集団に属する

ものの墓であるのかは現状では

確認しがたい。墓城内出土遺物

は小刀や陶器・土師器類のみで

ある。小刀は中世の人々が日常

的に用いていたものであること

からこれを特殊なものとするこ

とはできないであろう。その他

の地域で認められる中世墓のよ

うに青磁椀などのいわゆる高級

品は認められないことから付随

的な集団の墓地である可能性の

方が高いのではないだろうか。

2. 屋敷地の展開— A

地区を中心に一

ここではA地区に認められた

屋敷地の展開を時期毎に追って

みよう。時期の設定は前述した

I~N期を用いることとする。

各時期の状況

I期 (fig.70上）

区画溝では溝SD2・15が時

期的に相当するようである。両

者の溝は同一線上にあり、途切

れが西側に認められる。出入り

口であろうか。溝の南側に建物

2・3・5が、北側に建物11が

建造されている。さらに土坑S

Kl3付近にも当該時期の建物の

存在は充分に想定される。井戸

I期

R
 

建物11

←ヽ S02 

D SK22@ 
建物 2□〗

II期 @ 
(l -"¥ 
~ ミ___ S028 
-=====-=--ニ＝ニ

6
 
物建

OSEl

二ロ
。
ー

8
 
物

物

建

建

7
 
物建

C SK45 0 
寧

建物9日且ァ

S02 

3
 
ー物

四

建

ロ□

。
知

fig. 70. A地区 I• II期主要遺構配置図 (scale=蒻00)
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はSK22を想定したい。なお、溝の北側に建物が認

められるのはこの時期のみである。なお、この時期

に限って方形に溝を巡らす遺構（溝SD23)が存在

している。東側拡張部分には目立った遺構は認めら

れない。

南側建物群の主要建物は建物 2・5が想定され、

やや小規模なものとして建物 3がある。井戸が建物

5寄りに存在することは、建物 2・3が建物 5に付

随することを示すものと考えることも可能であろう。

さらに建物 2と3がほぽ並行して建てられているこ

とからは両者が密接な関係を持つことも想定できる。

II期 (fig.70下）

区画溝では溝SD2・15が継続して機能していた

ものと考えられる。さらに落ち込み sx1~2 とそ

れ(~接続すると考えられる溝SD28もこの時期に存
在していたものと考えられる。この時期には区画溝

の南側にのみ建物群が認められるが、落ち込みsx

lを溝（区画溝）と考えればその東にも建物が存在

していたことも想定できる。ただし、小規模なもの

であることは検出遺構や出土遺物から想定できる。

落ち込みSD4もこの時期に想定でき、遺構の方向

lII期

@ 

v~ 建物4~ロロロ~···­
開

@SK3 OSllS 匹

゜
[k,RsE2 

F.ffiiR= ii\~ 四;_
R~l2 -

からあるいは落ち込みSXlと同じ遺構かも知れな

い。井戸ではSE1が想定される。東側拡張部分で

は前時期と同様、目立った遺構は存在していない。

区画溝南側建物群は建物10・6・7・8・9・13

が当該時期に相当し、建物9の近辺にはII期後半の

建物の存在が、ピット出土土器から推定される。ま

た、次の時期に建物が多く建造されている建物13付

近にはII期後半の土器を出土したビットが他に数カ

所存在している。次の時期とした建物 lも当該時期

から継続しているものである可能性がある。建物10

と6は重なっており、この順序で建て替えられたも

のと考えられる。建物7・8は小規模なもので、特

に建物 8はその規模から通常の建物と考えることは

できない。建物 9は総柱の小規模なもので、倉庫の

可能性もあるが、土坑SK38の存在やピットから青

磁椀が出土していることから住居と考えるのが妥当

であろう。井戸の位置からは前時期と同様、建物10.

6付近の優位性が窺われる。

皿期 (fig.71) 

区画溝では溝SD1・3・19の存在と、 SD27が

認められる。建物群は区画溝南側にのみ認められ、

北側は遺構・遺物ともに皆無の

状態であった。この時期には東

側拡張部分にかなりの遺構が存

在するようになり、中世墓のよ

うなものも当該時期に存在する。

建物1

。 “ 

井戸はSE1・SK 3・21が認

められる。

建物群は前時期と同じ場所に

構築される建物4の他、建物 l

が存在している。また建物12は

全く確証はないが当該時期の建

物群中の蔵の可能性を想定して

この時期に含めた。建物4は全

時期を通じて最も規模の大きい

ものであるが、隣接する建物 l

も相当の規模がある。そして、

建物4に伴う井戸がSK3、建

物 1のそれがSK21と、両者そ

れぞれ井戸を持っていることも

重要である。このことは、建物

fig. 71. A地区 III期主要遺構配置図 (scale=½oo)
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1を使用していたものが以前の時期に認められた主

要建物周辺の建物群とは異なり、質的に大きい存在

であることを示している。

東側拡張部分に存在する遺構群は鉄製品鍛造に伴っ

て形成されたものと考えられる。工房に相当する建

物は建物13の他この地点に継続して建てられたであ

ろうことがピットの数とピット内出土土器から想定

される。この建物群に伴う井戸はSE2であり、埋

土下層から輛の羽口が出土していることから、鍛造

作業に必要な水を補給するための井戸であるものと

も考えられる。

w期

この時期には全く遺構が認められない。廃絶して

いると考えるのが妥当であろう。

屋敷地の変遷から考えられること

I期に形成を開始した当屋敷地は、当初主要建物

である建物 5と2を中心として構成されている。こ

の時期においても、後の時期に継続して同じ地点に

建物が構築される建物 5が、井戸を有していること

からその優位性が想定される。しかし、建物2の規

模は建物 5と比べても劣らず、 I期では 2棟の主要

建物が存在していたと見倣せる。

このような状況はII期に至って若干の変化が見ら

れる。 I期に建物 5が営まれた地点にはこの時期に

は建物10・6が認められ、継続的に建物が構築され

ている状況が確認できるが建物 2・3が存在してい

た地点には建物7が認められるに止まる。 I期に建

物跡が想定された溝SD23付近には建物9が構築さ

れているが、全く同じ地点に構築されているのでは

ないことが建物10・6が構築された地点とは異なる。

また、前時期には建物が認められなかった地点に建

物 8が構築されている。

このことから建物10・6の建造されている地点は

前時期の建物 5から継続する主要建物（母家？）の

用地と見倣すことができよう。その他の建物は前時

期と比べて規模が縮小したり全く別の地点に構築さ

れたりしているものと考えられる。

m期では主要建物の系列として建物4が存在する。

この建物は全時期を通じて最も規模の大きいもの

であることは既に触れたが、特筆されることとして

比較的規模の大きい建物 lの存在がある。建物 4と
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建物 lはともに井戸を持つものであり、このような

近接する建物が別の井戸を持つことは以前には認め

られなかったことである。また、建物 lはかつて建

物が構築された建物 2・3付近や建物 9付近とは全

く異なった地点に構築されていることも見逃せない。

建物 lのピットからは輌の羽口が出土していること

やこの時期に東側拡張部分に鉄製品鍛造に関する遺

構が本格的に形成されていることから、鉄製品鍛造

に携わる集団がこの時期に至って居住した建物とし

て構築された可能性も想定される。なお、この集団

が建物4を構築した集団と全く別のものではないこ

とは、かなり近接して建物が構築されていることか

らも想される。

このようなことから、区画溝南側屋敷地内の建物

の変遷を以下のようにまとめることができる。 I期

には主要建物が2棟存在していたが、井戸の有無に

よって後に継続する建物（建物 5) の相対的優位性

が存在していた。 II期には主要建物は I期において

井戸を有していた建物に後続する 1棟のみとなり、

その周辺に 3~4 棟の建物が構築されていた。皿期

においても主要建物の優位性は継続するが、それに

隣接するかたちで新たな井戸を持つ建物（建物 l)

が構築された。この時期には建物群の東側において

鉄製品鍛造が本格化し、エ房に相当するであろう建

物が継続的に営まれたと考えられる。

さて、これらの建物群をすべて生活の場と考える

か、倉庫などの付属施設も存在すると考えるかによっ

て、この屋敷地の位置づけは全く異なったものとな

る。出土遺物は主要建物周辺で青磁• 白磁などの出

土が多いが、建物 9近辺でもまま確認された。この

ような遺物が認められないのは建物3・7・8・12

で、一般的な建物と見倣し得ないのは建物3・8・

12である。そのためここでは建物3・8・12は蔵の

可能性があるものと想定しておきたい。

以上のことから区画溝南側の屋敷地は建物5・10・

6・4を構築したものを主体とし、建物 2・7、建

物 9、建物 l、建物13などを構築したものがそれに

付随する、全体として一集団を示すものと把えてお

きたい。



3. 楠ノ木遺跡の歴史的意義

楠ノ木遺跡成立に関する問題点

楠ノ木遺跡は鍋（仮） A段階に成立している。実

年代ではおよそ12世紀中葉頃であろうか。その他の
(1) 

遺跡の成立時期は中ノ垣外遺跡が11世紀後葉頃、蚊
(2) 

山遺跡が12世紀後葉頃と見倣される。この100年ほ

どの時期には山茶椀の広域流通や総柱で根石を持つ

掘立柱建物の出現など様々な事象が出現する。これ

らを基準として見ると、中世集落はこの100年ほど

の間に成立を見るものが多い傾向にある。楠ノ木遺

跡も大方の中世集落と同様、 12世紀代に成立したも

のと見倣される。

楠ノ木遺跡の性格

地理的立地の点からは、当遺跡は 3方を丘陵に囲

まれた、かなり矮小な土地に位置しているという事

実がある。この立地は第II章で述べたように、現山

神・宮古集落の占地と共通するものである。これは

付近の蚊山遺跡や中ノ垣外遺跡のように段丘上の平

坦地に立地し、集落の展開が山側以外の 3方に可能

な立地と比べて、閉鎖性が強く、集落の展開が行い

にくい立地であるといえるのである。

このような立地のなかで楠ノ木遺跡は廃絶し、山

神・宮古集落は現在に至っている。この事実も楠ノ

木遺跡を考えるうえで重要である。

また、山神地区から当遺跡へと通じる古道の存在

は、当遺跡の性格を考えるうえで重要な位置を占め

る。 fig.6に示した地図から19世紀代にはこのよう

な道が存在していたことは確実であるが、この道の

存在は楠ノ木遺跡の存在を加味してこそ意義がある

ものではないだろうか。すなわちこの道が成立した

のは中世であった可能性は極めて高いと考える。楠

ノ木遺跡と山神・宮古地区をつなぐ幹線道として機

能していたものと想定しておきたい。また、山神城
(3) 

跡と楠ノ木遺跡の廃絶時期がほぽ等しいという事実

は、古道の存在によってさらに両集落の関係の深さ

を示すものとして理解されよう。

この道（集落間道と仮称）とともに現度会町棚橋

地区へと通じる「熊野脇街道」が遺跡の東に通って

いることも見逃せない。熊野脇街道から見れば当遺

跡の立地は田丸地区を中心とした地域の入口である。
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このような立地にある楠ノ木遺跡とはまさに交通の

要所にある集落といえよう。

次に遺跡そのものの性格を考えてみたい。楠ノ木

遺跡の性格に関して重要な要素のひとつと考えられ

るのが、 A地区土坑SK36で確認された鉄滓の大量

出土である。これはA地区建物 lの柱穴内や井戸S

E2から輛の羽口が出土していることや鉄滓が付着

した中世土器類が出土していることから当該時期に

鉄製品の鍛造を行っていたであろう事実は否定でき

ない。

このことを考えるための事例のひとつとして当遺

跡が位置する付近の現在の小字の状況がある。調査

区周辺の小字はfig.8に示すような状況である。こ

のなかで興味深いものとして大日山の斜面に相当す

る「鍛冶屋谷Jと、調査したA地区に隣接する「大

グルワ」がある。前者からは鍛冶に関したものを想

定し得るし、後者からはこの付近に居住地が存在し

ていたような想定ができる。無論、これらの小字が

そのまま中世にまで直結したり、そのことのみを表

したものであると即断することはできない。だが、

山神地区の小字には「ネ爾宜殿谷」という地名もあり、

A地区の調査結果や現状区画の方向が中世の遺構

（特に溝の方向）とほぽ揃っていることなどを考え

ると全く無関係と見倣すこともできないのである。

発掘調査によって鍛冶関係遺構が確認された近辺に

「鍛冶屋谷」という小字地名が存在していることを

重視したい。楠ノ木遺跡の状況を示す一端である可

能性を想定しておきたい。

以上のことから、楠ノ木遺跡は交通の要所に形成

された集落跡であり、その集落内には鍛冶を行う集

団が屋敷を構えられるほどの立場で居住していた、

と考えておきたい。

楠ノ木遺跡の廃絶に関する問題

最後に、中世を通じて存続していた楠ノ木遺跡が

近世を迎えることなく消滅した事実について若干の

推論をしておきたい。当遺跡を終焉させた歴史的背

景とはどのようなものであったのだろうか。このこ

とに関して直接物語るのは文献史料をおいて他にな

い。当該地域は、くり返しになるが、神宮の所領地

である神三郡に所属する。この状況が変化を見せる

のは、戦国大名として存在することとなる北畠氏の



神三郡侵攻によってであることが文献史料などの検
(4) 

討から裏付けられる。 『氏経神事記』によると永亨

年間 (1429~1440年）以降、北畠氏関係の人物によ

る田丸周辺への進軍や、神領の横領の記述が散見さ

れる。小林秀氏の御教示によれば寛正年間 (1460~

1465年）には田丸周辺の神領の多くが北畠氏の知行

制のなかに組み込まれていたであろうことが推定さ

れるという。このようなことから北畠氏による当該

地域の侵攻・ 支配はおよそ15世紀中葉あたりに求め

るのが妥当であると考えられよう。

楠ノ木遺跡にて確認される最終段階の遺物は、 B

地区井戸SK30・ 区土坑SKll・SK16および溝S

D2・3などから出土したもので、南伊勢系土師器
(5) 

では鍋第4段階c型式が最終と見倣し得る。さて、

この実年代であるが、現在までのところ伴出する美

濃・瀬戸産の陶器類からは大窯期に相当し、 16世紀

以降という比定がなされる。しかし、藤澤良祐氏も
(6) 

述べるように、美濃・瀬戸産の陶器類についての実

年代観はかなりの問題点を含んでいると考えられる。

ただ、現状では南勢地域から出土する美濃• 瀬戸産

陶器以外の土器で型式編年が明確なものは皆無に近

い状態である。したがってまわりくどいやり方にな

るが、当該地域で出土するような土師器類が出土し、

しかもその他の実年代の比較的明確な遺物が伴って

いる地域の遺跡とのクロスチェックによって時期比

定を行わざるを得ない。

さて当該地域近辺の出土土器類で実年代が最も正

当性を持つのは信楽産の播鉢であろう。信楽産の播

鉢については山田猛氏による詳細な型式学的検討が
(7) 

加えられている。その実年代に関する位置づけには

滋賀県信楽町・長野古墓出土の長禄2年 (1458年）

銘の資料を基準として用いており、楠ノ木遺跡の存

続時期後半の検討にはある程度参考になるものと考

えてよいであろう。

信楽産播鉢と南伊勢系土師器類が共伴している白
(8) 

山町・家野遺跡出土土器を検討しておおよその実年

代を想定してみよう。家野遺跡出土の鍋は第4段階

b型式を中心とし、一部第3段階b型式のものや第

4段階c型式のものも認められる。信楽産播鉢は山

田編年による IIa型式以降、皿 b型式までのもの

を含む。土坑13出土の鍋には第3段階b型式のもの
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を少量含むもののその主体は第4段階b型式と見倣

してよいであろう。共伴すると考えられる播鉢は山

田編年のIIb型式のものが数点認められる。白山町・
(9) 

古市遺跡溝SD24からは鍋第4段階b型式のものと

信楽産播鉢山田縦年のIIb型式のものとが共伴して

いる。ただし破片であるため、確実なことは指摘で

きないという弱さがある。

この他、伊賀地域にて発掘調査された遺跡（上野
(10) (II) (!~ 

市下り合遺跡・神ノ木館跡、大山田村風呂谷館跡、
(13) (14) 

阿山町菊永氏城跡、伊賀町福地城跡など）に伴う南

伊勢系土師器鍋の型式と信楽産擢鉢との関係を考慮

するならば、様々な要因による事象を考慮するとし

ても、鍋第 4段階b型式の実年代の一立器が15世紀中

葉付近にあることが想定できるのである。

このことから、楠ノ木遺跡の終焉は15世紀中葉か

ら後葉あたりの一時期に求められるのではないかと

考えておきたい。

15世紀中葉あたりの時期的な動向には、前述した

ように北畠氏の神三郡侵攻という事実が存在してい

る。これはかなり軍事色が強いもので、 『氏経神事

記』には賽徳2年 (1450年）には北畠氏による大が

かりな侵攻があり、原・山神・野篠• 刈田（勝田）

などの近隣諸郷が焼かれたという事件がが書かれて
(15) 

いる。すなわち楠ノ木遺跡が終焉を迎えるまさにそ

の頃に、北畠氏による軍事的侵攻が認められるので

ある。このことに関しては昨年度調査された山神城

跡が、調査の結果鍋第4段階b型式ないしはc型式

をもって終焉していると見倣し得ることも重要な意

味を持つであろう。

ただし、楠ノ木遺跡の終焉をこの事件によって求

めるのは若干無理がある。終末こそ15世紀後葉と考

えられるものの、当遺跡の規模は鍋第3段階b型式

を最後のピークとして以降は縮小に向かうと考えら

れるのである。したがって、この事件をはじめとし

たいくつかの事象によって当遺跡は終末を迎えたと

考えるのが妥当ではないだろうか。いいかえれば、

北畠氏による大名支配が展開するなかで、神宮の権

力が相対的に低下したことを理由のひとつとして想

定しておきたい。すなわちたび重なる北畠氏の神三

郡侵攻が当遺跡の廃絶に何らかの関係を持つものと

想定されるのである。



いずれにしても、楠ノ木遺跡は近世を迎えること

なく廃絶している。前述したように、当遺跡は蚊山

遺跡などとは異なり、集落を移動することが困難な

立地にある。まさに「消滅」といえる状況である。

この事実をどのように解釈すべきであろうか。上述

したように、当遺跡は交通の要所に立地している。

熊野脇街道の玄関口に相当する占地は、地形的には

山神・ 宮古地区と同様の立地とはいえそれらよりは

優位であるといえる。さらに、かつて岩出集落には

宮川対岸の津村・佐八集落への渡し船があったとさ
(16) 
れ、伊勢本街道が岩出集落を通過していたことが想

定される。そうであれば楠ノ木遺跡は熊野と伊勢に

向かう街道の交点に立地することにもなる。また、

山神集落へとつながる集落間道の存在も無視できな

し、

゜
これらのことを考えると、当遺跡は独立性が高く
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分村などではないことが想定されるのである。街道

が交差する地点に形成された、文献には地名の記載

のない集落と想定しておきたい。

以上、楠ノ木遺跡の性格について若干の考察を加

えた。中世、特にその後期の南伊勢地域は、権門勢

カである神宮と戦国大名である北畠氏という、性格

的に相異なる勢力が同時存在する地域である。この

なかで楠ノ木遺跡が示す中世集落の成立と廃絶のあ

り方は、当時の史的状況の一端を示すものであると

考えられ、政治史的にも重要ではないかと考えるの

である。

交通の要衝に立地していた当遺跡の上に、近畿自

動車道玉城インターチェンジが建造された。楠ノ木

遺跡がかつて置かれた歴史的状況を、図らずも平成

の時代に再現することとなり、当遺跡は新たな交通

の要衝として存在することとなる。
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（阿山町教育委員会 阿山町遺跡調査会 1987) 

(14) 駒田利治「福地城跡発掘調査報告』 （三重県教育委員会

1982) 

(15) 「大神宮叢書神宮年中行事大成前篇J(臨川書店 1976) 
(16) 金子延夫「地名と村の歴史―玉城町歴史散歩— j (1989) 

脱稿後、糸川橋遺跡の資料に接した（門田了三「糸川橋遺跡』

名張市遺跡調査会 1991)。ここでは南伊繁系鍋第4段階b型式の

資料と信楽播鉢山田編年の皿 a型式の資料が共伴している。南伊

勢系鍋第4段階の開始が15世紀中葉にあたる公算はさらに高くなっ

たといえる。
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